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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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　間ま桐とう雁かり夜やは漆しっ黒こくの夢の中にいた。

　何も見えない。何も聞こえない。

　ただ、肌に触れる闇の圧倒的な密度を、重さとして感じる。

　ここは、何処どこだ──そう問いかけたところで、気付く。

　何処でもない。ここは誰かの内側なのだと。

　だから雁夜は、闇に向けて問うた。──おまえは誰だ？　と。

　重くのしかかるような圧力の闇が、轟ごう々ごうと唸うなる。吼ほえる風のように。割れる地のように。

〝我は──


疎うとまれし者──




嘲あざけられし者──




蔑さげすまれし者──〟



　闇の中、ひときわ重々しく渦を巻く濃密な影が、ぞわぞわと蠢うごめいて人型を象かたどる。

　漆黒に沈む甲かっ冑ちゅうと兜かぶと。闇よりもなおおぞましく光る炯けい々けいたる双そう眸ぼう。

　バーサーカー──間桐雁夜の呪じゅ詛その具現、否いな、その憎しみが時の果てより招き寄せたサーヴァント。

〝我が名は賛歌に値せず──


我が身は羨望に値せず──




我は英霊の輝きが生んだ影──




眩まばゆき伝説の陰に生じた闇──〟



　地の底より這い上がる瘴気のように、怨々と響く嘆なげきの声は四方から雁夜を圧し包む。

　あまりのおぞましさに、雁夜が目を逸そらそうとした途端、やおら冷たい鋼の籠こ手てが伸び迫り、食らいつくようにして雁夜の襟首を摑んだ。

　瘦せ衰えた雁夜の体たい軀くはそのまま宙へと吊り上げられ、バーサーカーの眼前──その狂気に渦巻く眼光を直視するしかない位置に固定される。

〝故に──


我は憎悪する──




我は怨えん嗟さする──




闇に沈みし者の嘆きを糧かてにして、光り輝くあの者たちを呪う──〟



「……ッ」

　容赦なく喉を締め上げる籠手に抗あらがって、苦悶の呻うめきを漏らす雁夜の視野に、また違う景色が茫洋と霞みながら立ち現れた。

　燦さん然ぜんと輝く光の剣。その柄を握る玲れい瓏ろうたる若武者。

　雁夜にも見覚えはあった。あれは、アインツベルンの繰るセイバーのサーヴァント……

〝あの貴影こそ我が恥辱──

　　その誉ほまれが不朽であるが故、我もまた永久とわに貶おとしめられる──〟

　黒い騎士の兜が割れる。

　露わになったその面貌は闇に塗り込められたままだったが、熾おき火びのように燃える双眸の下には、ガチガチと餓え震える乱らん杭ぐい歯ばが、はっきりと見て取れた。

〝貴様は、贄にえだ──〟

　冷酷にそう宣言すると、バーサーカーは有無を言わさぬ力で雁夜を抱き寄せ、その凶まが々まがしい牙で頸けい動どう脈みゃくを食い破った。

　激痛に雁夜は絶叫する。

　だがその叫びにも何ら斟しん酌しゃくすることなく、狂える黒騎士は雁夜の喉笛から溢れ出る血ち飛沫しぶきを啜すすり上げ、喉を鳴らして嚥えん下かする。

〝さあ、もっと寄越せ──


貴様の生命いのちを、貴様の血肉を──




我が憎しみを駆動させるために──ッ‼〟



　嫌だ……

　やめてくれ……

　助けてくれッ！

　あらん限りの言葉で赦ゆるしを請い、助けを求めても、この闇の中に救済などあろう筈はずもない。

　容赦なく吸い上げられていく血潮。

　視界が真紅に明滅し、痛みと恐怖に搔き乱された思考は、次第次第に脈絡を失っていく。

　それでも最後に残ったありったけの力を振り絞り、雁夜はもう一度、声の限りに叫びを上げた。








×　　　　　×　　　









　──悲鳴とともに目覚めた場所は、だが、やはり闇の中。

　それでも、冷ややかに湿った空気と、饐すえたような臭い、そして幾万もの蟲むしたちが這いずりまわる忌いまわしいざわめきの音は、それが紛うかたなき現実の感覚であることを告げている。

「……」

　先の悪夢と、この現実と、はたしてどちらが間桐雁夜にとって慈悲深い世界なのか──

　少なくとも、この瀕死の身体を意識しないで済んだぶん、むしろ悪夢の方が幸せであったかもしれない。

　炎に焼かれながらビルの屋上から堕ちた自分が、一体どういう奇跡に救われて、こうして生きたまま再び間桐邸の地下の蟲蔵に戻ってきたのか、雁夜の記憶だけではまったく理解が及ばない。

　手足の感覚は殆ほとんどないが、手て枷かせに繫つながれて壁際に吊られていることは判る。自分の足では立つこともできず、ぶら下がる全体重を受け止めている両肩は抜け落ちそうなほどに痛むものの、それすらも、全身を蟲たちに這い回られる搔そう痒よう感かんに比べれば、如い何かほどのものでもない。

　蟲たちの顎が焼け焦げた皮膚を舐め取ると、その下からは真新しいピンク色の皮膚が覗く。火傷は──どういうわけか、治癒に向かっているらしい。

　おそらくは、苗なえ床どこである雁夜の身体を少しでも長く維持しようとする刻印虫の作用であろう。だがそれも全くの無駄だ。皮膚を再生するための魔力を強引に賄まかなったことで、雁夜の体内に残されていたなけなしの生命力は、既に枯こ渇かつしかかっていた。そっと息を吸い、吐くだけのことでも、じわじわと身体が消耗していくのが、はっきりと実感できる。

　もうじき、自分は死ぬ──

　抗いようのないその認識とともに、脳裏に去来するのは、葵あおいの、そして桜さくらの面影。

　命と引き換えに救うと誓って……結局、何ひとつ果たせなかった。その口惜しさと慚ざん愧きが、身体の痛みよりなお痛烈に雁夜の心を締めつける。

　そして、愛しい者たちの回想の次には、遠とお坂さか時とき臣おみの澄まし顔が、間桐臓ぞう硯けんの哄笑が、胸の内を真っ黒に塗り潰す。

「畜生……」

　嗄かれきった喉の奥から、ありったけの力で、雁夜は怨嗟をひりだした。

「畜生……畜生ッ、畜生……」

　嗚お咽えつに呻くその声に、さも愉快そうな含み笑いが後から被さる。

　ゆっくり杖を突き鳴らして足許の蟲たちを追い散らしながら、雁夜のいる壁際に近づいてくる老いさらばえた矮わい軀くは、他でもない怨嗟の相手、間桐臓硯のものだった。

「まったく。随分なザマに成り果てたのう、雁夜よ」

　老魔術師は手にした杖の柄を雁夜の顎の下に差し入れて、強引に仰向かせる。もはや罵倒を浴びせる気力さえない雁夜には、まだ用を成す右目に憎悪と殺意を込めて、相手を睨み据えるのが精一杯だった。

「勘違いするでないぞ。ワシはなにも責めておるわけではない。これだけの手傷を負って、よくぞ生き長らえたまま戻ったものよ。──雁夜、誰に助けられたのかは知らんが、貴様は此こ度たびの勝負にかなりの運気を味方につけておるようだな」

　猫なで声で〝息子〟を慰い撫ぶする臓硯は、いつになく上機嫌で──それ故に、笑み崩れた相好は限りなく邪悪なものに見えた。

「既に三人のサーヴァントが果て、残るは四人。正直なところ、まさか貴様がここまで食い下がるとは予想しておらなんだ。これは、ひょっとすると──この博ばく打ちでワシが大穴を引き当てる可能性も、あながち捨てたものではないかもしれん」

　そこで、と、臓硯は言葉を切って勿もっ体たいをつけた間を空ける。

「改めてひとつ、掛け金を上乗せしてみるのも悪くない。雁夜よ、貴様にはワシがここ一番の局面に備えて秘蔵しておいた切り札を授けてやる。さあ──」

　ぐり、と杖の握りに喉仏を圧迫され、たまらず噎むせそうになった雁夜が口を開いたその瞬間、何かが鼠のように機敏に臓硯の杖を這い上がり、雁夜の口腔へと飛び込んだ。

「が、ふぐぅッ……ッ⁉」

　おぞましさと苦痛に悶絶する雁夜。吐き出そうと思っても間に合わず、侵入を果たした虫は喉から食道へと容赦なく侵入を続け、ついには痙けい攣れんする腹の中にまで至って収まった。

　その直後──今度は腹腔に焼やき鏝ごてを挿し入れられたかのような猛烈な灼熱感が、雁夜の身体を内側から焼き焦がす。

「ぐあぁぁぁぁッ……があぁッ⁉」

　あまりの熱さに、雁夜は手枷の鎖を激しく鳴らして身を捩よじりもがいた。それまで滞っていた全身の血流が荒れ狂うように沸騰し、心臓が破裂せんばかりに早鐘を打ちはじめる。

　それは濃縮された魔力の塊だった。たちまちのうちに活力を取り戻した雁夜の体内の刻印虫が、一斉に活動を再開する。雁夜の全身に張り巡らされた疑似魔術回路がかつてない励起を始め、四肢が引き裂かれるのかと思うほどの凄まじい痛みをもたらした。──だがそれは即ち、麻痺していた雁夜の手足に再び感覚が戻ったことも意味していた。

〝切り札〟の充分な効果を見届けて、臓硯は声高らかに哄笑した。

「呵カ々カ々カ々カッ、覿てき面めんじゃのう。

　いま貴様に吞ませた淫虫はな、桜の純潔を最初に啜った一匹よ。どうだ雁夜よ？　この一年、じっくりと喰らいに喰らった娘の精気──極上の魔力であろう？」

　その限りなく残忍な仕打ちに持ち前の嗜し虐ぎゃく心を満足させたのか、老魔術師は満面の笑みのまま踵きびすを返した。そのまま悠然と蟲蔵から立ち去る間際まで、臓硯の嘲りの声は、引き続き雁夜の耳を苛さいなみ続けた。

「さぁ戦うがいい雁夜。桜から奪ったその生命いのち、存分に燃やし尽くせ。血肉も骨も残さず費やして聖杯を摑むがいい！　貴様ごときに出来るものならなァ」

　そして、倉の門扉が開閉する重々しい音の後、周囲は再び冷たい闇と、蟲たちの這いずり囀さえずる噪そう音おんの中に閉ざされる。




　雁夜は独り、声を殺して噎むせび泣ないた。
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　生なま温ぬるい午後の日差しが、古びた土蔵の外壁を優しく暖めながら、ゆっくり中天から過ぎつつある。

　だが倉の中の空気は静かに冷えきったまま、小さな採光窓からわずかに差し込む光だけを受け入れて、黄昏たそがれのように淡い薄闇の中にあった。

　セイバーは壁際の床に座ったまま、ただ時を待っていた。

　傍らの魔法陣には、胸元に手を組ませた姿勢で仰ぎょう臥がさせたアイリスフィールが、依然、昏睡を続けている。早朝のうちに彼女をここに運び込んで以来、セイバーは身じろぎ一つすることなく、眠る彼女の横顔を見つめ続けていた。

　昨日、アイリスフィールと二人で描いた魔法陣は、果たしてその機能を発揮しているのだろうか？

　ホムンクルスである彼女にとっては、この陣の中で休息を取ることが唯一の養生であるという話だった。共に敷設の儀式を執り行ったのが、まるで遠い昔の出来事のように思える。

　事実、長い一夜ではあった。

　共闘と妨害の入り乱れる混戦の果てにようやく打倒したキャスター。

　そして、あまりにも心苦しい形で結末を迎えたランサーとの対決。

　昨夜一晩で聖杯戦争は大きく進展した。二人のサーヴァントが脱落し、そのいずれの戦いに於いても、セイバーは中心的な役割を果たすこととなった。

　疲弊がないといえば噓になる。だが今はそれ以上に、アイリスフィールの状態が気がかりだ。

　たしかに昨日の朝の段階で、既に兆候はあった。アイリスフィールはそれを、ホムンクルスとしての構造的欠陥と言っていた。だがこんなにも急激に容態を悪化させるような原因は、どう考えても、昨日一日のうちには思い当たらない。彼女は傷を負ったわけでも、殊こと更さらに過酷な運動をしたわけでもない。セイバーと正規に契約したマスターであるならば、連戦によるセイバーの疲弊が、供給魔力量の増加となって重荷になったかもしれないが、それを被るのは切きり嗣つぐであって、代行マスターのアイリスフィールではない。

　採光窓から差し込む幽かすかな日差しは、午後が過ぎるにつれて徐々に角度を浅く変えてゆく。

　やがて──わずかな身じろぎの気配が、静止した空気を漣さざなみのように騒がせた。

　はたと目を見張るセイバーの前で、アイリスフィールが苦しげに呻きながら、ゆっくりと上体を起こす。

「……セイバー……？」

　顔にかかった銀髪の房を気け怠だるげに払いのけながら、彼女は茫ぼう洋ようとした眼差しで、傍らで見守るサーヴァントを見つめた。

「アイリスフィール、具合はどうですか？」

「……ええ、うん。もう大丈夫みたい」

　そんな筈がなかろう、と問とい質ただしかかったセイバーだったが、見ればアイリスフィールの血色は、どうにも普段と変わらず健常な様子である。つい今しがたまで昏睡状態だったとは思えない。

　あふ、と慎つつましやかに欠伸あくびを漏らす様は、充分な休眠を終えて健すこやかに目覚めた朝のようですらある。

「ふぅ──。どうやら、心配させてしまったみたいね。御免なさい」

「い、いえ。本当に大丈夫であれば、それに越したことはないのですが……しかし……」

「ええ。あなたの言いたい事は解るわ。セイバー」

　苦笑しながらアイリスフィールは、手て櫛ぐしで長い髪を梳すき、わずかに寝乱れた着衣の端々を直した。

「どうやら私、ここにきて色々と問題があるみたい。こうやって安静にしていれば平気だけれど──セイバー、もうこの先は、あなたの隣でサポートを続けるのは無理かもしれない」

「アイリスフィール……」

　ことのほかあっさりとそう申告するアイリスフィールに、むしろ肩すかしをくらう形となったセイバーの方が面食らった。

「御免なさいね。不ふ甲が斐いないとは思うんだけれど、あなたの足手まといになるよりは──」

「いや、そうではない。むしろ自重してくださったのは助かります。私はてっきり、貴女が無理を押して戦い続けようとするのを諫めなければならないのかと身構えていたもので……」

　決まり悪げに口ごもるセイバーに、アイリスフィールは衒てらいのない笑顔を向けた。

「そういう心配はご無用よ。私たちホムンクルスは人間と違ってね、ちゃんと自分の身体の構造を把は握あくしてるんだから。燃料切れのランプが灯るのを、無理して隠そうとするような自動車があったら、そんなのは正真正銘の故障でしょう？」

「……」

　的確ではあったが不穏当ともいえる比ひ喩ゆに、セイバーは今度こそ沈鬱に黙り込み、それから生き真ま面じ目めな眼差しで、アイリスフィールを正面から見据えた。

「……アイリスフィール。たしかに貴女は事実として人造の存在かもしれないが、私はそれを普通の人間と区別して考えることは決してしない。だからどうか貴女も、必要以上に自分を卑下するような言い方はやめてほしい」

　真っ向からそう諭さとされて、今度はアイリスフィールが俯く番だった。

「……優しいわね。セイバーは」

「貴女という人に触れた者ならば、誰もがそう思って当然です。アイリスフィール、貴女はひときわ以上に魅力的な人柄の持ち主だ」

　そう言ってセイバーは、会話が必要以上に重くならないよう、あえて冗談めかした口調で付け足した。

「女性であれば、往々にして体調の不ふ如にょ意いがあるのは当然です。養生に気兼ねなどいらない」

　これにはさすがにアイリスフィールも、気恥ずかしげに苦笑するしかなかった。

「それを言ったらセイバー、あなただって女の子でしょうに。──その、色々と大変だったんじゃないの？　ずっと男のふりをしてなきゃならなかった頃は」

「いや、それがですね──」

　アイリスフィールに笑顔が戻ったのが嬉しくて、ついセイバーも普段より気安く先を続けてしまった。

「ご存じかもしれませんが、生前の私はとある宝具の加護を受けていまして。無病息災どころか老化さえ止まり、こと体調においてはありとあらゆる不都合から解放された身でした。一〇年経っても、姿形は見ての通りの有様で」

「……」

　そこではたとセイバーは、アイリスフィールがまたしても心苦しそうな憂い顔になっているのに気付き、あわてて口を噤つぐんだ。

　他愛もない話題の一体何が相手を消沈させてしまったのか、皆目見当もつかなかったが、ともかく今のアイリスフィールは徒いたずらに冗談を交わしているような心境ではないのだと、そう察するしか他になかった。

「──何はともあれ、アイリスフィール。心配することは何もありません。確かに貴女の掩護は心強かったが、敵の数も残り少ない。たとえ私単独であろうと、充分に戦い抜いていけるでしょう」

「……セイバー、あなたが本当に『単独』であったなら、私だって心配はしないわ」

　含みのある言葉が意味するところに思い当たった途端、セイバーもまた苦い想いに喉が詰まる。

　そう、単独ではないのだ。彼女がセイバーのサーヴァントとして契約を交わしたマスターもまた、依然、同じ戦場に居るのだから。

「ねぇ、セイバー……あなたは、これから先も、切嗣を仲間と思って戦っていける？」

　即答は、難しかった。それだけでも騎士王の胸中の葛藤は歴然だった。

「……他のマスターたちが、揃って利己的な探求や欲望ばかりを求めているならば、聖杯は切嗣の手に渡るべきだと考えます。そのための剣になることに、私は異存はない」

　抑えた声でそう返答してから、それでも隠しきれない苦悩がセイバーの眉根を顰ひそませる。

「──だが、願わくば〝剣〟となるのは私一人であってほしい。切嗣に、彼なりのやり方で介入されるのは、もう二度と耐え難い」

　ディルムッドの末路を思い出すたび、セイバーの胸は鈍い痛みに締め上げられる。

　いくら切嗣という人間を理解し、譲歩しようと思っても、あの光景はどうしようもなくセイバーの許容を超えていた。

「マスター自らが手を汚すまでもなく、サーヴァントである私が確実に勝利を勝ち取れるものと、そう切嗣を納得させられるような戦いを演じていくしかないのでしょう。残るサーヴァントは三人。私としても、意地に懸けても負けられない相手ばかりだ」

　アイリスフィールは頷いた。頷くほかなかった。切嗣の卑劣さを目の当たりにしてもなおセイバーが戦意を失わずにいてくれるというのは、この上もなく有り難い。だが一方で、セイバーが今なお期待しているような最低限の信頼すら、切嗣には望めないだろうとも予期できた。〝確実な勝利〟という言葉の意味合いそのものが、『騎士王』と『魔術師殺し』では雲うん泥でいの差があるのだ。

　勝利を摑むまで不屈の闘志で何度でも立ち上がるという意気込みと──

　敗北に繫がるすべての可能性を徹底的に排除するという周到さと──

　どちらも目指すところは同じでも、その過程は致命的なまでに違う。

「……聖杯はね、私にとっては自分自身も同然なの。それを降臨させるための『器』を、私は生まれてからずっと預かってきたから」

　アイリスフィールの言葉に、セイバーは頷いた。

「聞いています。貴女が『器の守り手』を務めていることは」

　とはいえセイバーも、これまで四六時中行動を共にしてきたアイリスフィールが、一体どこにどういう形で『聖杯の器』を隠匿しているのかまでは知らない。互いの信任が確かな以上、敢えて知る必要もない事柄だった。セイバーはただすべての戦いを勝ち抜いた後で、改めてアイリスフィールの手からそれを受け取ればいいだけのことなのだ。

「……だから、私の〝宝〟はね、どうあっても私の愛する人たちの手で受け止めてほしい。夫と、それからセイバー、あなたにね」

　祈るようなその言葉に、セイバーは決然と頷く。

「以前、召喚されて間もない頃にも誓いました。貴女を守り抜き、最後まで勝ち残ると。あの言葉を違たがえるつもりはありません」

「……」

　アイリスフィールは、ただ曖あい昧まいに微笑んで頷くことしかできなかった。

　勿論、この清廉なる騎士王にこそ、切嗣と聖杯を分かち合って欲しいと願う気持ちに噓はない。

　もし仮に、『始まりの御三家』の当初の目的である〝根源への到達〟を果たそうと思うなら、全てのサーヴァントを倒した後でセイバーにも令呪で自害を強要し、七人全ての英霊が聖杯への供物となる形で戦いを終えなければならない。だがアイリスフィールと切嗣が聖杯に託たくす願望は、そこまで大それたものではない。

　全ての闘争を終結させるという〝世界の改変〟は、壮大な願望であるかのように思えるが、それでも所詮は〝奇跡〟の域を出ない祈りである。その成就による変革が、あくまで〝世界の内側〟だけに終始するという点において、『根源の渦』を目指して世界の〝外側〟にまで到達せんとする試みに比べれば、よほど生なま易やさしい話なのだ。

　ただ現世における奇跡だけを願うなら、古いにしえのユスティーツァ自身を器とする大聖杯を完全覚かく醒せいさせる必要はない。敵対する六人のサーヴァントをすべて倒すだけでも、切嗣とセイバーの願望を共に叶えるだけの魔力は充分に補える。

　二人が、この苛烈な生存戦バトルロイヤルを勝ち抜くにあたって、アイリスフィールが案じるとすれば──それは敵の強大さより、むしろ切嗣とセイバーの間の軋あつ轢れきだ。

　在り方も信念もまるで食い違う二人の衝突は免まぬがれない。ならせめてそれを可能な限り緩かん和わすることが、彼らの間に立つ自分の役目だと、そうアイリスフィールは自覚していた。だがこの先、彼女が最後まで責任を持ってそれを果たせるかといえば……望むべくもない、というのが現実だ。

　なぜならば、アイリスフィールの身体は既にもう──

「？　人の気配が近づいてきます。アイリスフィール」

　セイバーが警戒に面持ちを引き締める。一歩遅れて、アイリスフィールもまた庭に張った結界の反応で来訪者を感知した。

「──ああ、大丈夫。この気配は舞まい弥やさんだわ」

　土蔵の扉をノックしてから入ってきたのは、はたして久ひさ宇う舞弥その人だった。相変わらず感情を表に出さない冷淡な美貌を前にして、セイバーがやや不機嫌そうに視線を逸らす。無抵抗なランサーのマスターとその恋人を容赦なく射殺した冷酷さについては、たとえそれが切嗣の策略をただ忠実に遂行しただけであっても、やはりセイバーとしては認めがたい行為だったのだろう。

　そんなセイバーの内心を知ってか知らずか、いつものように舞弥は、挨拶も前置きも一切抜きに、ただ端的に本題に入った。

「遠坂時臣より密使がありました。使い魔に書状を持たせて。マダム、貴女宛のものです」

「密使？」

　アイリスフィールたちが引き払った後の森の城は、そうとは知らずに攻め込んでくる他のマスターを陥おとしいれるため、切嗣の手によって悪質なトラップハウスと化している。その監視は舞弥の蝙こう蝠もりに任されていたのだが、つい先程、そこへ魔術師本人ではなく使い魔が文書を携えて現れたのだという。

「翡ひ翠すいで作られた鳥でした。切嗣の話だと、たしかに遠坂の魔術師が好んで使う傀儡くぐつだそうです」

「聞いた話では、確かにそうね。それで、問題の文書っていうのは？」

「こちらに──」

　差し出された便びん箋せんを手に取り、アイリスフィールは目を通す。文面は、充分に礼を尽くした上でそれ以上の無駄は一切省き、限りなく簡潔明めい瞭りょうに用件を告げていた。

「……つまり、共闘の申し入れってわけね」

　僅かに小馬鹿にしたように鼻を鳴らすアイリスフィール。セイバーも、あのアーチャーのマスターが何を企たくらむのかと思っていただけに、これには釈然としない面持ちだった。

「同盟ですか？　今になって？」

「残るライダーとバーサーカーの対処に、遠坂は不安を持ってるんでしょうね。そこで一番与くみしやすいと見えた私たちに誘いをかけてきた。──要するに、他の二組に比べれば舐められてるってこと」

　交渉に応じる気があれば、時臣は今夜零時に冬ふゆ木き教会で待っているという。

「あくまで中立を貫くはずの聖堂教会の監督役が、よくもそんな会見を許可したものね」

「それが、既に監督役の神父は死亡しているそうです。今の聖杯戦争は、監督役が不在の状況だとか」

　舞弥の説明に、アイリスフィールは納得して頷いた。

「切嗣が言っていた、遠坂と教会の繫がりも、これで裏が取れたようなものだわ。味方につけていた監督役が死んで、慌てて策を講じてるのね」

「……アイリスフィール、相手はあのアーチャーを従えている魔術師です。信用に足るとは思えない」

　あの黄金の英霊に対する嫌けん悪お感かんを思い出してか、セイバーは険しい顔で断言した。

「今の私は左手の傷も癒いえ、万全の状態です。同盟など結ぶまでもなく、ライダーも、バーサーカーも、私一人で討ち取って見せる。無論、アーチャーとて例外ではありません」

　セイバーの意気込みに、アイリスフィールはいったん頷いたものの、それでも再び思案顔のまま腕を組んだ。

「セイバーの言い分も尤もっともだけれど、遠坂から、また別の形での譲歩を引き出すという手もあるわ。相手にあって私たちにはないもの……たとえば、情報とかね」

　アイリスフィールの言葉に、舞弥が頷いた。

「確かに。もし仮に遠坂がライダーの陣営の拠点を摑んでいるのであれば、それは策を弄してでも聞き出す価値があります」

「──相変わらず摑めていないの？　あんな子供に、切嗣が手を焼くなんて」

「ライダーとそのマスターは、常に高速の飛行宝具で姿を現すので、陸路から後を追うのは不可能なのです。私の蝙蝠も、あのスピードにはとても追いつけず、追跡は失敗してばかりです」

「……姿を隠す手際については、あのロード・エルメロイより優秀ってわけ？」

「意外ですが。この冬木で魔術師が工房を設しつらえそうな場所は全てチェックしているのです。なのにライダーのマスターだけは、どうしても網にかからない」

　舞弥の語る通り、目下のところ切嗣が一番頭を悩ませているのは、ウェイバー・ベルベットの拠点の捜索だった。ありとあらゆる魔術師の手管を知り尽くしているはずの衛え宮みや切嗣ではあったが、まさか宿泊費をケチって無関係な民家に寄宿するマスターが存在するなどとは、さすがに想像のしようもなかったのである。

「しかしそんな情報を、トオサカのマスターが把握している可能性が？」

　いまいち納得しかねる風なセイバーに対し、舞弥が首肯して応じる。

「遠坂時臣は今回の聖杯戦争において、かなり初期の段階から周到な準備を進めています。監督役の件が好例です。それに──」

　そこで一旦言葉を句切り、舞弥はアイリスフィールの表情を窺った。黙って聞いている彼女もまた、どうやら舞弥と同じ事柄に思い当たっている様子だった。

「──それに、遠坂はアサシンのマスターを裏で操っていたと思われる節がある。あの男が言こと峰みね綺き礼れいに対して影響力を及ぼしうる立場にいるのなら、彼の誘いは我々にとっても無視できない意味合いを持つことになるかと」

「コトミネ……？」

　セイバーにとっては初めて聞く名前だった。が、アイリスフィールと舞弥の張り詰めた面持ちを見れば、それが彼女たちにとって重大な意味を持つ人物であることは容易に察しがついた。

「憶えておいて、セイバー」

　いつになく硬い声で、アイリスフィールが告げる。

「今回の聖杯戦争で、もし切嗣を負かして聖杯を獲る者がいるとしたら……それが言峰綺礼という男よ。切嗣自身がそう言っていた。彼は事の始まりから、この綺礼という男を天敵としてマークしていたの」

　舞弥とアイリスフィールの口調は、決して多くを語っていたわけではない。それでもセイバーには、彼女たちがその言峰という人物について、まるで面識があるかのように明確な人物像を持っているように感じられた。

　そこではたと、セイバーもまた思い至る。アインツベルンの森での戦いで、城から避難したアイリスフィールと舞弥に重傷を負わせた、謎の襲撃者の存在に。

「この話、受けましょう」

　きっぱりと決意を固めた声で、アイリスフィールはそう宣言した。

「同盟を結ぶかどうかはさておき、遠坂の手の内には探りを入れる必要があるわ。今夜の冬木教会で、それを確かめさせてもらおうじゃない」

　セイバーとしても、そこまで明確な意図を示されれば是ぜ非ひもない。それに問題の言峰という人物についても気になった。あの切嗣をして天敵と言わせしめるほどの相手なら、余程の要注意人物に違いない。

「──ところで、セイバー。今日はあなたにも用件が」

　不意に舞弥から声をかけられ、セイバーはやや戸惑った。

「私に？」

「はい。あなたがメルセデスを充分に乗りこなしているという話だったので、切嗣の指示で、より市街戦向けの機動手段を用意しておきました」

　それを聞いたセイバーは、俄然、興味をそそられた面持ちになった。

「それは心強い。あの『自動車』よりもなお戦いくさ向きな機械とは、願ってもない支援です」

「いま門の外に停めてあります。使い物になるかどうか、確認しておいてもらえますか？」

「ええ。それは是非にも」

　期待を隠せぬ足取りで土蔵から出ていくセイバーを、見送る舞弥は相変わらずの無表情であったが、その内心では彼女もまた人並みに、騎士王アルトリアという存在の驚異に溜息をついていた。──普段のセイバーはどう見ても、やや大人びているというだけの小柄な少女にしか見えない。あれがかつて戦乱の時代を塗り替えた武勲の王であるなどと、いったい誰が信じられようか。

　舞弥にしては珍しい、任務とは無縁な益体もない感慨である。さらになお珍しく無駄口めいたものを言いかけたところで、ドサリと何かが倒れる音に彼女は不意をつかれた。

　振り向くと、さっきまで魔法陣の中で半身を起こしていたアイリスフィールが再び横になっている。様子が尋常ではない。蒼白の顔面からは滝のように汗が流れ落ち、苦しげな呼吸は鞴ふいごのようだ。

「ま、マダム？　……どうしました⁉」

　慌てて駆け寄り抱き起こすと、腕に抱いた細い身体は異常なまでに発熱していた。

「……セイバーは……見てないわよね？」

　苦しげにそう問うてくるアイリスフィールの声には、だが怯おびえも狼ろう狽ばいの色もなかった。突如として異常をきたした自身の身体について、彼女は何の疑問も持っていないらしい。

「マダム、貴女の身体に、いったい何が……」

「……ウフフ、舞弥さんも、慌あわてることって、あるのね。……ちょっと……可愛かわいい、かも……」

「馬鹿なことをッ、それどころではない。すぐにもセイバーと、それに切嗣を呼んできます。どうか気を確かに！」

　立ち上がろうとする舞弥の肩を、そっとアイリスフィールが手を添えて制した。

「異常ではないのよ。これは──予あらかじめ決まってたこと。むしろ今まで『ヒト』として機能できたことの方が、私にとっては、奇跡みたいな幸運だったの」

　意味深な言葉が含むところを察して、舞弥はとりあえず動揺を収め、緊張しつつも普段の冷静さを取り戻した。

「……切嗣も、承知の上なのですか？」

　アイリスフィールは頷いてから、「だけど」と力なく言葉を足した。

「セイバーには……知られたくないの。彼女は、大事な戦いを控える身……余計な心配は、させたくないわ」

　大きく息をついてから、舞弥は再びアイリスフィールの身体をそっと魔法陣の中に横たえた。それがホムンクルスである彼女を休息させるのに一番の姿勢であることは知っていた。

「……私も、あまり立ち入ったことは知らずにおくべきでしょうか？」

「……いいえ。舞弥さん……あなたには、むしろ話しておきたいわ。……いい？」

　舞弥は頷いてから、いったん立ち上がって土蔵の外を窺うかがい、庭にセイバーがいないことを確かめると、そっと扉を閉めて戻ってきた。

「大丈夫です。今ならセイバーに聞かれることはない」

　アイリスフィールは頷いてから、乱れた呼吸をいったん治め、それから静かに語り始めた。

「私は、聖杯戦争のために設計されたホムンクルス……それは、あなたも知っているわね？」

「……はい」

「器の守り手──聖杯を降霊するための依より代しろとしての『器』を、管理し、運搬するっていう私の役目は、本当は説明として正しくないわ。

　前回の聖杯戦争で、アハトのお爺様はサーヴァント戦に負けただけでなく、何より重要な聖杯の『器』までも乱戦の中で破壊されてしまったの。三度目の戦争は、勝者が決まるより先に『器』が喪われたことで、無効になってしまった。そのときの反省を活いかして、お爺様は今回の『器』に、自己管理能力を備えたヒトガタの包装を施すことにしたのよ」

　淡々と語る語調は、まるで他人事のように余よ所そ余よ所そしかった。醒さめきった諦観の念が、自身の身体について彼女にそう語らせるのだろう。

「それが──私。『器』そのものに生存本能を与え、あらゆる危険を自己回避して聖杯の完成を成し遂げるために、お爺様は『器』に『アイリスフィール』という擬ぎ装そうを施したのよ」

「そんな……では、貴女は……」

　舞弥の心とて木石ではない。その衝撃の真実には、さすがに色を失った。

「既にサーヴァントは三人が消滅し、いよいよ戦いは大詰めになってきた。それに伴って、私の中身もまた本来の『器』としての機能を取り戻すために、余計な外装をどんどん圧迫しはじめているわけ。これから先、私はさらにヒトガタの機能を破棄して、もとの『モノ』に還っていくわ。次はきっと動けなくなるだろうし、その後はきっと──舞弥さん、こうしてあなたと話をすることもできなくなるでしょう」

「……」

　しばしの間、舞弥は唇を嚙んで沈黙した後、あらためて真顔で先と同じ問いを口にした。

「切嗣は、すべて承知の上なのですね？　今の貴女がどういう容態なのかも」

「ええ。だからこそあの人は、私にセイバーの鞘さやを預けたの。……『全て遠き理想郷アヴァロン』……その効果は知っている？」

「老衰の停てい滞たいと無制限の治癒能力──そう聞いています」

「その効果が、私という〝殻から〟の崩壊を押し止めてくれているの。本来ならとっくに駄目になっているはずの私が、まだ人間の真ま似ね事ごとを続けていられるのは、そのせい。……尤も、今みたいにセイバーとの距離が離れてしまうと、途端にボロが出るんだけれど……」

　もはや身を起こすことすら叶わない、まるで死病の床にいるかのようなアイリスフィールの容態に、舞弥は目を伏せた。

　この場にセイバーが居合わせればどんな反応を示すことか、舞弥でさえ想像には難くない。騎士の鑑かがみたるあの少女は、自らの受難より他者の痛みを苦とする人物だ。彼女が摑み取ろうとしている勝利が、アイリスフィールの犠ぎ牲せいを前提としているものだと知ったとき、セイバーがこれまで通りに迷いなく剣を執とることができるかどうかは疑わしい。

「……何故、私には教えたのですか？」

　舞弥の問いに、アイリスフィールは安らかな微笑を返した。

「久宇舞弥──あなたなら、決して私を憐れんだりしない。きっと私を認めてくれる。……そう、思ったから」

「……」

　沈黙のまま、舞弥は相手の微笑ほほえみをじっと見つめて、それから静かに頷いた。

「マダム、私は──貴女という女ひとを、もっと遠い存在だと思っていました」

「そんなこと、ない。──解ってくれた？」

「はい」

　舞弥は、きっぱりと首しゅ肯こうし、それを是とした。

　ヒトとして生まれ落ちながら、道具として生きた女だからこそ。

　道具として造られながら、ヒトとして生きた女の末路を〝良し〟と認めた。

「私が、この命に代えてでも──アイリスフィール、最後まで貴女をお守りいたします。だからどうか、衛宮切嗣のために死んでください。あの人の理想ユメを叶えるために」

「ありがとう……」

　震ふるえる手を差し伸べて、アイリスフィールは舞弥の手を握った。
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　胸元の高さから見上げてくる黒い瞳は、まるで一対の宝石のようだった。

　そう──事実その通りなのだと、あらためて遠坂時臣は痛感する。この少女こそは、五代を重ねた遠坂がついに手に入れた至宝。奇跡にも等しい希け有うなる輝石だ。

　遠坂凛りん。

　まだ幼いながらも既に将来の美貌を予感させる容かんばせは、母方の風貌よりむしろ、時臣の母の若かりし頃に面影を似せている。

　時刻は夕暮れ。夜の闇が押し寄せるより僅かに手前の黄昏時だった。

　妻の実家、禅ぜん城じょうの門前を訪れた時臣は、だがその門より内に踏み込む気はなかった。今の時臣は聖杯を巡るマスターの一人。修しゅ羅らに身を置く立場である。鉄壁の安全を期して妻子を託した禅城の領地に、血の匂いを纏まとったまま立ち入ることは許されない。

　用件を告げることもなく、自分を門の外まで呼びだした父親を、凛は緊張を隠しきれない面持ちで見上げている。父はただ娘の顔を見に来たというだけではなく、何か重大な用件を携たずさえてここを訪れたのだと、少女は直感だけでそう理解しているのだろう。

　戦いを終えるまでは、会うこともないと思っていた。そんな時臣の決意を揺るがせたのは、昨夜の言峰璃り正せい神父の急死であった。

　父の朋友であり、時臣の後見人でもあった老神父。密約により彼からの後援を受けていたことは、時臣にとって、自らの必勝を信ずる上での大きな要素であった。

　無論、後ろ盾がなくなった程度のことで弱気に駆られる時臣ではない。が、それまで傲岸不ふ遜そんなまでに確信していた勝利の道に、〝万が一〟という暗雲を感じ始めたこともまた事実である。

　あの老練にして屈強な神父が倒れたように──自分もまた、志こころざし半なかばにして倒れることも有り得るのではないか？

　昨日までの聖杯戦争は、時臣にとって、いわば成功を約束された儀式であった。

　だが頼みとしていた仲間の死に及んで、今更ながらも彼は、一人の闘争者として、生死の境の戦いに身を投じんとする自分を自覚したのである。

　もし仮に……これが凛と語らう最後の機会だとしたら？

　年とし端はもいかぬこの少女に、自分は何を告げるべきなのか。

「……」

　凛は固かた唾ずを吞んで、黙したままの父を見守り、その言葉を待っている。

　時臣は、父である自分に対して娘が懐いだいている敬意と憧しょう憬けいを知っていた。

　今ここで彼女に与える言葉は、きっと凛の今後を決定づけることになるのだろう。

　否──未来は惑うまでもなく、とうに決している。凛は六代目頭首として遠坂の家門を嗣つぐしか他にない。

　思えばそれこそが、時臣が娘に対して懐く小さな疚やましさの根元かもしれない。

　片膝をついて身を屈め、凛の頭に手を載せた。──途端に凛が、呆気にとられたかのように目を見開く。

　そんな娘の反応に、時臣は今になって思い出した。こんな風に娘の頭を撫でてやったことなど、過去に一度もなかったのだと。

　凛が驚くのも無理はない。時臣もまた、一体どういう力加減であれば優しさを示せるのか、触れてみて初めて分かる戸惑いがあった。

「凛……成人するまでは協会に貸しを作っておけ。それ以後の判断はおまえに任せる。おまえならば、独りでもやっていけるだろう」

　何を話せばいいのか迷っていたはずが、ひとまず口火を切ってみれば、後は次から次へと言葉が湧いて出た。

〝もし仮に〟と思うなら、伝えておくべき事柄はいくらでもある。家宝である宝石の扱い、大だい師し父ふからの伝承の件、地下の工房の管理──それらの諸々について、時臣は的確に要点をかいつまみ、真しん摯しに耳を傾ける凛に、逐ちく一いち、言い含めていった。

　その身の刻印こそまだ譲らないものの、それは事実上、凛を次代の遠坂頭首として指名するも同然の訓戒だった。




　余談だが。

　遠坂時臣は決して天才だったわけではない。

　歴代の遠坂において、むしろその資質は凡庸であったとさえいえよう。

　練達の術師として一目置かれるまでになった今日の時臣があるのは、ひとえに彼が、その家訓に忠実であり続けただけのことだ。

　どんな時でも余裕を持って優雅たれ──

　一〇の結果を求められれば、二〇の修練を積んでそれに臨んだ。課せられた試練の数々を、優雅に、綽しゃく々しゃくと通過するための、それが時臣の処方であった。強しいて他者より抜きん出たところを探すなら、その徹底した自律と克こっ己きの意志だけが、時臣の強みであったと言えるだろう。

　師であり父であった先代も、息子が魔導を志す上でどれだけ険しい道を歩むことになるか、充分に予見していたはずだ。だからこそ、先代は時臣に魔術刻印を譲渡する前夜、改めて息子に問うたのだ。──『家督を嗣ぐか否か？』と。

　それはごく儀式的な、名目だけの問いであったのだろう。時臣は嫡子として、未来の頭首となるべくして教育を受けてきたし、幼少より彼の中に培われてきたその誇りは、それ以外の人生など夢想すらさせなかった。

　それでも──そこに〝問い〟という体裁があった以上は、曲がりなりにも時臣には〝選択の余地〟があったということだ。

　今にして思えば、それは時臣にとって、先代である父からの、最大の贈り物だったといえる。

　遠坂時臣は自らの意思によって魔導を歩んだ。決して運命に流されたわけではない。

　その自覚こそが、時臣に鋼の意志を与えてくれた。以後の厳しい修練の日々を内側から支えてくれたのは、〝これが自ら選んだ生き方なのだ〟という気高き自負の念だった。




　そんな風に、かつて父から贈られたのと同じ宝を、自分の娘たちにもまた与えることが出来たなら──時臣は切にそう思う。

　だが、それは叶わない。

　凛には、そして桜には、そもそもの始まりから選択の余地などなかったのだ。

　かたや全元素、五重複合属性。かたや架空元素、虚数属性。姉妹は二人が二人とも、奇跡に等しい希有の資質を生まれ持った。もはや天てん賦ぷの才などという域にはない、呪いにも等しい宿業である。

　魔性は魔性を招き寄せる。あまりにも条理の外側に突出しすぎた適性を持つ者は、必然的に日常の外側にあるモノを〝引っかけて〟しまうのである。そこに本人の意図が介在する余地はない。そんな運命に対処しうる手段はただひとつ──自らが意図して条理の外を歩むことだけだ。

　時臣の娘たちは、自らが魔導を理解し、身に修めることでしか、その血に課された魔性に処する術すべを持たなかったのである。なのに遠坂という家門の加護を与えてやれるのは姉妹のいずれか一人のみ、というジレンマは、どれほど長らく時臣を苛んできたか知れない。後継者になりそこなった一方にも、その血に誘われて現れた怪異の数々は容赦なく災厄をもたらすだろうし、そんな〝一般人〟を魔術協会が見つければ、連中は嬉き々きとして彼女を〝保護〟の名の下にホルマリン漬けの標本にすることだろう。

　だからこそ間桐から来た養子の希望は、まさに天恵に等しかった。二人の愛娘はともに一流の魔導を継承し、どちらも血の因果に屈することなく、それぞれが自らの人生を切きり拓ひらいていけるだけの手段を得たのである。その時点で時臣は、父としての重責から解放されたも同然だった。

　だが、果たして本当にそうなのか？　──自問すればするほどに、時臣は胸が苦しくなる。

　凛の才能は、時臣より遥かに容易に魔導の秘奥を修めるだろう。

　だが自ら選び取った運命としてその道を進むのに比べれば、逃れられざる宿業として決定された道を辿るのは、どれほどの辛苦があることか。

　これより始まる凛の試練に、何の導きも与えられぬまま、彼女の前を去る羽は目めになるのだとしたら──それでも遠坂時臣は、父親として十全だったと言えるのか？

　胸の内の迷いを問うかのように、時臣はもう一度、凛の頭を撫でる手に想いを込めた。

　凛はその大きな手にされるがままに身を任せながら、それでも黒く澄んだ瞳で揺るぎなく父を見上げている。そこには不安も、戸惑いも、微塵もない。

〝──ああ、そうか〟

　そんな無条件の敬服と信頼が、ようやく時臣の中に答えをもたらした。

　この子には詫わびる言葉も、行く末を案じる必要もない。誇り高き遠坂の嫡子に、去りゆく先代の一人としてかけるべき言葉は、あと一つしかありはしない。

「凛、いずれ聖杯は現れる。アレを手に入れるのは遠坂の義務であり、何より──魔術師であろうとするのなら、避けては通れない道だ」

　きっぱりと頷く少女の眼差しに、時臣の胸は誇らしさで満たされた。

　かつて彼自身が頭首の座を受け継いだ時でさえ、これほどの誉れを感じたことはない。

「それでは行くが。後の事は解っているな」

「はい。──行ってらっしゃいませ、お父様」

　決然と、澄んだ声でそう答える凛に首肯すると、時臣は立ち上がった。

　ふと門の中の屋敷に視線を送ったところで、窓からこちらを窺い見ている葵と目が合う。

　長らく連れ添った妻との疎通には、もう言葉を交わすまでもない。

　送られてくる眼差しには、信頼と激励が。

　返す目礼には、謝意と保証を込めた。

　そうやって時臣は妻子に背を向けると、後は振り向くこともなく、禅城邸の前を立ち去った。




　迷いとは、余裕なき心から生まれる影だ。それは優雅さとは程遠い。

　深く家訓を刻み込んだ胸に、凛の眼差しが、あらためてそう教えてくれた。

　我が子に対して詫びなければならない自分があるとするならば、それは──敗北した自分、ついに聖杯への悲願を果たせぬまま終わった自分だ。

　凛を前にして、恥じることなき父であろうとするならば、遠坂時臣は完全無欠の魔術師でなければならない。

　なればこそ──この手で遠坂の魔導を完遂させる。

　愛する娘を教え導くに相応ふさわしい、真に十全たる父となる。

　決意も新たに、時臣は黄昏の道を踏んで帰路を急いだ。

　再び、冬木へ。程なく訪れる夜の闇を目指して。
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　深夜の冬木教会での会見について、遠坂時臣が提示した条件には、もちろん列席者の人数も指定されていた。

　会見に臨むのは両家のマスターとサーヴァント、それに介添人が一名まで。

　単独での行動に支障があるアイリスフィールにとって、これは願ってもない条件だった。いざ万が一にも戦闘となる場合に備えれば、セイバーの腕を借りるわけにもいかない。舞弥もまた傍にいてくれるなら、それだけで安心度は数段増す。

　勿論、五分の条件として遠坂側もアーチャーの他にもう一人を列席させるのは当然だったが──はたして時臣が何ら含むところもない様子でアイリスフィールたちに引き合わせた人物は、彼女らを鼻白ませるに充分な相手であった。

「紹介しよう。言峰綺礼──私の直じき弟で子しであり、いっときは互いに聖杯を狙って競い合った相手でもあったが、今となっては過ぎた話だ。彼はサーヴァントを失い、既にマスター権も手放して久しい」

　言うことはそれだけか、とアイリスフィールは視線の圧力で相手を牽制したが、時臣はそんな紹介だけで事足れりとばかりに平然としている。余程相手を舐めているのか、さもなくば──本当に遠坂は、アイリスフィールたちと言峰綺礼との確執を知らないのかもしれない。

　有り得る話ではあった。ただの飼い犬に甘んじる男に対して、衛宮切嗣の嗅きゅう覚かくがあそこまで警戒を示すとも考えにくい。言峰綺礼が遠坂時臣の思惑を離れて独自に行動していた可能性は、むしろ極めて高いのではないか。

　眉ひとつ動かすことなく目礼する綺礼を、アイリスフィールと舞弥はともに氷の視線で見据えた。まさか時臣が初手から綺礼との関係を露見させるとは思ってもみなかった彼女たちは、早速、この会見における戦略を編あみ直す必要に迫られていた。

　一方でセイバーは、時臣たちの後方の壁に悠然と寄りかかっている、赤い瞳のサーヴァントから目が離せなかった。今夜のアーチャーはセイバー同様に戦支度を解き、この時代に合わせた平服の装いである。革かわとエナメルの艶つやに飾られた衣装は、悪趣味なほどに華美なようでいて、だがこの黄金の英霊の圧倒的な存在感が伴うと何の違和感も感じさせない。

　血の色に濡れた双眸は、まるで視線だけでセイバーの衣装を剝き柔やわ肌はだを舐め回すかのように、何ら臆することなく欲望を露わにしていた。今すぐにでも剣を抜き斬りつけたい衝動に駆られるセイバーではあったが、今夜の会見にはアイリスフィールの思惑もある。今はただ黙して耐えるしか他になかった。

「不肖、この遠坂時臣の招待に応じていただき、まずは感謝の言葉もない」

　女たちの剣けん吞のんな気配に気付いているのかいないのか、時臣は慇いん懃ぎんに澄ました顔で場を取り仕切る。

「此度の聖杯戦争も、いよいよ大詰めの局面となってきた。残っているのは案の定、『始まりの御三家』のマスターたちと、飛び入りの外と様ざまが一人。──さてアインツベルンの各おのおの方がたは、この戦局をどうお考えか？」

「別段、何とも」

　冷ややかに取り澄ました声でそう答えてから、さらにアイリスフィールは不敵に付け足した。

「我らは最強のセイバーを統すべるが故に、姑こ息そくに機を窺う必要もなく。ただ当たり前に勝ち進むまでのこと」

「成る程──」

　挑発めいたその返答に、時臣は失笑を返す。

「それならば当方の見解のみ、忌き憚たんなく述べさせていただくとしよう。我ら相互の戦力分析は、まぁひとまず棚に上げるとして。ここはひとまずバーサーカーとライダーについて。

　我々としては当然ながら、最終的には『御三家』のみに絞り込まれた最終戦で聖杯の帰き趨すうを決したいところだが、残念ながら今回の間桐は戦略を誤った。脆ぜい弱じゃくなマスターに負荷のかかるサーヴァントを押しつけ、みすみす自滅を早めている有様だ。おそらく勝ち上がってくるのはライダーだろう。かの英霊、イスカンダルの強力さについては、各方もご存じかと思う」

　時臣はいったん言葉を切ってアイリスフィールの反応を窺い、相手の沈黙を受けて、さらに先を続けた。

「一〇〇〇年をかけて悲願した聖杯に、どこの馬の骨とも知れぬ新参者が手を伸ばすというのは、アインツベルンにとっては殊更に業ごう腹はらな流れかと思うが、如何か？」

「こと新参という点においては、トオサカもマキリも似たようなものでしょうに」

　普段であれば、ここまで憚はばかりない物言いをするアイリスフィールではなかったが、今夜の時臣に対しては徹底して強硬に押し切る方針である。普段の和なごやかな貞てい淑しゅくさを捨てて傲然と眦まなじりを決すると、その美貌はにわかに凄味を帯びて女帝の貫禄を示すのだった。

　だが時臣とて、それで萎い縮しゅくする程度の人物ではない。依然、慇懃な微笑みを絶やさぬまま、微み塵じんの動揺も見せはしない。

「既にアインツベルンが願うのは、第三魔法の成就そのものに尽きるはず。ならば今なお『根源』を目指すこの遠坂時臣に聖杯を託せば、それでもう充分に本意に沿うはずだが？」

　それを聞いたアイリスフィールは、存分に見下した冷笑を時臣に投げかけた。

「トオサカは物乞いの真似事までして、我らから聖杯を奪いたいと？」

「フッ……聞き手の品性を疑いたくなる解釈だが、まぁ措いておこう。問題は、聖杯についての正しき知識を持ち合わせぬ者が、最終戦にまで勝ち残りつつある現状だ。そのような外様の手に聖杯が渡ることは万に一つも許せない。──そこのところはお互いに合意できるはずだ」

　要するに──時臣の懸念とするところはライダーの脅威のみ。そうアイリスフィールは得心した。

　相手の目もく論ろ見みが見えてきたならば、いよいよこちらも手札を開示する頃合いである。

「もとより我らアインツベルンは他家と馴れ合うつもりなどなく。同盟など笑止千万。──ただし、敵の対処に序列をつけてほしいというなら、そちらの誠意次第では一考してもいいでしょう」

「……つまり？」

「遠坂を敵対者として見なすのは、他のマスターを倒した後──そういう約定なら応じる用意もあります」

　持って回ったアイリスフィールの言い回しに、時臣は冷然と頷いた。

「条件付きの休戦協定、か。落とし所としては妥当だな」

「こちらの要求は二つ」

　あくまで交渉の主導権を主張するかのように高飛車に、アイリスフィールは切り出す。

「まず第一に、ライダーとそのマスターについて、そちらが摑んでいる情報をすべて開示すること」

　それを聞いた時臣は、内心でほくそ笑んだ。そんな情報を要求する以上、アインツベルンは本気で自らライダーを打倒する覚悟でいるのだろう。まさに目論見通りの展開である。

「──綺礼、お伝えしなさい」

　時臣の下知を受け、それまで無言で傍らに控えていた綺礼が、抑よく揚ようのない声で説明を始めた。

「ライダーのマスターはケイネスの門下にいた見習い魔術師で、名前はウェイバー・ベルベット。現在は深み山やま町ちょう中なか越ごえ二丁目のマッケンジーという老夫婦の家に寄生している。聖杯戦争とはまったく無縁な一般家庭だが、ウェイバーの暗示によって、彼を実の孫だと思い込まされている」

　すらすらと淀みなく語る綺礼に、あらためてアイリスフィールと舞弥は戦せん慄りつした。おおよそ予測はしていたものの、アサシンを統べていた綺礼が徹底した諜報作戦を展開していた可能性は、まさに現実のものだったのだ。

「……さて、もう一つの条件というのは？」

　上機嫌に促す時臣に、アイリスフィールは険しい面持ちで向き直ると、今度こそひときわ断固たる口調で言い放った。

「第二の要求は──言峰綺礼を、聖杯戦争から排除すること」

　それまで悠然と構えていた時臣も、さすがにこれには瞠どう目もくした。一方で綺礼の方は、依然として眉ひとつ動かすことなく、一切の表情を消した面持ちのままだった。

「なにも殺せとまでは言わないわ。それでもこの戦いが終わるまでの間、この冬木から──いや、日本から退去してもらいます。さっそく明朝にでも」

「……理由を説明してもらえるかね？」

　とりあえず外面の動揺を抑え込んだ時臣が、やや低い声で質す。惚とぼけているわけではないと見て取ったアイリスフィールは、いよいよこの師弟間の齟そ齬ごに確信を持った。──明らかに時臣は、綺礼の行動について関知していない。

「そこの代行者は、我々アインツベルンと少なからず遺恨があります。トオサカの陣営が彼を擁ようするのであれば、我々は金こん輪りん際ざい、そちらを信用することはできない。むしろ最優先の排除対象と見なし、ライダーたちと協力して攻撃に転じます」

「……」

　どう見ても巫山戯ふざけているとは思えないアイリスフィールの剣幕に、ようやく時臣は、自らが窺い知らぬ経緯があることを察し、傍らの綺礼に疑念の眼差しを投げかけた。

「どういう事かね？　綺礼」

「……」

　依然、綺礼は仮面の如き無表情で沈黙を押し通す。だがアイリスフィールの言い分に対し、何の反はん駁ばくも返さないという時点で、その沈黙が意味するところは充分に明確だった。

　溜息をつき、あらためて時臣は感情を殺した面持ちでアインツベルン勢を凝視する。

「この綺礼は、死んだ璃正神父の代理として監督役の庶務を引き継いでいる。その彼を追放するというのなら、こちらからもひとつ条件がある」

　アイリスフィールは小さく頷いて先を促した。

「──昨夜の戦いで見せてもらった、そちらのセイバーの宝具だが、あまりにも威力が壊滅的すぎる。今後はその使用に制限を課したい」

　これにはセイバーも眉根を寄せた。既に遠坂側はライダーとの対決をセイバーに押しつける意図が明白である。そこに加えてこの条件は、理不尽としか言いようがない。

「何故遠坂が我々の戦略に口を挿はさむ？」

「当家は冬木の地を預かる管理者セカンドオーナーでもある。今後、聖堂教会の隠いん蔽ぺい工作を抜きにして聖杯戦争を進めるとなれば、過剰な騒乱を戒めるのは当然だ」

　ここで不意に、それまで無言だった舞弥が口を挿んだ。

「昨夜のセイバーの宝具が、近隣施設に被害を与えましたか？」

「──幸いながら、最小限ではあった。たまたま射線上に大型船舶があったのでな。だが一つ間違えば河岸の民家が一いっ掃そうされていたのは確かだ」

「その船を配置したのは我々です」

　舞弥の言葉に、時臣だけでなくセイバーもまた眉を上げた。たしかに好都合な位置に船があったせいで彼女は心置きなく『約束された勝利の剣エクスカリバー』を使用できたのだが、まさかそこに切嗣の配慮があったとは、言われてみるまで気付かなかった。

「余談ながら、破壊された船の持ち主にも保険が下りたことを確認しています。そちらに戒められるまでもなく、我々アインツベルンはセイバーの破壊力に充分な配慮を払っているのです」

「その配慮を明文化してほしいと要求しているのだ」

　舞弥の言葉を遮るように、時臣は断固としてそう主張した。

「冬木市内において、地表での宝具使用は無条件で禁止。また空中においても、間接的に民家に被害を出す形であれば同様とする。──この条件を承諾できるか？　アインツベルンのマスターよ」

「……吞めば、間違いなく言峰綺礼を退去させるのですね？」

「ああ。私の責任において保証する」

　きっぱりと頷く時臣の横で、綺礼が、誰に見み咎とがめられることもなく歯嚙みした。

　アイリスフィールがセイバーを窺う。セイバーは小さく頷いて、承諾の意思を示した。セイバーとて、己の宝具で徒に犠牲を出すつもりは毛頭ない。遠坂時臣の条件がその程度の戒めならば、べつだん足枷となるような内容ではなかった。

「──結構です。それでは条件の履行を確認した上で、我々は休戦に同意します」








×　　　　　×　　　









　会見を終え、両家のマスターたちが立ち去った後の教会に、言峰綺礼は単身で居残った。

　先に時臣が語った通り、今の綺礼は、現在冬木市の各地で今なお事後処理の活動を続けている聖堂教会スタッフの取りまとめを引き受けている。監督役であった父、璃正の死によって、現場の指揮系統は甚だしく混乱していたため、第八秘蹟会から正式の後任者が寄越されるのを待っていられる状況ではなかった。

　とはいえ、各所の連携と進行の管理さえ適切に指示してやれば、それぞれの現場での作業は今なお充分に円滑だった。生前の璃正の指示がそれだけ適切であったという証拠である。綺礼の仕事は、いわば璃正が敷いたレールの通りに諸事が運ぶよう旗を振るだけで、何ら難しい判断を要求されるものではなかった。

　だがそれも、今夜のうちに見切りをつけなくてはならない。

　綺礼としては、時臣がアインツベルンとの同盟を目論みはじめた時点で、自身の立場が危うくなることは覚悟していた。先の会見での決定も、何ら意外なものではない。アインツベルンの女たち──と、その背後で糸を引いている衛宮切嗣──は、既に綺礼を由々しい脅威として見なしている。また一方で遠坂時臣にとっても、〝ただの助手〟としての綺礼の存在よりは、アインツベルンとの協調の方が遥かに価値があるのは明白だった。

　結局、綺礼はその腕に再び刻まれた令呪のことも、密かに璃正から受け継いだ保管令呪の存在も、時臣には明かさなかった。セイバーの真のマスターである衛宮切嗣が今なお姿を潜めていることも教えなかった。

　間桐雁夜を救ったことに加えて、そこまで重要な情報を今なお秘匿しているという時点で、既に綺礼は時臣の部下としての役目を自ら放棄しているようなものなのだ。こうして時臣から見限られたことについても、今さら文句を言える筋合いではない。

　一通り、各スタッフへの電話連絡を終えて一段落した綺礼は、独り自室に戻ると、寝台の縁に腰を下ろして、無人の教会の静せい謐ひつに耳を澄ました。

　闇を見据え、自分自身の心に向けて問いかける。

　その生涯において、幾千度、幾万度重ねてきたかも知れぬ問い。

　今夜のそれは、ひときわ切実で逼ひっ迫ぱくしていた。今度ばかりは夜が明けるまでに、答えに至らなければならないのだから。

　──我は、何を望むのか？

　事後処理に当たる工作員たちから寄せられた数あま多たの報告のうち、綺礼にとって見過ごせないものが二件ある。

　ひとつ──キャスターの海魔によって混乱の直中にあった河岸にて、公衆の面前で変死を遂げた一人の成人男性。死体は瀬戸際で聖堂教会により確保され、警察の手に渡ることなく済んだ。とりわけ顔面の損壊が激しく身元の判別は不可能だったが、右手には明らかな令呪の痕跡があり、その他の身体的特徴から鑑かんがみて、キャスターのマスター、雨う生りゅう龍りゅう之の介すけのものと断定してほぼ間違いない。死因は──三〇口径かそれ以上の大口径ライフル弾、二発。

　さらにもうひとつの報告からは、よりいっそう生々しい状況の再現ができる。

　つい数時間前、新しん都と郊外の廃工場で、ケイネス・エルメロイ・アーチボルトとソラウ・ヌァザレ・ソフィアリの射殺死体が、これまた巡回中の教会スタッフによって発見され確保された。現場にうち捨てられていた署名済みの自己強制証文セルフギアス・スクロールは、下手人がいかに悪あく辣らつな策謀でランサーのマスターを抹殺したのかを赤裸々に物語る証拠となった。

　衛宮切嗣──あの冷酷非情なる狩猟機械が、一人、また一人と獲物を仕留めていく足跡。

　おそらくは、今もこの夜のどこかで、あの男は戦い続けている。ただ座して迷うしかない綺礼を余よ所そに、彼は着実に聖杯へと歩みを進めている。

　かつて虚無なる戦いに身を投じ続けた男が、九年の沈黙を破って再起した『冬木』という戦場。だがその意図も、その理由も見定めることなく、綺礼はここを去ろうとしている。

　無限の願望機を手にしたとき、あの男は何を祈願するのか。

　その解答は、果たして本当に綺礼の間隙をも埋めるに足るものだったのか。

「……貴様は、何者だ？」

　つい、口に出して呟つぶやいていた。かつて祈りにも似た予感をもって衛宮切嗣に期待した〝答え〟を、いま綺礼は危ぶみはじめている。脳裏を去来するのは、その身を挺してまで切嗣を護ろうとした女たちの存在だ。彼女らは切嗣に何を見込んでいるのか。或いは切嗣の目的意識は、すでに第三者と共有できる程度の凡俗に堕しているのか。

　深い静寂を、騒々しく搔き乱す気配を感じ取った。外の廊下から近づいてくる。綺礼にとってはもう馴染みの気配であった。ただ黙って歩いているだけでも、あの英霊が絢けん爛らんと放つ威圧感は隠しようがない。神の御家に踏み込む上での憚りや自粛とは、およそ無縁の存在であった。

　ノックもせずに堂々と綺礼の部屋に踏み込んできたアーチャーは、物思いに沈む綺礼を一目見て、嘲りとも哀れみともつかぬ冷笑で鼻を鳴らした。

「この期に及んで、まだ思案か？　鈍重にも程があるぞ。綺礼」

「……時臣師を一人で帰らせたのか？　アーチャー」

「館までは送り届けてやったさ。近頃はアサシンよりも悪辣な毒どく蜘ぐ蛛もが夜をうろついているそうだからな」

　綺礼は頷いた。あの衛宮切嗣が、先程の会見をただ傍観していたはずがない。往路か帰路の道筋で時臣を襲う算段を立てていたのは明白だ。綺礼はそう事前に充分に言い含めておいた。──時臣にではなく、アーチャーに。

「それにしても、律儀なヤツだ。己を見限った主君の身をまだ案じるとはな」

「あれは当然の判断だ。そもそも私は時臣師の道具としての役割を終えている。既にこの冬木に留まる理由などない」

「──本気でそう思っているわけではあるまい？」

　全てを見透かすアーチャーの視線を、綺礼もまた無言で睨み返した。

　が、図星なのは否定しようもない。でなければ無為に座り込んでいたりなどせず、さっさと冬木を立ち去るための身支度を始めているはずの綺礼だ。

「今なお聖杯はお前を招いている。そしてお前自身もまた、なお戦い続けることを望んでいる」

　重ねて指摘するアーチャーに、綺礼は無言のまま、反駁を放棄する。

　どのみちアーチャーを前にして韜とう晦かいは無意味だ。この英霊は、綺礼が自分自身をも欺あざむいている噓でさえ見通してしまっている。そしておそらくは、綺礼が求め欲する答えの在処ありかすら、既に承知しているのだろう。

　あの真紅の双眸は、迷路を彷徨さまようモルモットを、上から俯ふ瞰かんする観察者の眼差しだ。誘導も救助もせず、その煩悶を見下して興とするのが英雄王の愉悦なのだろう。

「……物心ついて以来、私はただ一つの探索に生きてきた」

　自らの心の闇に語りかけるかのように、綺礼はアーチャーを前にして語った。

「ただひたすらに時を費やし、痛みに耐え……その全てが徒労に終わった。なのに今、私はかつてないほどに〝答え〟を間近に感じている。

　きっと、私が問い質してきたモノは、この冬木での戦いの果てに、ある」

　そう声に出して語ったことで、綺礼は、今日まで自分を駆り立ててきたものが何だったのかを、あらためて理解した。

　とうの昔に、言峰綺礼は遠坂時臣の走狗ではなく、自分自身のための戦いに挑みかかっていたのだと。

「そこまで自省しておきながら、いったい何をまだ迷う？」

　冷ややかにアーチャーに問いつめられて、綺礼は、拡げた両の掌をじっと見下ろし、それから声もなく嘆くかのように顔を覆った。

「予感がある。──全ての答えを知った時、この私は、破滅することになるのだと」

　衛宮切嗣に託した期待が、もし裏切られるとしたら──

　そして間桐雁夜の末路に、違う何かを見出すとしたら──

　今度こそ綺礼は、一切の逃げ場を封じられた上で対たい峙じすることになるだろう。父の死と、そして妻の死の間際に見出しかかった何かと。

　いっそこのまま、全てに背を向けて去るべきではないのか。最後まで遠坂時臣の従順なる弟で子しとして、師の差配に従い退却する。名目としては申し分ない。

　以後はすべてを忘却し、何も問わず、何も求めず、草木のように無為に生涯を過ごせばいい。何を失うにせよ、間違いなくそこに安息だけは約束されている。

「──くだらぬ事を考えるなよ、綺礼」

　すかさず夢想を遮って、アーチャーが戒めの言葉を放った。

「そんなにも都合良く生き方を変えられるなら、今日のように悩むお前が出来上がるわけがない。常に問いながら生きてきたお前は、最後まで問いかけながら死んでいくのだ。答えを得ぬままでは安息もないぞ」

「……」

「むしろ祝うべきであろう？　永きに亘わたるお前の巡礼が、ついに目的地に至るのだ」

「……おまえは祝福するのか？　アーチャー」

　頷くアーチャーの面持ちには、依然として恩情の一片もなく、むしろ蟻あり塚づかを眺める子供のように無邪気な喜悦で輝いていた。

「言ったはずだ。ヒトの業ごうこそ最高の娯楽だと。お前が持って生まれた自らの業と対面する瞬間を、我オレは心待ちにしているのだ」

　憚りなくそう放言する英雄王に、むしろ今度は綺礼の方が苦笑した。

「そうやって愉悦を貪むさぼることのみに執心して生きるというのは、さぞ痛快なのだろうな……」

「羨うらやむぐらいなら、お前もまたそう生きてみればいい。愉悦の何たるかを理解できれば、破滅など畏おそれるまでもなくなるぞ」

　そのとき、廊下の外の司祭室で電話のベルが鳴り響いた。綺礼は用件を察しているのか、何ら訝いぶかることなく自室を出ていって受話器を取り、二言三言の短い応答の後、すぐに切ってアーチャーの待つ部屋に戻ってきた。

「──何だ？　今のは」

「父の配下だった聖堂教会の工作員からの連絡だ。今では全ての連絡は私に宛てて寄越される」

　妙に清々した風な綺礼の面持ちに、アーチャーは眉を顰めた。

「何か、よほど心が浮き立つような報せでも受けたのか？」

「そうかもな。たしかに、決め手にもなりうる情報ではあった」

　そこまで言って、綺礼はさらに先を続けるかどうか一瞬だけ逡しゅん巡じゅんしてから、結局、観念した風にかぶりを振って告白した。

「先の会見の後で、アインツベルンの連中を尾行させた。生前の父の指示だと言ったら疑いもせずに果たしてくれたよ。おかげで、いま連中が隠れ潜んでいる拠点の調べがついた」

　綺礼の言葉が意味するところをアーチャーが吞み込むまでに、一拍の間が空いた。

　それから英雄王は腹を抱えて大笑し、何度も手を打ち鳴らした。

「なんだ綺礼──お前というヤツは──ッ！　もとより続ける覚悟なのではないか！」

　この期に及んで、立場を利用してまで敵対陣営の動向を探るのは、もちろん戦いを継続する意図なくしては有り得ない。綺礼は煩はん悶もんする一方で、戦略の手だけは着実に打ち進めていたのである。

　ただそこに、覚悟が伴わなかっただけの話だったのだ。──ほんの数分前までは。

「迷いはしたさ。止める手もあった。だが結局のところ──英雄王、おまえの言うとおり──私という人間は、ただ問い続けることの他に処方を知らない」

　嘯うそぶきながらも綺礼は上着の袖そでを捲まくり、あらためて腕に刻まれた令呪の在処を確かめた。

　左の上腕には、再びサーヴァントとの契約を可能とする綺礼固有の令呪が二画。

　さらに右腕全体には、父の遺骸から回収した保管令呪の群れ。まだ契約の対象を特定されずにいる無数の令呪は、サーヴァントを律するという本来の用途だけでなく、より汎はん用よう性の高い無属性の魔力を練り出すことにも転用できる。いわば擬似的な魔術刻印として機能させることが可能なのだ。消耗品であるという点を除けば、今の綺礼は歴代の刻印を積み重ねた名門魔導にも匹敵するほどの魔術を、その身に備蓄していることになる。引き続き聖杯戦争を継続するには、充分にして余りある備えといえよう。

　これより先は、大義もなく、名目もなく、今度こそ正真正銘に言峰綺礼ただ一人の戦いである。

　自らの内なる虚無を埋めるために、その空洞の容かたちを確かめるために──衛宮切嗣に問う。間桐雁夜に問う。そして願望機たる聖杯に問い詰める。

「ハハハッ、──しかしな、綺礼。さっそくだが由々しい問題があるぞ」

　ひとくさり笑ってからアーチャーは、その血色の双眸に、悪戯いたずらめいた──というにはあまりにも邪悪で剣吞な色を顕あらわした。

「お前が自らの意思で聖杯戦争に参ずるならば、いよいよ遠坂時臣は敵であろうが。つまり今お前は何の備えもないままに、敵対するサーヴァントと同室しているのだ。これは大層な窮地ではないか？」

「そうでもない。命乞いの算段ぐらいはついている」

「ほう？」

　興味深そうに目を眇すがめるアーチャーに、綺礼は澄まし顔で先を続けた。

「時臣師と敵対するならば、もうこれ以上、彼の虚言を庇かばう必要もない。──ギルガメッシュ、まだおまえが知らぬ聖杯戦争の真実を教えてやろう」

「……何だと？」

　胡う乱ろんげに眉を顰めるアーチャー。綺礼は満を持して、師である時臣より知らされた聖杯戦争の正体を語り始めた。

「この世の〝内〟に生じた奇跡が、世界の〝外〟にまで通じるわけがない。願望機の争奪などは茶番だ。『始まりの御三家』が目論んだ聖杯の真意は他にある。

　そもそもこの冬木の儀式はな、七体の英霊の魂を束ねて生いけ贄にえとすることで『根源』へと至る穴を空けようとする試みだ。〝奇跡の成就〟という約束も、英霊を招き寄せるための餌えさでしかない。その〝餌〟にまつわる風聞だけが一人歩きした結果、今の聖杯戦争という形骸だけが残ったのだ」

　それは間桐、遠坂、アインツベルンとそれに連なる者たちのみに許された秘密、外来のマスターと、全てのサーヴァントに対しては、決して知られてはならない真実だった。

「今回、かつての『御三家』の悲願を正しく成就しようとしている唯一の魔術師が、遠坂時臣だ。彼は七人のサーヴァントをすべて殺し尽くすことで『大聖杯』を起動させる。七人全てだ。解るな？　──時臣師があれほど令呪の消費を渋っていた理由がそれだ。彼は他のマスターたちとの闘争においては二画までの令呪しか使えない。最後に残る一画は、すべての戦いが終わった後で、自らのサーヴァントを自決させるために必要だったからだ」

　そこまで聞かされたアーチャーは、だがむしろ冷淡に感情のない顔で、低く抑えた声で問うた。

「……時臣が我オレに示した忠義、あれはすべて噓偽りだったと言うのか？」

　綺礼はかつての師の人格を鑑み、ゆっくりとかぶりを振った。

「彼はたしかに、『英雄王ギルガメッシュ』に対しては掛け値なしの敬意を払っていたのだろう。だがな、アーチャーのサーヴァントであるおまえは別物だ。いわば英雄王の写し身、彫像や肖像画と同列の存在でしかない。画廊では一番見栄えのする場所に飾るだろうし、前を通るときは恭うやうやしく目礼もするだろう。──そしていざ模様替えの際に置き場がないとなれば、丁重に破棄させていただく、というわけだ。

　結局のところ、時臣師は骨の髄まで『魔術師』だったというだけのことだ。突き詰めればサーヴァントという存在が道具にすぎないことを、彼は冷静に弁わきまえている。英霊は崇拝しても、その偶像には幻想など抱かない」

　全てを聞き終えたアーチャーは、それで納得がいったと言わんばかりに一度だけ大きく頷くと、再び持ち前の邪悪な微笑を浮かべた。寛容にして残忍、鷹おう揚ようにして絶対。全ての価値基準を己ただ一人の審美のみによって断ずる、それは絶対者たる王の笑みだった。

「時臣め──最後にようやく見所を示したな。あの退屈な男も、これでやっと我オレを愉しませることができそうだ」

　その言外に意味するところを酌めば、血も凍るほどに凄惨な宣言であった。

「さてどうする英雄王？　それでもなお、おまえは時臣師に忠義立てして、この私の叛はん意いを咎めるか？」

「さあ、どうしたものかな。いかに不忠者とはいえ、時臣は今なお我オレに魔力を貢いでいる。いかに我オレでも、完全にマスターを見限ったのでは現界に支障をきたすしな……」

　そこまで言ってからアーチャーは、白しら々じらしいほど思わせぶりに綺礼を凝視した。

「ああ──そういえば一人、令呪を得たものの相方がおらず、契約からはぐれたサーヴァントを求めているマスターがいた筈だったな」

「そういえば、そうだった」

　露骨すぎる誘惑に失笑すら返しながら、綺礼は頷いた。

「だが果たしてその男、マスターとして英雄王の眼め鏡がねに適かなうのかどうか」

「問題あるまい。堅物すぎるのが玉に瑕きずだが、前途はそれなりに有望だ。ゆくゆくは存分に我オレを愉しませてくれるかもしれん」




　──斯かくして。

　運命に選ばれた最後のマスターとサーヴァントは、このとき、初めて互いに笑みを交わしあったのだった。
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　深き地の底に閉ざされた闇の中、ソレは微睡まどろみの淵をさまよっていた。

　浅い眠りの中、夢に見ていたのは──かつて遠い日に託された、途方もない、際限もない〝祈り〟の数々。

　良き世界を。良き人生を。咎なき魂でありたいと。

　そう渇望するあまり、すべての悪性を余所に求めずにはいられなかった、いと弱き人々の願い。

　その〝祈り〟に応えることで、かつてソレはひとつの世界を救済した。

　我が身の他に罪は無し。我が身の外に咎はなし。

　憎むべきは我一人。厭うべきは我一人。

　そう請け負うことで諸人を救い、彼らに安寧をもたらした。

　故に──

　ソレは救済者にして聖者でなく。賛礼もなく、唾だ棄きされ、呪われ、蔑まれ……いつしかヒトであった頃の名前さえ奪われて、その〝在り方〟についての呼称でのみ、語り継がれる概念に成り果てた。

　それもこれも、今となっては、幾いく星せい霜そうを隔てた追憶の夢。

　あれから、どれほどの月日が流れたか。

　今、安穏と眠る褥しとねの在処に、ソレは呆然と想いを馳せる。

　何やら煩はん瑣さな成り行きがあったような気がする。そう、ほんの六〇年ほど前。瞬き一つほど昔の話。

　あまりにも刹那の出来事で、些細なところは定かでないが──気がつけばソレは、暗く生温い母胎のような場所にいた。

　地の底に、深く息づく無窮の闇。

　かつてそこは、無限の可能性を秘めた〝卵〟のような場所だった。そんな場所に、さながらただ一粒だけ到達した胤たねの如く、ある日流れ着いたソレは根を下ろし、そのときを境に、何物でもなかった闇は孕はらみ腹ばらとなり、ソレを育み成熟させるための子宮へと意味合いを変えたのだった。

　以来、浅い眠りに微睡みながら、ソレは母の胎たい盤ばんから滋養を授かる胎児のように、霊脈の地に流れ込む魔力を着実に啜り上げ、着実に肥え太りながら、誰に気取られることもなく、ただ時を待っている。

　いつの日か、この深く熱い闇を抜け、産まれ落ちるその時を。

　ふと、ソレは──すぐ間近から聞こえた声に耳を傾ける。

　今、確かに、誰かが言った。

〝……この世の全ての悪を……構わない……喜んで引き受ける……〟

　ああ、呼ばれている。

　招かれている。祝福とともに。

　応えてやれる。今ならば、きっと。

　既に闇の中で膨大に膨れ上がった魔力の渦は、ソレに確たる容かたちを与えつつある。

　かつて遠い日々に託された、数多の〝祈り〟の数々も、今ならば具現が叶うだろう。

〝斯く在れ〟と祈られた姿そのままに。

〝斯くの如く為せ〟と望まれた所行の全てを。




　パズルのピースはすべて揃った。

　嚙み合った運命の歯車は、いま敢然と回りだし、成就の刻ゼロをめがけ唸りを上げて加速する。

　あとは──産道が開くのを待つばかり。

　やがて世界を紅蓮に染め上げる産声を、微睡みの中で夢に見ながら……

　ソレは誰に知られることもなく、今はまだ、暗い地の底で秘めやかな胎動を繰り返すのみだった。






Interlude
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「ケリィはさ、この島の名前の由来って知ってたっけ？」

　軋きしむハンドルをのんびりと操あやつりながら、シャーレイが訊きいてきた。

　ケリィと呼ばれた助手席の少年は、「いいや」と返事しようとして、激しい揺ゆれに危うく舌したを嚙かみそうになる。

　二人が乗っているピックアップトラックは、馬車が廃すたれはじめた頃の産物ではあるまいかと思えるほどの老ろう朽きゅう車しゃで、おまけに今走っているのは舗装路ではなくジャングルの悪路である。牛もかくやという徐行ではあったが、それでも硬いシートの上の揺れようは嵐の海のボートのようだ。

　廃車寸前のポンコツとはいえ、これでもアリマゴ島に四台しかない貴重な自動車のうちの一台なのだ。──もっとも、入り江にわずか三〇戸余りの漁村があるだけのアリマゴ島では、そもそも車を必要とする人間の方が希有だった。自動車なしでは暮らしに困るという人間は、少年の家族と、通いの家政婦であるシャーレイぐらいなものである。漁村から遠く離れたジャングルの最奥にある少年の家までは、このオンボロトラック以外に交通手段がない。

「アリマゴ、って、『蟹かに』のことでしょ？」

　少年の言葉に、シャーレイが頷く。

「大昔、この島は海の神様にお供そなえ物をする場所でね。ところがあるとき、病気の母親に食べさせるものがなくて困ってた女の子が、つい神様への供く物もつに手をつけてしまって、それで女の子は祟たたりに遭って沢さわ蟹がにの姿に変えられちゃったの」

「酷ひどい話だなぁ」

「で、それ以来、この島で捕れる蟹を食べると、どんな病気もたちどころに治るって話になってね。少女の母親も、それで長なが患わずらいから回復したってわけ」

「ますます酷いじゃん。とんでもない神様だね」

　呆あきれはしたが、民話としては殊更珍しくもない、テンプレート通りの伝承である。似たような話を探せば世界中の至る所で見つかるだろう。

「その、神様が祀まつってあった社やしろっていうのは？」

「もうないわ。本当にあったのかどうかも解らない。噂うわさだと、ちょうどケリィのお屋敷の建たってる辺りがそうだって」

　じゃあ蟹にされた少女は、こんな奥深いジャングルの奥まで、わざわざ供え物を盗みに分け入ったというのか。浜辺で魚でも捕まえた方が、よっぽど楽だっただろうに。

「村のみんながお屋敷に近付きたがらないのも、そのせいよ。不吉な場所なんだって。あんまり出入りすると祟られるって、アタシも脅かされてるのよ」

「そんな……じゃあ住んでる僕はどうなのさ？」

「ケリィはもう、余よ所そ者もの、って感じじゃないからね。村じゃアタシの弟みたいな扱いじゃない」

　弟扱いというのにはやや釈然としないものがあったが、たしかに少年は、屋敷から一歩も出ないで籠こもりきりの父とは対照的に、シャーレイの買い物や雑用には必ずトラックに便乗し、ほぼ毎日のように入り江の漁村に通っている。

　この島に越してきて、そろそろ一年になるだろうか。今では島民の誰もが、少年を見かければ気安く声をかけてくれるようになった。最初のうちは喧嘩ばかりしていた村の悪童たちとも、最近では一緒につるんで悪戯をしかける事の方が多い。

　生まれ故郷から遠く離れた異郷ではあったが、それでも少年は、このアリマゴ島が好きだった。

　移り住んできて最初の数週間は、代わり映ばえのない退屈な毎日に辟へき易えきしていたものの、眩まばゆい南国の太陽と、色とりどりに移り変わる海の輝きは、いつしか彼の心を虜とりこにしていた。

　だが誰も寄りつかない屋敷から一歩も出ようとしない父は、ここでの暮らしを愉しんでいるとは思いがたい。

「父さんも、ちゃんと村の人と付き合うようになれば、もうちょっと違うんじゃないかなぁ」

「う～ん、どうかなぁ」

　道に突き出た大岩を巧たくみなハンドル捌さばきで乗り越えながら、シャーレイは苦笑いをする。

「ファーザー・シモンとか、あの方のこと目の敵かたきにしてるからね。アタシもしょっちゅう説教くらうんだよ。あのお屋敷で働いてたら、いずれ悪魔に魅入られるって」

「……そうなんだ」

　いつも温厚なシモン神父が、陰ではそんな風に父のことを話していたのだと知って、少年は少なからず落ちこんだ。だが仕方ない。むしろ〝その程度〟で済んで幸いだったと思うべきだ。もし仮にシモン神父が、本当に父の行状をすべて知ることとなったら、きっと自分たち親子はこの島からも逃げ出す羽目になるのだろう。

　シャーレイは片手で腰を叩き、鞘さや込ごめのままベルトに挿はさんである銀製の飾りナイフを示した。

「ほら、このナイフ。肌身離さず持ってろってファーザーに押しつけられたのよ。霊験あらたかなお護まもりなんだって」

「……いつも果物の皮剝むくのに使ってるよね、それ」

「まぁ切れ味良くて使いやすいしね。重ちょう宝ほうはしてるんだけど」

　あくまで気安い口調で続けるシャーレイは、少年と違って、まるで話題に陰いん鬱うつなものを感じていない風だった。

「シャーレイは、怖くないの？　父さんのこと」

　やや気後れしながらも発した少年の問いに、シャーレイはあっさり頷いた。

「普通の人じゃないのはよく解ってるし、村の人たちが薄気味悪く思うのも無理ないと思うわ。ああいう研究をしてるなら、都会を離れてこんな辺へん鄙ぴな島に隠れ住む羽目になったのも、仕方ないと思う。でもね、だからこそ凄すごい人なんだよ。キミのお父さんは」

　父親の話題になると、なぜかシャーレイの雰ふん囲い気きはとても大人びた知的なものになる気がする。少年とは四歳離れているだけで、まだ決して大人の女性というわけではないのだが。

「彼の知識や発見は、どれひとつ取っても世の中を根ね刮こそぎひっくり返しちゃうような大変なものばっかりよ。そりゃ怖がられて当然だし、だから秘密にしてるのも仕方ないけど……でもアタシ、本当はね、あの力をちゃんと世の中のために役立てて使ってくれたらどんなにいいかって、いつも思ってるんだ」

「……そんなこと、出来るのかな？」

「あの方は諦あきらめちゃってるね。でもケリィ、キミにならきっと出来ると思う」

　真顔でそう言われて、少年はむしろ憮ぶ然ぜんとなった。

「何だよ。父さんの一番弟子はシャーレイじゃないか。それをやるとしたらシャーレイだろ」

　屋敷に通っているシャーレイが、ただの家事雑用だけでなく、父の仕事の手伝いもしていることを少年は知っている。父曰く、シャーレイという少女はこんな孤島で燻くすぶっているのは惜しいほどの頭脳と才覚の持ち主なのだそうだ。秘密主義者の父をしてそんな風に重用させる程、彼女の素質は際立ったものがあるのだろう。

　だが当のシャーレイは、開けっぴろげに大笑いしてかぶりを振る。

「アタシは弟子なんかじゃないよ。せいぜい助手がいいところ。雑用係。お手伝い。だから肝心なところは何も教えてもらえないしね。

　でもケリィ、キミは間違いなくお父さんの跡継ぎなんだよ。いまお父さんが続けてる研究は、何もかも、いつかケリィに引き継がせるために準備してるものばっかりだから。ただ、今はまだ早すぎる、ってだけ」

「……」

　真摯に語り聞かせるシャーレイの口調は、まるで本当に弟を気遣う姉のようで、少年は複雑な想いに囚とらわれて口ごもる。

　自分を産んで間もなく他界したという母親のことは憶えていない。少年にとって家族と言えるのは父親ただ一人だけだった。偏屈で、厳格だが、それでも優しくて偉大な父。少年がこの世の誰よりも敬愛してやまない人物だ。

　だから、そんな父が息子よりも先に別の〝助手〟を寵ちょう愛あいするようになったのは、初めのうちは甚はなはだ面白くなかった。屋敷に来るシャーレイのことを本気で疎ましく思った時期もある。だがシャーレイの明るい気性と優しさによって彼の心が絆ほだされるのに、さほど時間はかからなかった。

　まるで家族がもう一人増えたようだった。シャーレイは少年の父を、まるで自分の父親であるかのように尊敬し、その息子についても実の弟であるかのように可愛がって面倒を見た。女親のいない少年にとって、〝姉〟という存在が殊更に大きな意味を持ってしまうのは当然の成り行きである。

　否──本当にそれだけなのかと、近頃は奇妙な胸騒ぎさえ覚える。

　シャーレイの優しさも、陽気さも、賢さも、充分に知っている。だがそれだけではなく、何気ない彼女の仕し草ぐさ──たとえば今こうして鼻歌交じりにトラックのハンドルを握っている横顔など──が、ちょっと戸惑ってしまうほどに綺き麗れいだと感じるのは、いったい何な故ぜなのだろうか？

「ケリィはさ、どんな大人になりたいの？　お父さんの仕事を引き継いだら、どんな風にそれを使ってみたい？」

「……え？」

　心ここにあらず、だった少年は、シャーレイの問いかけに不意をつかれた。

「世界を変える力、だよ。いつかキミが手に入れるのは」

「……」

　父の遺産。それについて思いを馳せたことがないと言えば噓うそになる。その価値も、その意味も、それなりに理解しているつもりではいる。

　その用途についても、勿もち論ろん──

　だがそれを言葉にして口に出すのは、とくにシャーレイを前にしては、あまりにも憚られた。子供じみた幼よう稚ちなユメだと笑われるのは嫌だ。とりわけ彼女にだけは。

「……そんなの、内緒だよ」

「ふぅん？」

　悪戯っぽく流し目を寄越してから、シャーレイはにっこりと笑った。

「じゃあ、大人になったケリィが何をするのか、アタシにこの目で見届けさせてよ。それまでずっとキミの隣にいるから。いい？」

「……勝手にしろよ」

　気恥ずかしさのあまり、少年は目を逸らした。

　そうせずにはいられないほど、年上の少女の笑顔は、彼にとって眩しすぎた。
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　白はく蠟ろうのような肌。

　青黒く浮き上がった静脈が、罅ひび割われのように頰をびっしりと覆っている。

　苦く悶もんに引きつった表情は、まさに断末魔のそれだ。

　死んでいる──そう一目で知れた。

　死んでるのに、まだ、動いている。

　それはヒトの容かたちをしていても、既すでにヒトではない何かに成り果てているのだと──どうしようもなく明白に、少年はそう理解しわかってしまった。

　外は夜。もちろん街灯などない島である。それでも明るい月の光は、明るすぎるほど白々と、静かに窓から射し込んで惨さん劇げきの現場を照らしている。

　村外れの鶏にわとり小屋だった。日中、なぜか姿を見せなかったシャーレイを捜して少年は村中を巡り、日が暮れてからも諦めず、ここに辿り着いた。

　食い散らかされた鶏の死体と、その奥で、震えながら噎び泣く死人の許もとへと。

　コロシテ──

　大好きな女性ひとの顔をしたソレは、噎び泣くように、そう懇こん願がんしてきた。

　そっと少年の足許に投げ置かれた銀のナイフが、月の光を受けて凶々しく輝く。

　怖いの──

　自分の手じゃ、出来ない──

　だから、お願い。キミが、殺して──

　今ならまだ、きっと間に合う──

「そんな……」

　かぶりを振って、少年は後あと退ずさった。

　出来るわけが、ない。

　どんな姿になろうとも、シャーレイはシャーレイだ。ずっと一緒にいると約束してくれた、大切な家族──いや、それ以上に大事な人なのだ。

　お願いだから──

　苦しげに喘あえいだシャーレイの口から、ぞろりと鋭利な乱杭歯が覗のぞく。狂おしくなるほど哀れに泣きながら、少女は飢うえた獣けものの吐と息いきを漏もらした。

　もう──駄だ目めだから──抑えきれなくなる前に──早く──

　瘧おこりのように震え、身み悶もだえしながら、シャーレイは剝き出した牙で自分自身の前腕にかぶりついた。




　ずる……

　ずる……と、血を啜り上げる音が少年の鼓膜をくすぐる。

　オネガイ──

　執しつ拗ように乞い願うその声を、少年は自分自身の悲鳴でかき消して、鶏小屋から走り出た。

　怖かったのは、恐ろしかったのは、変わり果てたシャーレイよりむしろ──足許に放り寄越されたナイフの輝きだった。

　何が起こったのか解らない。解りたくもない。

　ともかく、誰かに助けを乞わなければ。

　きっとこの悪夢のような出来事を解決してくれる大人がいるはずだと、そう少年は信じた。

　きっとシャーレイは助かる。誰かがきっと救ってくれる。

　それを決して疑うまいと、祈るように自分自身に言い聞かせた。

　シモン神父の教会までは、全力で走れば、たぶん五分もかからない。

　泣き喚わめきながら少年は走った。足の痛みも、動どう悸きの苦しさも、まったく意識しなかった。
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　ナタリア・カミンスキー。そう女は名乗った。

　南国の熱帯夜にはおよそ不釣り合いな漆黒のレインコートに身を包み、なのに汗ひとつかく様子がない。青白い貌かおは冷酷そのものの無表情。はたして血が流れているのか、人並みの体温があるのかどうかさえ疑わしい。

　それが、少年を阿あ鼻び叫きょう喚かんの地獄絵図から連れだした、命の恩人の風ふう体ていだった。

「さて坊や、そろそろ質問に答えて欲しいんだけど」

　冷ややかな女の声に背を向けたまま、少年は、遠い彼方かなたで焼け落ちる漁村の様子を凝ぎょう視ししていた。

　つい昨日まで平和だった村。つい数時間前まで月明かりの下で静かに眠っていた村が、いま業火に焼かれていた。入り江を挟んだ対面にある断崖から見下ろすその光景は、俄にわかには信じがたい、タチの悪い悪夢にしか思えなかった。

　そこで目にした優しい笑顔の数々が、もう決して戻らないなどと──どうして納得できようか。

「……何が、どうなってる？」

　乾いた声で問う少年に、ナタリアが鼻を鳴らす。

「先に質問したのはこっちだよ。坊や。いい加減、正気に戻ってくれないかい？」

「……」

　少年はかぶりを振った。たとえ命の恩人であろうとも、今の自分の問いに対する答えがない限り、何ひとつ喋しゃべる気にはならなかった。

　頑かたくなな沈黙から、ナタリアは彼の意い図とを汲くみ取ったのだろう。さも面倒くさそうに溜ため息いきをついてから、淡々と説明を始めた。

「今、あの村で暴れてる連中は二グループあってね。片方は『聖堂教会』の代行者。君が知ってるような優しい神父様とは訳が違う。神に背そむいた罰当たりは皆殺しにしていい、と信じて疑わない連中だ。もちろん吸血鬼なんて見つけたら容赦しない。血を吸われた奴らも残さず殺すし、いちいち見分けてる余裕がなくなれば、血を吸われてるかもしれない奴であろうとも殺し尽くす。つまり今回は連中、まったく余裕がないってこと。

　で、もう一方の『協会』は、ちょいと説明が難しいんだが──そもそも吸血鬼なんていう奇き天て烈れつなモンを生み出したのが誰なのか、その秘密を独り占めしたいっていう連中だ。当然、〝独り占め〟がモットーなわけだから、他に事情を知ってそうな奴は残さず殺す。口封じ。証拠隠いん滅めつ。徹底的にやらなきゃ意味がない。

　まぁそんな訳で、少年、君はとっても運がいい。今この島で、あいつらの大掃除から逃げ延びて生きてる住人は、たぶん君ぐらいなもんだろう」

　おそらくはナタリアが予期していたよりもすんなりと、少年は事情を吞み込んだ。何故そんな剣吞な連中がこのアリマゴ島にやってきたのか、その経緯についても察しがついた。

　少年はシモン神父に助けを乞い、それを受けた神父は、また他の誰かに連絡をつけた。そんな伝達が島の外にまで及ぶうちに、どこかの過程で、それを決して聞かれてはならない者たちの耳にまで届いたということだ。

　経緯はさておき、発端が誰なのかは疑うまでもない。──彼自身である。

　少年がシャーレイの懇願を聞き届け、勇気を出して、愛しい少女の心臓をナイフで抉えぐっていたならば、こんな惨状には至らなかった。

　そうすることで、魂こころにどんな空洞が空こうとも、二度と夜を安らかに眠れなくなろうとも──それ以上は誰も死なずに済んだ。

　懐かしいあの場所は、少年が自ら火を放ったも同然なのだ。

「……あんたは、どっちの味方なんだ？」

「私は『協会』相手のセールスマンさ。ヤツらが欲しがってる〝秘密〟をこっそりと確保し、売り渡すのが仕事だ。勿論、こうして大事になるより前でなけりゃ商売にならない。今回はちと出遅れちまったね」

　そう飄ひょう々ひょうと肩を竦すくめるナタリアは、きっと、こんな光景をもう何度も見届けてきたのだろう。黒いコートの女は、まるで染みついた匂いのように、死と焰ほのおの気配を芬ふん々ぷんと放っていた。

「さあ、それじゃあ坊や。振り出しに戻ろうか。そろそろ私の質問にも答えておくれ。

　封印指定──といっても君には何のことやら解らんか。まぁともかく、だ。今回の吸血鬼騒ぎの元凶になった悪い魔術師が、この島のどこかに隠れてるはずなんだ。君、何か心当たりはないかい？」
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　この場では余談に過ぎないが、ある意味では核心ともいえる件がある。

　ケリィというのは少年の正しい名前ではない。

　遠い異国で生まれた彼の名前は、この土地の人々にとっては甚だ発音が難しかった。まず最初にシャーレイが彼をケリィという略称で呼び、それが島民の間でも定着してしまった。少年も、〝ケリトゥグ〟などという妙な発音で呼ばれるぐらいなら、いっそ略称の方がまだマシだと諦め半分に受け入れていた。

　正しくは、切きり嗣つぐという。

　封印指定の魔術師、衛宮矩のり賢かたの嫡ちゃく子しが彼だった。
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　深夜、ジャングルの奥のバンガローに帰宅した切嗣を、父は安あん堵どの表情で迎えた。

「ああ、切嗣、無事だったか。本当に良かった……」

　顔を見るなり、抱ほう擁ようされる。もう何年ぶりになるかも解らないほど久しい父の腕を切嗣は背中と両肩に感じた。堅物の父がこんな風に感情を露あらわにすることなど滅めっ多たにない。それだけでも、普段秘められている親子の情を感じずにはいられなかった。

　それから手を放し、父は表情を一転させて険しく切嗣を詰問にかかる。

「今日は絶対に森の結界から出るなと、さんざん言い含めておいた筈だぞ。なぜ私の言いつけを破った？」

「……シャーレイが心配だった」

　少女の名前が出た途端、父は気まずそうに目を逸らす。ただそれだけの仕草でも、事の次第を確認するには充分すぎた。

「父さんは、彼女の身体に何が起こったか、知ってたんだね？　だから僕に外出するなって命令したんだね？」

「……あの子については、本当に残念だ。試薬は危険だから決して触るなと言っておいたんだが。どうやら好奇心に勝てなかったらしいな」

　苦りきった口調ではあったが、そこには悔かい恨こんも慚ざん愧きもなかった。まるで子供に悪戯で割られてしまった花瓶について語るかのような、遣り場のない怒りと苛いら立だちだけがあった。

「……ねえ父さん、なぜ死徒の研究を？」

「もちろん、私とて本意ではないさ。だが我ら衛宮の探究には、どうあっても久く遠おんの時が要る。私か、さもなければ切嗣、せめてお前の代までには、寿命についての対策を講じておく必要があった。死せる運命さだめに縛しばられた肉体では、『根源』は遠すぎる」

　月明かりの下で見たシャーレイの哀れな姿が、切嗣の脳裏にまざまざと蘇った。

「父さんは……いずれ僕のことも、あんな姿に？」

「馬鹿を言え。吸血衝動を抑えきれない死徒化など失敗だ。──その点、図はからずもシャーレイは早々に答えを出してくれたな。手間暇ひまかかった試薬だったが、どうやら結果は芳かんばしくない。また根幹から理論を見直さなければ」

「……そうなんだ」

　切嗣は頷き、納得した。

　父は続ける気なのだ。この程度の犠牲にはめげることもなく、何度でも繰り返し、満足いく結果を手にするまで。

「切嗣、この話の続きはまた今度にしよう。今は逃げるのが先決だ。──悪いが、お前に荷造りさせている余裕はない。そろそろ協会の連中がこの森の結界を見破る頃合いだ。すぐにも出るぞ」

　そう言う父の方はといえば、かねてから旅たび支じ度たくを整えていたと見えて、部屋の片かた隅すみに大型のスーツケースを二つ並べている。逃亡の準備は既に済んでいたのだ。なのに今の今まで出発を遅らせていたのは──ここに息子が戻ってくるものと、最後まで疑わず、諦めなかったからなのか。

「……逃げられるの？　今から」

「こんなこともあろうかと、以前から南側の海岸にモーターボートを隠しておいた。備えあれば憂うれいなし、だ」

　両手にスーツケースを提さげて玄関へと向かう父の背中には──無論、なんら警戒の意識はない。

　重い足を引きずるようにして後に続きながら、切嗣はズボンのポケットから、ナタリアに借りた拳銃をそっと引き抜いた。

　三二口径。至近距離から落ち着いて狙えば、子供でもきちんと当てられる。そう黒いコートの女は請うけ合った。あとは切嗣の問題だ。

　無防備な父の背後に銃口を向けながら、少年は、燃え上がる漁村の光景を、変わり果てたシャーレイの末期を思い浮かべようと心に念じ──なのに胸に湧わき起こるのは、一〇年余り積み重ねてきた父との記憶。その秘めた優しさと情愛に気付かされてきた、思い出の数々だった。

　愛されていた。期待されていた。自分もまた愛した。誇ほこっていた。

　せめて目を瞑つむりたいと、そう思う気持ちとは裏腹に、切嗣は両目を見開いて狙いを定め、そっと速やかに引き金を絞った。

　ぱん──思いのほか軽く乾いた音。

　後ろから頸くびを撃ち抜かれた父は、つんのめるようにして前に倒れた。そのまま切嗣は歩みを止めずに近寄りながら、続けて後頭部に一発。二発。それから立ち止まり、背骨めがけてもう二発を撃ち込んだ。

　信じられなかった。自分の冷静さに、他でもない切嗣自身が怯えた。

　最後まで迷っていた。たしかに心に葛藤はあった。なのに銃を手にした後は、まるですべてが予定調和であるかのように手が動いた。彼の身体は、胸の内の想いを一切斟しん酌しゃくすることなく、機械仕掛けの速やかさで〝為すべきコト〟を遂行した。

　こういうのも、才能というのだろうか──そんな皮肉な感慨が脳裏に浮かび、何の達成感もないままに虚無へと還る。

　木張りの床に、ゆっくりと血の染みが拡がっていく。父はもういなかった。そこに転がっているのはただの屍しかばねでしかなかった。こんなモノが元凶で、こんなモノを奪い合って、この島の住人はすべて殺され、燃やされた。

　素す晴ばらしい人だとシャーレイは言った。世界を変えてしまえる力の持ち主だと。切嗣もまたそう思っていた。

　幼い二人は、魔導を何だと思っていたのか。魔術師という生き様に何を期待していたのか。

　はじめ、切嗣は自分が泣いているのにさえ気付かなかった。悲しいのか悔しいのかも解らない。ただ、底抜けに虚うつろな喪失感だけがあった。

　右手の銃が重い。耐えきれないほど重い。投げ捨てようとしたが出来なかった。指が銃把に固く絡からみついたまま動かない。

　暴発させる危険も畏れず、切嗣は乱暴に右手を振り回し、何とかして銃を手放そうとした。だがムキになればなるほど、指はまるで縋すがるかのように固くきつく銃を握り締める。

　そのとき誰かが荒あら々あらしく彼の腕を摑み、するりと手品のように簡単に、その手から銃を奪い取った。そこでようやく切嗣は、すぐ隣にいるナタリアの存在に気付いた。

「坊やに警告されたほど、ここの結界は手て強ごわいモンじゃなかったよ。わりと簡単に突破できた」

　なぜか叱しかりつけるかのようにきつい口調で、ナタリアが吐き捨てる。

「……怒ってるのか？　あんた」

「そうと解ってりゃ、こんなもの、坊やに渡すまでもなかったからね」

　切嗣から取り返した拳銃を忌々しげに一いち瞥べつしてから、彼女は安全装置を戻して懐ふところに仕し舞まった。

「でも結局、あんたが間に合うかどうかは運任せだったわけだろ？」

　事実、際どいところだった。衛宮矩賢は今まさに屋敷を出ようとしていたのだ。この場を無事に逃げ延びたなら、彼は再び姿をくらまし、また何処かで死徒の研究を再開していたことだろう。この島で引き起こした惨劇を再発させる危険も、一切顧かえりみることなく。

　運になど頼れなかった。断じて、逃がしてはならなかったのだ。

「この人を、確実に殺そうと思ったら──僕がやるしかなかった」

「そいつは子供が親を殺す理由としちゃ下げの下げだよ」

　憮然として吐き捨てるナタリアに、切嗣は泣き濡れた顔のまま、何かが吹っ切れた気分で笑いかけた。

「……あんた、いい人なんだな」

　その笑顔をナタリアはまじまじと見つめ、それから溜息をついて、衛宮矩賢の死体を肩に担かつぎ上げた。

「島の外までは連れ出してやる。後のことは自分で考えな。──何か、持っていくものは？」

　切嗣はきっぱりとかぶりを振った。

「何もない」
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　結局のところ……続く数年の歳月を、切嗣はナタリア・カミンスキーの許で過ごした。

　当然ながらナタリアは、孤児をただの子供として養うほどの余裕も恩情も持ち合わせていない人物だった。必定、切嗣は一いっ端ぱしの働き手として使役される羽目になったが、それは彼が望んだことでもあった。

　ナタリアから学ぶことで自らを鍛きたえるということは、取りも直さず、ナタリアと同じ道──即ち〝狩人〟としての人生を歩むという決意に他ならない。

　外界という現実に身を曝さらした切嗣は、ほどなく思い知らされた。アリマゴ島での惨劇は、決して希有な事例ではなく、この世界の闇の領域では日常茶さ飯はん事じのように繰り返されている愚行なのだと。

　求道に執心するあまり、災さい厄やくを撒き散らすことも辞さない魔術師たち。そしてそれを秘ひ密みつ裏りに収拾するためならば手段を選ばない二大組織。神秘とその秘ひ匿とくを巡る闘争は、至る所で頻発していた。それこそナタリアの仕事が稼業として成立するほどに。

　衛宮矩賢という魔術師を葬り去った行為などは、悲劇の再発を防ぐという名目には程遠い──ほとんど大海から一滴の水を掬すくい上げたに等しい、虚しいほどに些細な処置だったのだ。

　あの日、この手で父を殺したことに、本当の意味で価値を見出そうと思うなら……

　それは父と同じ異端の魔術師たちを、全て残らず狩り殺した果てに、ようやく見出せる救済でしかなかった。

　封印指定執行者。

　条理の外の魔を狩る猟犬。そんな人ならざる修羅の生き様を、少年は何の躊ちゅう躇ちょもなく決意した。




　ナタリアは組織に属さず、報奨金のみを目当てに獲物を狩る完全なフリーランスだった。彼女が標的とするのは、貴重な研究成果を挙げながらも魔術協会の管理を離れて隠いん棲せいし、秘密裏にさらなる真理を探究しようとする『封印指定』の魔術師たちだ。彼ら異端者を審問の名の下に抹まっ殺さつする『聖堂教会』とは異なり、魔術協会はその研究成果の確保こそを最優先する。

　わけても貴重なのは魔術師たちの肉体に刻まれた『魔術刻印』だ。歴代を重ねて深めた魔導を後継者の肉体そのものに刻み込むことで、彼らは次なる世代により深遠なる探究を託すのである。

　ナタリアは協会と交渉し、衛宮矩賢の遺骸から回収された魔術刻印の一部を、息子の切嗣に継承させた。貴重な要所を協会側が押さえた上での譲歩であり、矩賢が息子に託そうとした総刻印の二割にも満たない『残り滓かす』でしかなかったが、それでも切嗣が魔術師として自立するには充分だった。もとより切嗣には、父の遺志を継いでさらなる研究を進める意図など毛頭なかった。

　魔術を生しょう涯がいの目的としてでなく、ただの手段の一環とする形で、切嗣はナタリアから教えを受けた。事実、それは少年が女ハンターから叩き込まれた数々の〝手段〟の一つでしかない。

　追跡術。暗殺術。多種多様な兵器の取り扱い──猟犬の〝牙〟はただ一本限りではない。あらゆる環境と条件の下で獲物を追いつめ、仕留めるためには、次々と多彩な技術や知識を身につける必要があった。

　ある意味でそれは、人類の英知の極北たる側面でもあった。自らと同じ容姿をした二本足の獣を狩るために、人間がどれだけの歴史と知性を費やして『殺人』のテクノロジーを磨き上げてきたのかを、切嗣は身をもって学び取った。




　血と硝しょう煙えんにまみれた歳月は、飛ぶように過ぎた。

　青春期のもっとも多感な時期を、苛か烈れつすぎる経験と鍛たん錬れんの中で過ごした衛宮切嗣の風貌には、既に少年のあどけなさなど欠片かけらも残っていなかった。年齢不ふ詳しょうと思われがちな東洋人であることもあいまって、三通ある偽造パスポートはすべて成人として登録され、ただの一度も疑われることなく通用した。

　よしんば背せ丈たけや髭ひげの薄さについて気に留める者がいたとしても、その沈ちん鬱うつに冷えて枯かれきった眼まな差ざしを、まさか一〇代の少年のものだと思いはすまい。




　その日──

　師であり相棒でもあるナタリアが、生涯最悪の危機に直面したときも、切嗣はそれを知った上で一切の感情を面おもてに出すことなく、着々と自分の務めを果たしていた。

　内心は焦あせりと動揺に乱れきっていたものの、どのみち切嗣にナタリアを掩護する手段など何ひとつなかったのだ。いま彼女が戦う戦場は、高度三五〇〇〇フィート以上もの空の上──ジャンボジェット旅客機の内部だった。

　事の発端は、『魔蜂使い』の異名で知られる魔術師、オッド・ボルザークの追跡だった。

　限定的ながらも死徒化に成功し、自らの使い魔である蜂はちの毒針を介して配下の屍し食しょく鬼きを増やすという危険きわまりないこの魔術師は、顔を変え、偽の身分を繕って一般人に成り済ましたまま、長らく消息を絶っていた。その彼が、パリ発ニューヨーク行きのエアバスＡ３００に搭乗するという情報を得たのが四日前。ナタリアは、この容姿も偽名も判らない標的を二八七人の乗客の中から探し出すという困難極まりない〝狩り〟に、敢かん然ぜんと挑戦した。

　相棒の切嗣は同乗せず、代わりにニューヨークへ先行して有望な情報筋を辿り、ボルザークの変装を見破る手掛かりを追う役を任された。師し弟てい二人は空と地上から密接に連絡を取りつつ、密閉された空間の中で、静かに、着実に、獲物の座席を絞り込んでいった。

　離陸から約三時間──暗殺そのものは思いのほか速やかに達成された。が、むしろそれは本当の惨劇の幕開けでしかなかった。

　ボルザークが税関を欺いて機内にまで『死徒蜂』を持ち込んでいたことが、致命的な番狂わせになった。ナタリアが仕留めそこなった蜂は次々と乗客を刺し、ジャンボジェットの客席は瞬く間に屍食鬼たちの跋ばっ扈こする地獄へと変へん貌ぼうしたのだ。

　逃げ場のない閉鎖空間で、際限なく増殖する屍食鬼たちに襲われたのでは、さしものナタリアといえども状況は絶望的である。刻一刻と悪化していく状況を、為なす術すべもないまま無線で聞きながら、だがそれでも切嗣は、ナタリアの生存の可能性を決して見捨てなかった。

　ナタリアが再三に亘り切嗣に言い含めてきた大原則──『何があろうと手段を選ばず生き残る』という信条は、あの百戦錬れん磨まの女狩人に今回も活路をもたらすものと、切嗣は固く信じていた。既に沈黙したきり二時間が経過する野外無線機の前に腰を据えたまま、彼はただ黙然と、相棒からの通信を待ち受けていた。

　やがて、夜空の星が黎れい明めいの青灰色に搔かき消されはじめた頃、ついに無線が沈黙を破り、疲れ切った女の声をノイズ混じりに届けはじめた。

『……聞こえてるかい？　坊や……寝ちまっちゃいないだろうね？』

「感度良好だよ、ナタリア。お互い徹夜明けの辛つらい朝だね」

『昨夜の君がベッドで安眠してたんだとしたら後で絞しめ殺してやりたいよ……さて、良いニュースと悪いニュース、どっちから聞きたい？』

　乾いた笑い声の後で、ぶっきらぼうに問いかけるナタリア。

「良い報せから話すのがお約束だろう？」

『オーケイ。まず喜ばしい話としちゃあ、とりあえずまぁ、まだ生きてる。飛行機の方も無事だ。ついさっきコックピットを確保したばかりでね。機長も副操縦士もご臨りん終じゅうってのが泣けるところだが、操縦だけなら私でもできる。セスナと同じ要領で何とかなるなら、の話だけどさ』

「管制塔と連絡は？」

『つけたよ。初めは悪ふざけかと疑われたけどね。優しくエスコートしてくれるとさ』

「……で、悪い方は？」

『ん。──結局、咬かまれずに済んだのは私だけだ。乗員乗客三〇〇人、残らず屍食鬼になっちまった。コックピットから扉一枚隔てた向こう側は、既に空飛ぶ死都ってわけ。ぞっとしないねぇ』

「……」

　切嗣が想定しうる最悪の──そして、万が一の場合には有り得るものと覚悟していた状況だった。

「その有様で、あんた……生きて還ってこれるのか？」

『まぁ扉は充分に頑がん丈じょうだしね。今もガリガリ引っかかれてるけど、ブチ破られる心配はないさ。──むしろ着陸の方が不安でねぇ。こんなデカブツ、本当にあしらいきれるもんなんだか』

「……あんたなら、やってのけるさ。きっと」

『励はげましてるつもりかい？　嬉うれしいこったね』

　引きつった笑いの後に、力のない溜息。

『空港まであと五〇分ちょっと。祈って過ごすには長すぎるねぇ。──坊や、しばらく話し相手になっておくれ』

「……構わないよ」

　そうやって、他愛もない話が始まった。まず連絡の途絶していた過去二時間の報告から始まり、それから死んだボルザークに対する語り尽くせぬ罵ば詈り雑ぞう言ごんが開陳され、あとは自然と、二人が過去に仕留めてきた魔術師や死徒たち、共に潜り抜けてきた修しゅ羅ら場ばの回想へと話が及んだ。

　普段は多くを語らないナタリアだが、今日に限ってはことのほか饒じょう舌ぜつだった。客席から聞こえる屍食鬼たちの唸り声や、延えん々えんとコックピットの扉を叩き続ける音から気を逸らそうと思うなら、そうやって話し続けるのが一番だったのだろう。

『──坊やがこの稼業を手伝いたい、って言い出したときにはね、ほんと頭を痛めたもんさ。どう言い聞かせようと諦めそうになかったからねぇ』

「そんなに僕は、見込みのない弟子だったのか？」

『いや違う。……見込みがありすぎたんだよ。度を過ぎて、ね』

　ひときわ乾いた苦笑とともに、ナタリアはそう告白した。

「……どういう意味だい？」

『指先を、心と切り離したまま動かすっていうのはね──大概の殺し屋が、数年がかりで身につける覚悟なんだ。坊やはソレを最初から持ち合わせた。とんでもない資質だよ』

「……」

『でもね、素質に沿そった生なり業わいを選ぶってのが、必ずしも幸せなことだとは限らない。才能ってやつはね、ある一線を越えると、そいつの意思や感情なんぞお構いなしに人生の道筋を決めちまう。人間そうなったらオシマイなんだよ。〝何をしたいか〟を考えずに〝何をすべきか〟だけで動くようになったらね……そんなのはただの機械、ただの現象だ。ヒトの生き様とは程遠い』

　長らく少年の成長を見守ってきた師の言葉は、彼の心に、冷たい霜しものように染み通った。

「僕は、さ。──あんたのこと、もっと冷たい人だと思ってた」

『何を今更。その通りじゃないか。私が坊やを甘やかしたことなんて、一度でもあったかい？』

「そうだな。いつだって厳しくて、手加減抜きだった。──あんた、手抜きせずに本気で僕のこと仕込んでくれたよな」

『……男の子を鍛えるのは、ふつう父親の役目だからね』

　通信機の向こうで、ナタリアはしばし口ごもった後、何かに呆れたかのように溜息を交えながら、しみじみと告白した。

『坊やの場合、そのチャンスを奪っちまったのは、この私が原因みたいなものだ。まぁ何ていうか……引け目を感じないでもなかったんだろうさ』

　私に教えられる生き方なんて、他にはなかったからねぇ──そうナタリアは自嘲気味に笑って付け足した。

「……あんたは、僕の父親のつもりで？」

『男女を間違えるなよ、失礼なヤツめ。せめて母親と言い直せ』

「……。そうだね。ごめん」

　軽口で返したかったが、切嗣にはもうそんな余裕はなかった。掠かすれた声で、そう詫わびるのが精せい一いっ杯ぱいだった。

　顔も見えない無線の会話では、当然、お互いの表情など知る由もない。だから今の切嗣の心境も、ナタリアには伝わらなかったのだろう。

『……長い間、ずっと一人で血ち腥なまぐさい毎日を過ごしてた。自分が独りぼっちだってことさえ忘れてしまう程ほどにね。

　だから、まぁ……フン、それなりに面おも白しろ可お笑かしいモンだったよ。家族、みたいなのと一緒ってのは』

「僕も──」

　今になってそれを告げることに、一体どんな意味があるのかと、そう冷淡に自問する声を胸の内に聞きながら、それでも切嗣は言葉を続けた。

「──僕も、あんたのこと、まるで母親みたいだって思ってた。一人じゃないのが、嬉しかった」

『……あのな、切嗣。次に会うときに気恥ずかしくなるようなことを、そう続けざまに言うのはやめろ』

　ナタリアの声には、わりと本気に近い困惑の色が窺えた。彼女もまた、〝照れる〟というのには慣れていないのだ。

『ああもう、調子が狂うねぇ。あと二〇分かそこらで着地ランディングだってのに。土ど壇たん場ばで思い出し笑いなんぞしてミスったら死ぬんだぞ。私は』

「……ごめんよ。悪かった」

　意味のない詫び言だった。

　ナタリアが滑かっ走そう路ろへの着地に挑む必要はない。

　彼女が再び切嗣と会うこともない。

　それを理解しているのは切嗣だけだ。

　屍食鬼たちを、増殖に先んじて殺し尽くせなかった時点で、ナタリアの生還はないものと切嗣は観念した。亡者たちに埋め尽くされた旅客機は、操縦者不在のまま大西洋に墜落させるしかない。『魔蜂使い』ボルザークの抹殺は、ナタリア・カミンスキーと全乗客の命を犠牲にした上で完了する──その結末を、切嗣は苦い達成感として甘受するつもりでいた。

　だが切嗣とて、師であるナタリアが土壇場で発はっ揮きする勝負強さを侮っていたわけではない。『何があろうと生き残る』という不屈を信条とする彼女が、万が一にも、機体を墜落の運命から救ってしまう可能性を、切嗣は見逃さなかった。──予想しうる、最悪の事態を。

　自らの生存を最優先するナタリアは、それが結果としてもたらす事態にも躊躇しないだろう。

　三〇〇体に及ぶ屍食鬼たちを満載したまま旅客機を着陸させ、飢えた亡者の群れを空港に解き放つことになろうとも──そうする以外に助かる望みがないのなら、ナタリアはきっと断行する。そういう彼女だと知っていたからこそ、切嗣は〝万が一〟の場合に備えるために死に物狂いで準備を整えた。

　さらなる災厄の拡大を避けようと思うなら──あのエアバスＡ３００は、決して着陸させてはならない。

　それはナタリアの安あん否ぴがどうであれ、揺るがしようのない事実だったのだ。

　深夜のニューヨークを奔ほん走そうしてありったけのコネに渡りをつけ、やっとの思いで、ブラックマーケットに流出していたブローパイプ携行地対空ミサイルを確保したのが、つい一時間ほど前。

　そして今、切嗣は洋上に浮かべたモーターボートの上で、ナタリアの乗機が視界に現れるのを待っている。ジャンボジェットの航路の直下、ジョン・Ｆ・ケネディ国際空港へのアプローチに際して機体が高度を下げ、ミサイルの有効射程に入るギリギリのポイントだった。

　武器の買い付けに躍起になる間も、略奪した船で射撃位置を目指す間も、切嗣は自分という人間の精神構造を疑い続けていた。

　ナタリアの死を諦てい観かんするだけならまだ解る。むしろそれが惨劇の回避に繫がるのだと自分を慰なぐさめたとしても、それはまだ正常な反応だ。

　だが、愛しい女が生き残るという〝奇跡〟に備えて、あらためて彼女を確実に殺す算段を着々と滞とどこおりなく進めている自分は、いったいどういう人間なのか？

　せめて杞憂に終わったなら、まだ慰めもあっただろう。だが現実はどこまでも残酷に、衛宮切嗣を追いつめた。あくまで彼自身の手でナタリアを抹殺させるべく、今、奇跡の生還を果たしたエアバスＡ３００は、暁あかつきの空から銀翼を輝かせて切嗣の前に姿を現す。

『……ひょっとすると、私ももう、ヤキが回ったのかも知れないね』

　無線の向こうの切嗣はニューヨークのホテルにいるものと信じて疑わず、ナタリアは依然、油断しきった長閑のどかな声でそうぼやいた。

『こんなドジを踏む羽目になったのも、いつの間にやら家族ゴッコで気が緩ゆるんでたせいかもな。だとすればもう潮時だ。引退するべきかねぇ……』

「──仕事をやめたら、あんた、その後はどうするつもりだ？」

　切嗣も、声だけはまだ平静を装っていられた。その一方で彼の両腕は、担ぎ上げたブローパイプ・ミサイルの照準を旅客機の機影に据えていた。

『失業したら──ハハ、今度こそ本当に、母親ゴッコぐらいしかやることがなくなるなぁ』

　涙に滲にじむ目が、それでも正確に距離表示を読み取る。──一五〇〇メートル以内。必中確実。

「あんたは──僕の、本当の家族だ」

　小さく、罅割れた声でそう囁いてから、切嗣はミサイルを射出した。

　数秒間の手動誘導。その指先で殺意の照準をナタリアの乗機に据え続ける間に、彼女との思い出のすべてが脳裏を過ぎる。

　だがその責め苦も長くは続かない。いよいよ弾頭のシーカーがジェット機の放熱を捕らえると、ミサイルは切嗣の制御を離れ、飢えた鮫さめじみた仮か借しゃく無さで標的へと襲いかかる。

　翼下のエンジンに直撃を受け、翼をもぎ取られて斜めに傾ぐ機影を、切嗣はその目ではっきりと捕らえた。

　その後の崩壊は、もう風に吹き消される砂絵の如く──空力特性を失った鉄てっ塊かいは挽ひき潰つぶされるようにして捻ねじれ寸断され、粉こな微み塵じんの破は片へんになって朝の海へと静かに降っていく。朝焼けの中にキラキラと舞い落ちるその様は、まるでパレードの紙かみ吹雪ふぶきを連想させた。

　水平線の彼方から、曙しょ光こうの最初の一筋が射した。ついにナタリアが浴びることのなかった、今日という日の光に照らされながら、衛宮切嗣は独り、声を殺して泣き続けた。

　また再び、顔も見知らぬ大勢を救った。誰に知られることもなく。

　見ていてくれたかい？　シャーレイ……

　今度もまた殺したよ。父さんと同じように殺したよ。キミのときみたいなヘマはしなかった。僕は、大勢の人を救ったよ……

　もし仮に切嗣の行為が、その意図が人々に知れ渡ったとしたら、彼らは感謝するのだろうか？　結果として屍食鬼の恐怖から免れた空港の人々は、切嗣を英雄と讃たたえるのだろうか？

「ふざけるな……ふざけるなッ！　馬鹿野郎ッ‼」

　早くも余熱の冷めはじめたミサイルの射出筒を握りしめ、切嗣は明けゆく空に向けて吼える。

　名誉も、謝恩も欲しくなかった。ただもう一度ナタリアの顔が見たかった。いつか面と向かって『母さん』と呼べる日を待っていた。

　こんな結末を願ったわけじゃない。それでも正しい判断だった。どうしようもなく、異論の余地もなく、切嗣の決断は正しかった。死ぬしか他にない者が抹殺され、死ぬ理由のない者たちが救われた。これが『正義』でなくて何なのか。

　もう戻らない、遠い日の面影を思い出す。眩しく透き通った日差しの中で、〝どんな大人になりたいか〟と問うてきた、愛いとおしい人の眼差しを。

　あのとき、切嗣は答えるはずだった。──もしも世界を変えられるなら、奇跡がこの手に宿るなら、『僕は〝正義の味方〟になりたい』と。

　あの頃はまだ解っていなかった。〝正義〟という名の天てん秤びんが、何を奪い、何をこの手に為さしめるのかを。

〝正義〟は父を奪っていった、母も同然だった人を奪っていった。その血の感触を手に残し、彼らを懐かしく偲しのぶ権利さえ切嗣から奪っていった。

　愛しい人々。その声も、その面影も、もう決して安らかに回かい顧こすることなど叶わない。代わりに彼らは、永遠に悪夢の中で切嗣を苛さいなみ続けることだろう。非情の判断で彼らを見捨て、その命を摘つみ取っていった切嗣を、決して赦ゆるしはしないだろう。

　それが〝正義〟とやらの仕打ちだ。憧あこがれ求めた理想の代価だ。

　いまさら止められるはずもない。立ち止まったその瞬間から、追い求めたものは無になる。支払った代価も、積み上げた犠牲も、すべて無価値に崩くずれ去る。

　きっと自分はこれからも、胸に宿る理想ユメに従うのだろう。それを憎みながら、呪いながら、過あやまたず成し遂げていくのだろう。

　受け入れよう、と、心に誓う。

　この呪いを受け入れよう。この怒りを受け入れよう。そしていつか涙の涸かれ果てた彼方に、すべてが報われる日を祈ろう。

　この手に担う残酷が、ヒトの極みにあるならば。

　きっと地上の全ての涙をかき集め、拭い取ることも叶うはず。

　それは衛宮切嗣の、少年の日の終わり──

　脆もろく、忌まわしく、そして揺るがざる道を定めた朝だった。
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　まだ未明の時刻に、言峰綺礼は遠坂邸の門前に立った。

　アーチャーの召喚以来、実に一〇日ぶりの訪問である。それ以前の三年間、短いながらも魔術師見習いとして過ごした学舎でもある洋館は、この冬木において教会以上に馴染み深い場所でもあった。

「ようこそ、綺礼。待っていたよ」

　非常識な時間の来客にもかかわらず、遠坂時臣は呼び鈴に応じてすぐさま玄関に現れた。昨夜の冬木教会での会見から一いっ睡すいもしていないのだろう。綺礼は師弟の礼に則のっとって深々と頭こうべを垂れた。

「冬木を退去する前に、一言、ご挨あい拶さつに上がりました」

「そうか……急な話で本当に済まなかった。こういう形で君と離別するのは、私としても残念だ」

　言葉とは裏腹に、時臣の表情には綺礼を見限った疚やましさなど微塵もない。当然といえば当然である。時臣の知る限りにおいて、言峰綺礼とは、ただ遠坂家が聖堂教会から借り受ける形で預かった駒こまでしかないのだ。

　綺礼にとって聖杯戦争は何の報奨もない、単に上層部からの任務として課せられた戦いでしかなかった──そういう理解であれば、いま綺礼と袂たもとを分かつのは裏切りでも排はい斥せきでもなく、ただの責務からの解放である。別れを告げるにあたっては、ただ労をねぎらうだけのことだろう。

「昼の便でイタリアに発ち、まずは父の遺品を本部に届けます。しばらくは日本に戻ることもないかと」

「そうか……上がって、少し話をしていく時間はあるかね？」

「ええ。問題ありません」

　綺礼は胸の内の感情を一切覗かせることなく、再び遠坂家の敷居を跨またいだ。








×　　　　　×　　　









「返す返すも、残念でならない。綺礼、どうか君には璃正さんに代わって、我が遠坂の悲願の成就を見届けてほしかったのだが……」

　時臣以外の家人がすべて失せたにも拘わらず、応接間は埃ほこりひとつなく清潔に保たれていた。おそらくは低級霊か何かを使役しているのだろうが、戦時に於いてもこの余裕ある気配りは、さすが時臣といったところか。

「君のアインツベルンに対するスタンドプレイは、まあ遺い憾かんではあるが、あくまで私に有利な展開を期してのものだったのだろうと理解している。代行者なりの流儀だったのかもしれんが、やはり私に対しては事前なり事後なりに一言欲しかった。そうと知っていれば私とて、むざむざ昨夜の会合に君を同伴したりはしなかっただろう」

　寛大なる許容の態度に、綺礼はさも痛み入ったとばかりに目を伏せた。

「導師マスターには、最後までご迷惑をおかけしてしまいました。面目次第もありません」

　謝罪に頷いた上で、時臣は真顔のまま、熱を込めた真摯さで綺礼に語りかけた。

「たしかに我々を引き合わせた契機は聖杯戦争だったわけだが、経緯はどうあれ、私は君という弟子を得たことを今でも誇りに思っている」

　綺礼はつい感情を抑えるのを忘れて失笑を漏らしそうになったが、そんな弟子の内心は露つゆ知らず、時臣は噓偽いつわりない真意を込めて先を続けた。

「素養についてはまぁ致し方ないとはいえ、修練に励む求ぐ道どう者しゃとしての姿勢は、師である私でさえ敬服させられるものだった。──なぁ綺礼、どうか今後とも、亡きお父上のように君もまた、遠坂との縁故を保っていってほしいと思うのだが、どうだろう？」

「願ってもないお言葉です」

　綺礼は仄ほのかな笑みさえ見せて頷いた。過去三年間を通じて、終始、弟子の人格と精神性を見誤ってきた時臣は、今回もまた、その微笑の意味を履き違えたまま、さも喜ばしそうに頷き返した。

「まさに君は、鑑となるべき人格の持ち主だ。ぜひ我が娘にも見習わせたい。今回の聖杯戦争が終わった後も、綺礼、君には兄弟子として凛の指導に当たって欲しいのだ」

　そして時臣は、かねてからテーブルの片隅に用意してあった書簡を綺礼に差し出した。

「……導師マスター、これは？」

「まぁ簡略なものではあるが、遺言状のようなものだ」

　そう告げてから時臣は、まるで柄がらにもないことを口にしてしまったかのように、決まり悪げな苦笑を浮かべた。

「万が一、ということも考えておくべきだと思ってね。凛に遠坂の家督を譲ゆずる旨むねの署名と、それからアレが成人するまでの後見人として君を指名しておいた。これを『時計塔』に届けてくれれば、後の諸事は協会の方で面倒を見てくれる」

　いよいよ口先だけではなく本気なのだと思い知らされ、綺礼は皮肉な想いに囚われる一方で、彼ならではの生真面目な気性から、その責任を重く受け止めた。あくまで綺礼は聖職に就く身である。託された務めを果たすことにかけては誠実かつ厳格でなければならない。

「お任せください。不肖ながらも、御息女については責任を持って見届けさせていただきます」

「ありがとう。綺礼」

　短い言葉に重い謝意を込めてから、さらに時臣は、書簡の隣に置いてあった黒檀の細長い箱を手に取り、綺礼へと渡した。

「開けてみたまえ。これは君個人に対して、私から贈りたい」

　促されるままに箱を開けると、そこには天鵞絨ビロードの内張りの中に、一振りの瀟しょう洒しゃな短剣が収められていた。

「これは──」

「アゾット剣だ。当家伝来の宝石細工でね、魔力を充じゅう塡てんしておけば礼装としても使える。──君が遠坂の魔導を修め、見習いの課程を終えたことを証明する品だ」

「……」

　綺礼は短剣を手にとって見つめた。その鋭利に研ぎ上げられた切っ先を、じっくりと時間をかけて眺めた。

　すべての感情をうち消したその面持ちも、あるいは時臣の目には、感激に極まっているものと映ったのかもしれない。

「我が師よ……至らぬこの身に、重ね重ねのご厚情。感謝の言葉もありません」

「君にこそ感謝だ。言峰綺礼。これで私は後こう顧この憂いなく最後の戦いに臨むことができる」

　無む垢くなほどに澄すんだ笑顔でそう言って、時臣はソファから腰を上げた。

　今──綺礼は、運命というものに想いを致さずにはいられない。

　それは偶然の堆たい積せきに意味を見出す虚しい試みだという。ならば今この時、このタイミングで、遠坂時臣が言峰綺礼に刃物を手渡すという出来すぎた事態にすら、なんの必然もないというのか。

「長く引き留めてしまって、済まないね。飛行機の時間に間に合うといいのだが──」

　──そして今、応接間の出口の方を向いた時臣が、あまりにも無防備すぎる背中を綺礼の眼前にさらけ出すのも、ただの偶然の仕業というのか？

「いえ、心配はご無用です。導師マスター」

　──或いはそれが必然ならば、運命とは、ただひたすら愚ぐ鈍どんと過ちと蒙もう昧まいによってのみ紡つむぎ上げられていくのだろうか。ヒトの祈りを、希望を裏切り、すべてを裏目へと導いていくために？

　綺礼は笑った。いつになく朗ほがらかに。

「もとより、飛行機の予約などしておりませんので」

　自分にもこんな笑い方が出来るのだという事実に驚いた。目の前の背中へと突き入れた短剣の手応えすらも、その意外性の前には霞かすんだ。

「……あ？」

　友愛と信任の証あかしたるアゾット剣の切っ先は、肋ろっ骨こつの隙すき間まから滑なめらかに侵入し、心臓の真ん中を突き破っていた。修練を積んだ代行者ならではの正確無比な刺し突とつであった。殺意も、何の予兆もなく、刺された時臣自身でさえも、胸の激痛が何を意味するのか咄とっ嗟さに理解できなかっただろう。

　それでも、心臓の最後の一鼓動が、送り出した血流が脳を一巡するまでの間、時臣には思考の猶ゆう予よがあった。よろめく足取りで振り向き、晴れやかな笑顔のままに手を血に染めた綺礼を見つめた時臣は──だが最後まで、その眼差しに理解の色を宿すことなく、ただ途方に暮れるばかりの呆ほうけた顔のまま、カーペット敷きの床に倒れ伏した。

　きっとこの魔術師は、最後まで自らの認識に固執し、事実を事実として理解することもなく果てたのだろう。らしいと言えば、らしい。自らの生きる道を確信し、常に迷いなく足を踏み出し──すぐ足許に口を開けた陥かん落らくに、ついぞ目を遣ることすらしなかった人物であった。

　冷えてゆく亡なき骸がらの傍かたわらに、やおら燦さん然ぜんたる気配が湧き起こり、煌きらびやかなる黄金のサーヴァントが実体化する。

「──フン、興きょう醒ざめな幕切れだ」

　紅あかい双眸には侮ぶ蔑べつも露わに、アーチャーはかつてのマスターの死相を爪つま先さきで小突いた。

「もう一ひと悶もん着ちゃくぐらいあるかと期待していたのだがな。見よ、この間抜けた死に顔を。最後まで己の愚劣さに気付かなんだという面ツラだ」

「すぐ傍に霊体化したサーヴァントを侍はべらせていたのだ。油断したのも無理はあるまい」

　綺礼の皮肉に、アーチャーは痛快そうな笑みで応じた。

「早くも諧かい謔ぎゃくを身につけたか。綺礼、その進歩ぶりは褒めておこう」

　そんなアーチャーに綺礼は真顔で、改めて厳粛に問いかける。

「本当に異存はないのだな？　英雄王ギルガメッシュ」

「お前が我オレを飽きさせぬ限りに於おいては、な。さもなくば綺礼、お前もまたここに転がっている骸むくろのように打ち捨てられるまでのことだ。覚悟を問われるべきは、むしろお前だぞ」

　そう混ぜ返されても、綺礼は動じることなく頷いた。

　確かに、命を託す相手としてこれほど危険な存在はあるまい。これは言葉通りの意味で悪魔との契約になるだろう。恩も忠節も一切無縁、利害すらも測りがたい、気まぐれで横暴な絶対者たるサーヴァント。

　だが──だからこそ相応しい。

　かつて綺礼に何の答えももたらさなかった仁義や道徳の類たぐいとは、まるで無縁なこの英霊こそ、これより先の戦いに綺礼を導いていく道標となるに違いない。

　上着の袖を捲り上げ、腕に刻まれた令呪を晒さらして、綺礼は厳おごそかに唱となえ上げた。

「汝なんじの身は我の下に、我が命運は汝の剣に。聖杯のよるべに従い、この意、この理ことわりに従うのなら──」

「誓おう。汝の供物を我が血肉と成す。言峰綺礼、新たなるマスターよ」

　魔力供給の経路パスは滞りなく繫がり、再び効力ちからを得た左手の令呪が鈍どん痛つうとともに光を宿す。

　契約は完了し、今ここに、聖杯を巡る最強にして最悪の一組が、誰に知られることもなく誕生した。

「さあ綺礼、始めるとしようか……お前の采さい配はいで、見事この笑劇に幕を引くがいい。褒美に聖杯を賜たまわそう」

「異存はない。英雄王、お前もせいぜい愉しむことだ。望む答えを得るその瞬間ときまで、この身は道化に甘んじるとも」

　愉ゆ悦えつに光る血色の瞳ひとみと、感慨に沈む黒い瞳は、互いに了解を交わしあった。
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　朝の爽そう気きの中、衛宮切嗣は深山町にある廃屋の前に立った。

　築九〇年を数えるほどの老朽物件でありながら、解体も改築もされず、庭には前時代の土蔵を残したまま、という条件が彼の眼鏡に適い、アイリスフィールのための予備拠点として買い入れた屋敷である。何やら込み入った由来があるらしく、契約に際して地元の暴力団と一悶着起こしかかる羽目になったものの、あれほど早期に市外のアインツベルンの森が攻略されてしまったことを思えば、結果としては決して無駄な買い物にはならなかった。

　セイバーはここにはいない。令呪を通じて感じ取れるはずのサーヴァントの存在感を、今は間近には感じない。おそらくは昨夜の遠坂との会見で仕入れたライダー陣営の居所を目指して、既に発たった後なのだろう。切嗣も後から追うつもりでいる。

　ウェイバーという見習い魔術師については、居場所さえ把握できたなら暗殺は容易たやすい。──が、あくまでそれはセイバーが敵のサーヴァントを引きずり出した後の話だ。昨夜も切嗣は、単身で冬木教会から帰宅する遠坂時臣を尾行しながらも、ついに襲撃することが叶わなかった。アーチャーがどこから監視していることやら判らない状況では、そのマスターに手を出すのは自殺行為にしかならないからだ。

　確たる標的を見出しておきながら、だが切嗣はそこへと直行せず、敢えてこの廃屋に立ち寄った。

　ただの直感だけでなく、数々の諸要素から導かれたひとつの予見……おそらくは、妻と言葉を交わすのはこれが最後の機会になる。

　私情に流されてのことではない。むしろ逆だ。三体ものサーヴァントが脱落した今、聖杯の〝殻〟であるアイリスフィールがどのような容態にあるのか、切嗣は過たず理解している。自らの心の弱さを弁えるなら、ここに来てはならなかった。

　今ここで妻と対峙するのは、切嗣にとっての試練であり、罰だ。

　自らが求める聖杯の生贄として、かつて愛した女が衰え死にゆく姿を直視して──それでもなお揺るがない自分であるならば。

　そのときは、衛宮切嗣にはもう何の憂いもない。以後は一切の葛藤も逡巡も抜きにして、彼は機械の如く精密に的確に、その手で聖杯を摑み取ることだろう。

　いわばこれは、戦闘兵器としての自分に対して最後に課す強度試験だ。

　耐えきれず砕け散るようなら……そのときは衛宮切嗣という男も、その懐いだいた理想も、所しょ詮せんはその程度のものだったというだけのこと。

　荒れ果てた庭を横切って土蔵の前に立ち、取り決め通りの符ふ丁ちょうでノックをする。すぐさま舞弥が、分厚い鉄扉を内から押し開けて顔を覗かせた。

　一言も発しないうちから、切嗣は舞弥の変化に気付く。

　いついかなるときも任務に絡む最低限の諸要素しか気にかけない、冷淡で虚ろな眼差しが、今日に限ってはどこか硬く切迫したものを孕んでいる。まるでこの場に切嗣が現れたことに動揺しているかのように。

「……マダムに、お会いになるのですか？」

　切嗣が無言で頷くと、舞弥は少しだけ咎めるかのように目を伏せる。

「彼女の状態は、今は……」

「解っている。承知の上だ」

　この蔵の中で何を目にすることか、それを弁えた上でなおも切嗣はやってきたのだと──そう理解した舞弥は、それ以上何も言わず切嗣に道を譲ると、自らは彼と入れ違いに蔵の外へと出た。

　二人が対面する場に居合わせるべきではないという心遣いなのだろうが、これもまた舞弥らしからぬ配慮である。短い期間とはいえ行動を共にするうちに、彼女はアイリスフィールに何らかの感情移入をするようになったのかもしれない。──丁ちょう度ど、九年前の切嗣がそうであったように。

　暗い土蔵の片隅で、静かに魔力を脈動させる魔法陣の中に横たわる眠り姫。その姿が、切嗣に既視感を呼び起こす。

　初めて出会ったときも、そうだった。アハト翁に案内されて、アインツベルンの工房の最奥、羊よう水すい槽そうの中で眠る彼女と引き合わされた。

　聖杯の外装殻──たった九年で用済みになる装置に、なぜこんなにも美しい姿を与えたのかと、不思議に思ったのを憶えている。

　こいつが聖杯なのか、と傍らの老魔術師に問うたとき、眠っていたはずの彼女が目を開けた。ゆらめく羊水越しに見たその瞳、深い深い緋色の奥底に魅入られたあの瞬間は、今もなお切嗣の中にまざまざと焼き付けられている。

　丁度、あのときとまったく同じように。

　覗き込む切嗣の目の前で、アイリスフィールは目を開け、そして柔らかく微笑んだ。

「あ──キリツグ、だ──」

　まるで霞を摑もうとするかのように心許ない手つきで、彼女はそっと切嗣の頰に指先で触れる。

　ただそれだけの動作さえ、今の彼女には精一杯の大儀なのだと──冷えきった指の弱々しい痙攣が、有あり体ていに告げている。

「──夢じゃないのね。本当に──また、逢いに来てくれたのね──」

「ああ。そうだよ」

　思いのほか容易に、声は出せた。ナタリアを撃ったときもそうだった。手先にも、言葉にも、決して支障はない。どんなに心が軋んでも、想いが砕け散っても、この両手は十全に与えられた使命を果たす。

　勝てる──と、そのとき確信した。

　いま衛宮切嗣は万全だ。その機能の信頼性には全幅の保証ができる。

　人としての強さなど、もとより自分には求めるまでもなかったのだ。どんなに迷おうが、苦しもうが、そんな障害バグはハードに何の影響ももたらさない。彼の目的意識を遂行するシステムは、別のドライブで滞りなく稼働する。

　あらためて思い知る。──自分は、ヒトとして致命的に壊れているが故に、装置として万全なのだと。

「私はね……幸せだよ……」

　機械でしかない男の頰を、そっと慈しむように撫でながら、アイリスフィールは囁きかける。

「恋をして……愛されて……夫と、娘と、九年も……あなたは、全てを与えてくれた……私には望むべくもなかった、この世の幸せの全てを……」

「……すまない。色々な約束を、果たせなかった」

　語り聞かせた。常とこ冬ふゆの城で。外の世界には何があるのかを。咲き乱れる花について語った。輝く海について語った。

　いつか城の外に連れ出して、それら全てを見せてやると誓った。

　今にして思えば、なんと無責任な約定だったことか。

「ううん、いいの。もう」

　不実な誓いを咎めることなく、アイリスフィールは微笑んだ。

「私が取りこぼした幸せがあるなら……残りは全部、イリヤにあげて。あなたの娘に──私たちの、大切なイリヤに」

　そこで切嗣は理解した。滅びを間近に控えながら、なおも気丈に笑えるアイリスフィールの強さ──その源泉がどこにあるのかを。

「いつかイリヤを、この国に連れてきてあげて」

　祈りを子に託すとき、母親には恐れるものなど何もない。

　だからこそ彼女は笑える。怖おじることなく粛々と、自らの末路を歩んでいける。

「あの子に、私が見られなかったものを全部……見せてあげて。サクラの花を、夏の雲を……」

「わかった」

　切嗣は頷いた。

　それは聖杯を求める機械には不要な挙動。まったく意味のない契約。

　だからこそ、ヒトとして頷いた。

　この手に聖杯を摑み、世界の救済を成し遂げた、その果てに……用済みとなった機械は、ふたたびヒトに戻るだろう。

　そのときようやく、彼は妻を偲んで泣ける。今度こそ本当に、父親として惜しみなく娘を愛してやれる。

　それは遠くない未来の話。わずか数日の後には訪れる結末の向こう側でしかない。

　ただ──現在いまではない。それだけのこと。

「これを……返さないと、ね……」

　アイリスフィールは、震える手を自らの胸にあてがうと、その指先に精一杯の力を込めて、渾こん身しんの魔力を紡ぎ出す。

　ふいに何もない彼女の手の中から黄金の光が溢れ出し、土蔵の薄闇を温かく照らし上げる。

「……ッ」

　切嗣が息を吞んで見守る中、輝きは徐々に形を変えて輪りん郭かくを整え、やがて煌びやかな金属の質感を具現化させて彼女の手の中に収まった。

　黄金の、剣の鞘。

「アイリ……」

「これは……この先、あなたにこそ必要なもの。あなたが最後の戦いに挑むとき、きっと役に立つ……」

　アイリスフィールの声は以前よりなお増して、力なく萎しおれていた。

　無理もない。壊れゆく彼女の容態を土壇場で食い止めていた、最後の護りたる奇跡の宝具──概念武装として彼女の体内に封入されていた『全て遠き理想郷アヴァロン』を、今、彼女は自らの手で分離してしまったのだ。

「私は……大丈夫。舞弥さんが守ってくれる……だから……」

「……判った」

　冷徹に判断するならば。

　元来がセイバーの所有物である『全て遠き理想郷アヴァロン』は、サーヴァントからの魔力供給があって初めて効力を発揮する宝具である。この先、セイバーとともに前線に立つ望みのないアイリスフィールが装備していたところで戦略的な価値はない。

　たとえ彼女の崩壊に多少なりとも歯止めをかけることができたとしても、そこには気休め程度の意味しかない。

　──過たず、動じることなく、そういう判断を下すことが、今の切嗣には可能だった。

　切嗣は差し出された黄金の鞘を受け取ると、衰弱した妻の身体を、そっと冷たい床に横たえ、立ち上がる。

「じゃあ、行ってくるよ」

「はい──お気をつけて、あなた」

　別れの言葉は、短く、簡素に。

　そして衛宮切嗣は、乾ききった目のままに、妻の寝所を後にした。




　外で所在なげに待っていた舞弥は、土蔵から出てきた切嗣を見て、静かに息を吞んだ。

　その手に携えた輝く宝具の正体を察し、今それが切嗣の手に預けられていることの意味を、たちどころに悟ったせいでもある。だがむしろ、本当の意味で舞弥を竦ませたのは、切嗣自身の面持ちの変化だった。

「今日じゅうに、ライダーのマスターを仕留めてくる。セイバーは先行しているな？」

「……はい。今朝方、あなたが来る少し前に」

「良し。──舞弥、君は引き続きアイリの警護を頼む」

「分かりました……あの、切嗣？」

　淀みない足取りで門を出て行こうとした師を、舞弥は戸惑いぎみの声で呼び止める。

「どうした？」

　肩越しに振り向いた切嗣の双眸を、しばらく彼女は見つめた後、浅いため息とともに目を伏せた。

「やっと、戻りましたね。昔のあなたの顔に」

「……そうか」

　低く相あい槌づちを打つと、切嗣は頷くこともなく背を向けて、そのまま門を出て行った。
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　噓のように凪ないだまま過ぎた一日のあとで、ウェイバーは状況の意味を確信した。

　朝一番に床を出ると、老夫婦には帰宅が遅くなる旨を告げ、そのまま朝食も摂とらずに新都へと向かう。

　ラッシュアワーにはまだ早い時間だったが、冬木から隣町へ通う勤め人も多いのだろう。駅へ向かうバスは既に満員の有様だった。

　慣れない人の波に揉もまれながらも、そんな喧けん噪そうさえもが、今のウェイバーには空虚なほど安あん穏のんに感じられる。

　ここ数日、付かず離れず隣にあった圧倒的な存在感。その騒がしさと暑苦しさと鬱陶しさに比べれば──まるで祭りの後の空き地に取り残されたような気分だった。




　勿論、ライダーの気配が途絶えているわけではない。こうしている今現在も、霊体化したサーヴァントの威圧的な雰囲気はすぐ隣から伝わってくる。

　ところがあの巨漢は、実体化をしないのだ。一昨日の夜にキャスターと戦って以来、ずっと霊体のまま姿を現さない。

　これが他のサーヴァントであれば、何の不思議もない当然の状況だ。戦闘状態でもない限り、わざわざ実体をとって無駄な魔力を浪費する理由などないのだから。が、ことイスカンダルに限ってそれはない。そもそもあの男は、実体で在りたいがためだけに聖杯を求めているような男である。

　これが数時間かそこいらのことならば、ただの気まぐれかと思うこともできた。だが丸一日ともなれば明らかな異常だ。あのライダーが柄にもなく、敢えて実体化を差し控えている理由──心当たりも、なくはない。

　霊体であろうともマスターであればサーヴァントとの会話は可能だし、ウェイバーが呼びかければ、ライダーはすぐにも応じることだろうが、今のウェイバーにはそれが憚られた。どんな返事が返ってくるか、何となく察しがついている以上、その返事に対処できる状況も万全に整えた上でなければ、問答を始めたくなかったのだ。

　そのための、早朝からの買い物だった。

　まずは始業早々の百貨店へ行き、アウトドア用品の売り場で、冬山用の分厚い寝袋と断熱シートを一式。それなりの出費にはなったが、ライダーが買ってきたゲーム機に比べれば可愛いものである。

　むしろ頭に来たのは、薬局のブースにあった栄養ドリンクと使い捨てカイロの値段だった。馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどに安い。これと同程度の効果をもたらすアイテムを、手持ちの薬品で魔術的に作成しようとしたら、明らかに数十倍のコストがかかる。どうしようもなく魔術師としてのプライドを損なわれた気分になり、ついうっかり必要以上に買い込んでしまった。

　あらためて現代という時代に生きることの虚しさをウェイバーは痛感した。生まれる時代が違っていれば、ただ魔術を学んでいるというだけでも敬服され、あるいは恐怖されていたことだろう。なぜ自分はそういう世界ではなく、ホッカイロ徳用一〇パック四〇〇円などという世せ知ち辛がらい場所に生を享うけてしまったのか？

　ともかく必要なだけの買い物を済ませると、あとは寄り道もせずにバスで深山町に引き返す。マッケンジー宅最寄りの停留所を二つばかり乗り過ごし、より目的地に間近なところで降りた。目についたコンビニで鰻うな玉たま丼どん弁当を購入し、レンジで加熱。冷めてから食べるのも嫌なので、あとはなるべく足早に先を急ぐ。

　本当は、一刻も早くライダーに事情を問い質したくてうずうずしていた。何の説明もなく顔を見せないサーヴァントが腹立たしくて仕方なかった。もしウェイバーが今以上に迂う闊かつであったなら、半日早くそれを詰きつ問もんしていただろう。そして多分、思い知らされていたはずだ。──魔術師としての自分の未熟さ、無力さと、敢えてそれを問うまいと沈黙を守っていたライダーの配慮について。

　そんな惨みじめな思いをするのだけは、断じて願い下げだった。そもそも自分のサーヴァントから余計な気遣いを受けたというだけでも、充分に屈辱的である。

　たしかに自分は非力で、無能だ。だがそれを自分から認めるのだけは嫌だ。己の力量を重々に承知しつつ、なおも最善の結果を出す手て筈はずを整えているのだと、そう胸を張って豪語できるだけの準備をした上でなら、あのライダーにも弱みを見せずに済む。そう思えばこそウェイバーは、ライダーの沈黙に対し、自分もまた意固地になって沈黙を守り続けた。

　やがてウェイバーは住宅街を抜け、緑地公園という名目で開発から取り残された雑木林に辿たどり着いた。

　遊歩道すらない梢こずえの隙間を、迷うことなく奥へと進む。夜と昼とではまったく印象が違うものの、ウェイバーにとって、ここはそれなりに見知った場所である。

　ようやく目指す場所に着くと、要所要所に問題がないか確認し、ウェイバーは安堵の吐息をついた。さっそく落ち葉の積もった地面に断熱シートを敷き、コンビニで買った弁当を食べ始める。レンジの加熱は既に冷めきり、味も何もあったものではなかったが、まぁ今さらどうでも良かった。ともかく今はカロリーの摂せっ取しゅが大前提なのだ。

『──美味うまいのか？　それは』

　まる一日と一晩ぶりに聴くライダーの声。よりにもよって霊体のくせに、最初の興味は食い意地か、と、ウェイバーはほとほと呆れかえった。

「いいや。不味まずい。日本の食文化も底が知れるな」

　憮ぶ然ぜんと答えるウェイバーに、霊体のライダーがさも切なそうに溜息をつく。

『坊主、貴様さっき新都で『お好み焼き・鍾しょう馗き』を素通りしおったな？　あそこのモダン焼きは絶品であったというのに、惜しいことを……』

「また食いたいんなら、さっさと実体化できるぐらいまで回復しろよ」

『……』

　沈黙は妙に気まずげだった。だが今のウェイバーにはそこそこに余裕がある。仏ぶっ頂ちょう面づらで鰻玉丼をもっさもっさと頰ほお張ばりながら、魔術師見習いの少年は先を続けた。

「ここが何処どこだか解ってるよな？　オマエを召しょう喚かんした場所だよ。霊格は極上とは言わないまでもそれなりだし、あの晩の魔法陣も、まだ解ほつれてない。オマエにとって、冬木でいちばん相性のいい地脈はここだろ？　回復の効率も段違いに捗はかどるはずだ」

　そもそも一昨日の夜の段階で、ウェイバーは気付いているべきだった。『王の軍勢アイオニオン・ヘタイロイ』ほどの大宝具を二夜連続で行使しておきながら、何の代償もないはずがない。

　いかに他の英霊たちから魔力をかき集めた大魔術といえど、あれだけの固有結界を展開し維持する負担は並大抵のものではない。さらに対キャスター戦においては、ライダー自身もまた結界内での戦闘で満身創そう痍いの有様だった。

　そしてその消耗はライダーにとって、あれほどまでに固執していた実体の維持を諦め、回復に専念しなければならなくなるほど深刻なものだったのだろう。

「ボクは今日一日、ここにいる。何もしないで寝てるから、死なない程度でいくらでも魔力を持って行けばいい。そうすれば、オマエも少しはマシになるだろ」

　ライダーの霊体は、しばし口ごもるかのような気配を見せてから、やがて気の抜けた苦笑を漏らした。

『……ははは。気付いたなら気付いたときにそうと言えよ。後になって見み透すかされていたと解るってのは、なんだ、うん、いささか面おも映はゆいぞ』

「バカ！　オマエこそさっさと言えよ！　いざってときにオマエが満足に動けないようじゃ、危ないのはボクの方なんだからな！」

　あらためてウェイバーは頭に来た。〝面映ゆい〟などとぬけぬけと言うライダーがどうしようもなく腹立たしい。ここで不甲斐なさを恥はじ入るとしたら、それはウェイバーの方なのだ。

　ライダーが実体化を差し控えるほど魔力を切り詰めている理由は、問うまでもなく歴然──彼が回復に要する魔力の消費量に、マスターであるウェイバーからの供給量が、まるで追いついていないということだ。

　もちろん、屈辱的ではある。自分がライダーほどの強大なサーヴァントを従えるには相応しくない、脆弱な二流のマスターであることが、これで証明されたも同然なのだ。悔しいし、恥ずかしい。が、それ以上に立腹するのがウェイバーならではの心情である。

　まぁ、自らのサーヴァントの状態を正確に把握できなかった自分にも、たしかに非はあろうが、それでも圧倒的に悪いのは自己申告しなかったライダーである。魔力が足りないなら足りないと、それこそ普段のようにウェイバーの頭をひっぱたいて横柄に要求してくれば、ウェイバーにもそれなりの覚悟を決めて、あるいは何らかの準備ができたかもしれないというのに。

　弁当を完食し、脂あぶらっこいげっぷが漏れるのに辟へき易えきしつつ、さらに続けてウェイバーは栄養ドリンクを一本ずつ飲み干しながら、傍らの霊体に問いかけた。

「……なんで黙ってたんだよ？　ずっと」

『いや、もう少し踏ん張りがきくかと思っておったのだがな。河での戦闘の消しょう耗もうが、思いのほか応こたえてなぁ』

　無理もない。ライダーはキャスターが招いた海魔の上陸を食い止めるために、『王の軍勢アイオニオン・ヘタイロイ』の固有結界を限界以上まで維持し続けたのだ。いくら何でもあれは無茶だった。あの時点でウェイバーは、セイバーたちとの同盟よりも、自らのサーヴァントを慮おもんぱかるべきだったのだ。

「結局、オマエの切り札って、実はとんでもなく魔力を食い潰すんだろ」

『いやぁ、規模の割には燃費は良いぞ。軍勢ヘタイロイの連中はまぁ、召喚っつうか、実際のところ勝手に押しかけてくるようなもんだし、それから皆が総出で結界を維持するわけだからな。余は連中の骨折りに凭よりかかってるだけで済む』

「噓つけ。あれだけ馬鹿げた大魔術なら、発動するだけでも大おお事ごとなんだ。その点、最初に号令かけるのはオマエ一人なんだから。『座』にいる連中に呼びかけるだけで、オマエ、とんでもなく消耗するはずだろ」

『……』

「最初はボクも見過ごしてたよ。オマエが言うとおり、並外れて効率のいい宝具なのかと思ってた。最初にアサシンの連中を倒したとき、オマエがボクの魔術回路から持っていった魔力量、どう考えても少なすぎたからな」

　それがもとで、ウェイバーは『王の軍勢アイオニオン・ヘタイロイ』の消費魔力を見誤っていたのだ。馬鹿正直に納得してしまった自分に、返す返すも腹が立つ。あくまで魔術は等価交換という大原則に立ち戻るなら、あんな規格外の大魔術が、そう易やす々やすと発動できるわけがない。自らのサーヴァントが桁けた外はずれの大馬鹿野郎であることを、ウェイバーは念頭に置くべきだったのだ。

　過剰摂取した精力剤による、今にも吐き戻しそうなほどの胸焼けを何とか堪えつつ、ウェイバーは断熱シートの上に寝袋を広げ、靴を脱いでその中に潜り込んだ。

「ライダー、本当はオマエ、ボクが負担するべきぶんの魔力まで自前の貯蔵魔力だけで賄まかなってきたんだろ。その上で、二度もあんな無茶をやらかして……一体全体、どういう了見だ⁉」

『だって……なぁ』

　さも言いにくそうに口を濁してから、ライダーは嘆たん息そくする。

『まぁ正味の処ところ、サーヴァントとしての余は生きっ粋すいの魂喰らいソウルイーターであるからして。全開の魔力消費に坊主を巻き込めば、そのときは、命すら危うくしかねんからな』

「ボクは──それでいいんだ」

　思い詰めた昏くらい眼差しで地を見つめたまま、ウェイバーは低い声で嘯く。

「聖杯を、ただオマエに獲ってきてもらうだけなんて、嫌だ。これはボクが始めた戦いだ。ボクが血を流して、犠牲を払って、その上で勝ち上がるんでなきゃ、意味がないんだ」

　新都散策の折に、あっさりと笑い飛ばされた戦いの意義。だがそれでも、ウェイバーは捨てきれない。諦めきれない。どんなにちっぽけだと笑われようと、この胸には、誰にも譲れないモノがある。

「聖杯の使い途なんて知るか！　ボクはな、後のことはどうだっていい。ただ証明したいだけだ！　確かめたいだけだ！　このボクが──こんなボクにだって、この手で摑み取れるものがあるんだってことを！」

『──だが坊主、そいつは聖杯が本当にあった場合の話だよな？』

　思いもよらないライダーの言葉に、ウェイバーは面食らってしばし言葉を失った。

「……え？」

『皆が血眼になっちゃあいるが、件くだんの冬木の聖杯とやらが本当に噂通りのシロモノだってぇ保証はどこにもない。違うか？』

　今になってライダーが何を言い出すのか、ウェイバーには相手の真意がまるで見えなかったが、たしかにその問いは否定しきれるものではなく、とりあえずは頷くしか他になかった。

「そりゃ、そうだが。でも……」

『余はな、以前にもそういう〝在るか無いかも知れぬモノ〟を追いかけて戦ったことがある』

　述懐の言葉は、なぜか苦々しく冷ややかで、いつもの晴れやかな覇気とは程遠い。

『最果ての海オケアノスを見せてやると──そういう口上を吹き散らし、余は世界を荒らしに荒らして廻った。余の口車に乗って、疑いもせずについてきたお調子者を、随ずい分ぶんと死なせた。どいつもこいつも気持ちのいい馬鹿揃いだったよ。そういう奴から先に力尽きていった。最後まで、余の語った最果ての海オケアノスを夢に見ながら、な』

「……」

『最後には、余を疑うようになった小利口な連中のおかげで、東方遠征は御破算になった。だがそれで正解だった。あのまま続けていれば、余の軍勢は何処に辿り着くこともなく総倒れで終わっただろう。

　この時代の知識を得たときは、まぁ結構、応えたわい。まさか大地が丸く閉じているなんて、悪い冗談にも程がある。だがそれでも、地図を見れば納得するしかなかった。最果ての海オケアノスなんて何処にもありゃしなかった。余の理想ユメは、ただの妄想でしかなかった』

「おい、ライダー……」

　たとえそれが真相だとしても。

　よりにもよってイスカンダル自身の口からそんな言葉が出るというのは、ウェイバーにとって、たまらなく嫌だった。

　あんなにも鮮烈に、直ひた向むきに、その景色を胸に想い描いておきながら──なぜこの男は今になって、こんなにも醒めた声で、懐き続けたユメを否定するのか。

　だが、声に出しかかった糾きゅう弾だんの言葉は、喉元で萎しぼんで消える。

　糾ただせば知られてしまう。自分が、ライダーと同じ夢を共有していたのだと。無断の覗き見で彼の内側に踏み込んでいたのだと。そんなことは絶対に白状できない。それこそウェイバーの誇りに関わる。

『余はなぁ、もう、その手の与よ太た話ばなしで誰かを死なせるのは嫌なんだ。聖杯の在処が確かなら、命を懸かけようという貴様の意気込みに報いてやることもできようが……生あい憎にく、まだそうとも言いきれぬ。丸い大地と同じぐらいに途方もない裏切りが、潜んでいないとも限らぬからな』

「でもボクは……それでも、オマエのマスターなんだぞ」

　そう意地になって反駁しながらも、だが一方で心の奥底では、そんな自分に呆れて失笑してしまう。

　ろくに魔力も供給できないくせに。

　無理を押して戦っていたサーヴァントの虚勢を、見抜くことすらできなかったくせに──と。

　だがそんなウェイバーの胸中などお構いなしに、霊体化したライダーの声は普段と変わらぬ豪放さで、呵々と大笑いするばかりだった。

『坊主、貴様も言うようになったではないか！　うむ、たしかに魔術回路の方も、普段より威勢良く廻っとる。地脈から吸い上げられる分もあるし、日中を休息に費やせば、夜にはまだ一暴れできそうだな』

　経路パスを通じてライダーへと吸い上げられていく魔力量の多さは、ウェイバーも自覚していた。さっきまでの胸焼けは既に噓のように消え去り、逆に今は猛烈な疲労感で指先を動かすのも億おっ劫くうだった。発汗すらなく総身から力が抜けていく。瞼まぶたを開けているのも辛いほどだ。

「……で？　一暴れって、次は一体ナニやらかすつもりだ？　オマエ」

『ふむ、そうさなぁ……今夜はじゃあ、まずセイバーの奴でも相手をしてやるか。もう一度、森のあの城を攻めてみようではないか』

「また酒さか樽だる片手におちょくりに行くわけじゃないだろうな？」

『当然だ。奴とは語るだけのことは語り尽くした。あとは矛ほこを交えるまでよ』

　飄々と言い放つ声は、だが内に秘めた獰どう猛もうさを滾らせている。気安く挑むようでいながらも、ライダーとて、あのセイバーが難敵であることは充分に承知しているのだろう。壮烈な激戦になることは、もとより覚悟の上とみえた。

「……この調子で、夜までにどの程度まで回復できそうだ？　オマエ」

『そうさな……あくまで概算の上での予見だが。『神威の車輪ゴルディアス・ホイール』の使用は、まぁ最大出力となると危なっかしいが、飛ばすだけなら問題なかろう』

　思案する風に一息置いてから、さらに霊体のライダーは溜息混じりに続ける。

『だが『王の軍勢アイオニオン・ヘタイロイ』は──おそらくあと一回の展開が限度だな』

「そうか……」

　当然といえば当然だった。むしろ最後の一枚といえども切り札を手元に残せたことを僥ぎょう倖こうと考えるべきだ。

『使いどころとしては、対アーチャー戦だな。あの金ピカの出で鱈たら目めぶりには、余もまた切り札を以て処するしかない。だから他の敵には、戦車だけで事に当たることになろう』

　戦略としては間違っていない。が、そうなるとまた別の疑問がウェイバーの内に湧き起こる。

「だったら……ライダー、なんでわざわざセイバーとも戦うんだ？」

『ん？』

「だってオマエ、もうアイツのことは眼中にないみたいなこと言ってたじゃないか。余裕がなくなってきたんなら、今後は戦いの回数も絞っていくべきだ。

　そりゃアーチャーは……まぁ、オマエ勝手に変な約束しちゃったし、今さら後には退ひけないんだろうけどさ。セイバーのことは、他のサーヴァントに相手をさせて脱落するのを待つ手だってある」

　ウェイバーの真面目な提案に、応じたのは気の抜けた失笑だった。

『おいおい、坊主。指があったら額ひたいに一発かましてるところだぞ』

「な、なんだよ⁉　ボクは当たり前の戦略を話してるだけだろうが！」

　ここでライダーに実体があればウェイバーは額を庇っているところだが、相手が霊体のままであれば、矮軀の魔術師もまだ強気でいられる。

『セイバーの奴めはな、余が倒さねばならんのだ。それが同じ英霊としての余の務めだ』

「……なんだよ、それ？」

『あの馬鹿娘は、余が正しく征してやらねば永遠に道を踏み誤ったままだろうて。それではあまりに不ふ憫びんに過ぎる』

　ライダーの言い分は、ウェイバーにとってはまるで理解の外だったが、ともかくその判断が、毎度の如ごとく聖杯戦争を度外視した征服王なりの動機によるものだということだけは解った。

　そういう余計な発想は、マスターとして戒いましめるべきなのだろうが──実のところウェイバーも、内心ではセイバーとの対決を間違いなく回避できるものと楽観していたわけではない。他ひ人と任まかせで脱落を待つには、セイバーというサーヴァントの性能はあまりに強力に過ぎる。より強そうなライバルといえばアーチャーだが、あの謎めいた黄金のサーヴァントも、待ちに徹して対立者を絞り込む心しん算さんでいるようにウェイバーには見える。ライダーより先にセイバーと当たってくれる望みは薄い。

　ライダーが最後まで勝ち残るためには、結局のところセイバーとは、かなり高い確率で直接対決する羽目になるだろう。

「……まぁ、好きにすれば……いいさ……」

　毒づいたつもりが、声は欠伸に紛れてほとんど意味のないものになった。いよいよ眠気が耐え難い。真新しくごわついた寝袋にも、今では羽はね布ぶ団とんのように柔らかい温もりを感じる。

『いいから、無理せんで寝ていろ坊主。今の貴様には休息こそが戦いだ』

「ん……」

　言いたいことはまだ色々あるが、それはまた目覚めた後でいい。姿のないライダーと話すのは、ひっぱたかれる心配のない安堵感はあるものの、どうにも物足りなくて違和感がある。何よりも、今はもう口を開くだけでも一苦労だ。ただひたすらに、眠い。

　とうとうウェイバーは虚脱感に身を任せ、深い眠りの底に沈んでいった。
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　アイリスフィールが次に目を開けたとき、土蔵の採光窓からは緋ひに染まった夕ゆう陽ひが差し込んでいた。

　意識の断絶は、まるで今日一日の時間そのものが欠落したかのようだ。それほどに深く昏こん々こんと眠りに陥っていたのだろう。もはや用を成さなくなりつつある肉体の休眠は、睡すい眠みんどころかむしろ仮死状態に近いものだった。

　容態は、かなり落ち着いている。休息もそれなりに功を奏した様子だった。さすがに立ち上がるのは無理でも、今ならば会話程度は支障なくこなせそうだ。

　ふと傍らを見れば、久宇舞弥は影絵のように静かに、身動き一つせず壁際の一角に座っている。アイリスフィールが最後に見たときと寸分違わぬ位置と姿勢。だが伏し目がちな視線の鋭さは抜き身の刃に似て、油断も倦けん怠たいも一切なく虚空のどこかを見据えている。

　それは頼もしく思えるのと同時に、生身の人間というよりむしろ使い魔や機械人形の類を見るようで、アイリスフィールですら、ある種の畏い怖ふを禁じ得なかった。どのような鍛錬と精神力が、あれほどの集中力の維持を可能とするのか、とても想像が及ばない。

　ささやかな畏敬の念とともに、ふとアイリスフィールは思った。──久宇舞弥という女性は、衛宮切嗣が目指した在り方を、彼以上に体現している存在なのかもしれない。

「──ねぇ、舞弥さん」

　溜息に近い囁き声で呼びかけると、舞弥は犬笛を聞いた猟犬のように、素早く静かにアイリスフィールを注視する。少しだけ申し訳なくなった。アイリスフィールとしては、ただ無駄話がしたかっただけなのだ。

「あなたは、なぜ切嗣のために戦うの？」

「……それ以外に、何もないからです」

　保護対象が苦痛や不都合を訴えているのではなく、ただ会話を求めているだけだと理解した時点で、舞弥は少しだけ緊張を和やわらげ、静かに黙考してから返答した。

「私には、家族のことも、自分の名前も思い出せない。久宇舞弥という名前は、切嗣が最初に作ってくれた偽造パスポートの名義です」

「──え？」

　面食らうアイリスフィールに、舞弥は口元の隅で小さく笑みめいたものを覗かせた。決して感情を表に顕さない彼女にとって、それは最大限の気安さの表明だったのかもしれない。

「憶えているのは、そこがどうしようもなく貧しい国だったということだけ。希望もなく、未来もなく、ただお互いに憎み合い、奪い合うことでしか生きる糧を得られない場所でした。

　戦争は決して終わらず、軍隊を維い持じする資金さえないのに、それでも殺し合いを続けるしかない毎日……そのうちに、誰かが思いついたんです。兵隊を徴用して訓練するより、子供を攫さらってきて銃を持たせた方が安上がりで手っ取り早い、とね」

「……」

「だから銃を渡されるより以前のことは憶えてません。そんな風に、先に精神こころが壊れてしまったから、そのぶんだけ生命いのちが長持ちしたんです。敵を狙って、銃ひき爪がねを引く。そういう機能だけを残して、あとは全てを捨て去って……それができなかった子は、できた子たちより先に死んでいきました。そして私は、たまたま切嗣と出会った日まで生き残れた」

　語りながら舞弥は、自らの手を見下ろす。細くて長い指には、だが女性ならではのたおやかさとは無縁な、どこか鋭利な凶器を連想させる硬さがあった。

「私はヒトとしての中身が死んでいる。ただ外側の器だけがまだ動いて、昔馴染みの機能を維持してます。それが私の〝生命いのち〟です。拾ったのは切嗣だ。だから切嗣が好きなように使ってくれればいい。……それが、私がここにいる理由です」

　決して幸さち多い来歴の持ち主ではあるまいと、そう漠ばく然ぜんと予感してはいたものの、いま端的に語られた舞弥の過去は、アイリスフィールの予想を遥かに凌りょう駕がしたものだった。

　返す言葉もなく沈黙するアイリスフィールに、今度は舞弥が、気まずさを気遣うかのように語りかける。

「むしろ私には……マダム、貴女の熱意こそ意外だった」

「──え？」

　まさか舞弥の方から話の穂を接ついでくるとは思いもよらず、アイリスフィールは些いささか以上に驚いた。

「貴女は生まれ育った城に閉じ込められたまま、外の世界を知らずに生きてきた。そんな貴女が、世界を変革しようという切嗣のために、あれほど必死になって戦うだなんて……」

「私は──」

　舞弥の言葉に、改めてアイリスフィールは自省する。

〝世界を救う〟という理想に突き動かされてきた夫、衛宮切嗣。我が身を切り刻んでまで聖杯を追い求めるその姿を直に目の当たりにした上で、今なお自分が、彼と全く同じ想いを胸に抱いていると言えるのか。

「──そうね。本当は、切嗣の理想がどういうものか、きちんと理解できているわけではないわ」

　そう。答えは──否、だ。

「結局、解った風なふりをしていただけなのかもね。ただ愛しい人と共に歩みたいと思っただけなのかも。舞弥さんの言う通り、私は切嗣が変えようとしている世界のことをまるで解ってない。私の中の理想なんて、何もかも、切嗣の受け売りでしかないわ」

「……そうなのですか？」

「ええ。でも切嗣には内緒」

　アイリスフィールにとっては不思議な感覚だった。夫の前では決して明かせない胸の内を、こうも易々と語り聞かすことができる相手がいるというのは。

「切嗣にはいつだって、彼が正しいと言い聞かせてきた。彼の理想には、私が命を捧ささげるだけの価値がある、ってね。そうやって理解者のふりをしてきたわ。同じ理想を懐いて、そのために死ぬ女なら──ただ夫のためだけに死ぬ女より、よほど切嗣にとっては重荷にならないでしょう？」

「成る程」

　切嗣への愛情とも、セイバーへの信頼とも違う、依存の感覚。アイリスフィールが初めて懐くこの感情は、もしかしたら〝友情〟と呼ばれるものだろうか。

「ではマダム、貴女には、貴女自身のための願いはないと？」

　重ねて問われて、アイリスフィールは、今度は舞弥と共に切り抜けた森での戦いを回想する。あのとき言峰綺礼の圧倒的な強さを前にして、彼女を駆り立てた闘志は、一体どこから湧わいてきたのだろうか。

「願いは……いいえ、確かにある。私は切嗣とセイバーに勝ち抜いて欲しい。あの二人に、聖杯を摑み取って欲しい」

　それは同時に、アイリスフィールの死でもある。切嗣との決別をも意味する。

　だとしても、その祈りこそが──アイリスフィールを内側から突き動かす源泉だ。

「それは……第三魔法の達成という、アインツベルンの悲願ですか？」

「いいえ。なにもユスティーツァの大聖杯にまで到らなくてもいい。私が求めているのは戦いの終しゅう焉えんよ。切嗣が求める通りに世界の仕組みが変わり、すべての闘争が終息するならば、ここ冬木で聖杯を求め争う戦いについても例外じゃない筈でしょう？

　どうか今回の四度目を、最後の聖杯戦争にしてほしいの。聖杯の器のために犠牲になるホムンクルスを、もうこれ以上、増やしたくない」

　そこで舞弥は、半ば閃きでアイリスフィールの真意に思い至った。

「……ご息女の、ことですか？」

「ええ」

　イリヤスフィール・フォン・アインツベルン。ホムンクルスの母ぼ胎たいから魔術師の精を受けて産み落とされた錬金魔術の集大成。直接会ったことのない舞弥も、その存在はもちろん聞き及んでいる。

「大お爺じい様さまの計画ではね、私より以後の『聖杯の守り手』は、より機能を洗練されたホムンクルスになるそうよ。ただ胎内に聖杯を秘め持つのではなく、逆に追加の魔術回路をさらに外装として被せることで、肉体そのものを聖杯の『器』として機能させる構想なの。

　大お爺様は今回の〝第四次〟が始まるより以前から、〝第五次〟の可能性を見越していた。だから私にイリヤを産ませたのよ。もし私と切嗣が失敗すれば、そのときはあの子が『天衣』の実験台として採用される。六〇年後の真打ちを用意するために、ね」

　醒めきった声音が、このとき、情愛の温度を帯びた。

　それはアイリスフィールという存在が、決してただの人形として生きたのではないという証である。彼女には心があった。他者を愛し慈いつくしみ、幸あれば微笑み、悲嘆には涙する、そんな当然の胸の温もりを、ヒトと変わることなく持ち合わせていたのだ。

「あの子を抱いて、おっぱいをあげて……でも私には解ってた。コレも結局は『器』の部品でしかないんだってこと。大切な我が子のことを、そんな風に諦めなきゃならない母親の気持ちが、あなたには解る？」

「……」

　返す言葉もなく、舞弥は沈黙の中で、アイリスフィールの吐露する感情を嚙みしめた。

「でもそれが、アインツベルンのホムンクルスに負わされた宿命なのよ。あの子も、さらに私の孫も、みんな同じように娘を産むたびに、この悲しみを味わうことになる。いつか冬木の聖杯が降霊される時が来るまで、この連鎖は続けられていく。

　だから私は、最後にしたい。私のこの身体だけで、アインツベルンの妄執を終わらせたい。もしそれが叶えば、私の娘は運命から解放される。あの子は聖杯なんて縁のないまま、最後までヒトとして寿命を全うできるようになる」

「母親としての情、ですか……」

　そう問われて、ようやくアイリスフィールは自らの内側をあまりにも多くさらけ出したことに気付き、きまり悪げに苦笑した。

「そうなのかもね。舞弥さん、あなたには想像もつかない？」

「本当なら、解って然るべきなのでしょうが。これでも一度は母親になった身ですから」

「──え？」

　あまりに意外な言葉に、アイリスフィールは耳を疑う。

　その驚きに対して詫びるかのように、舞弥はやや語調を和らげて続けた。

「私にも、実は出産の経験があるんです。意外に思うかもしれませんが」

「……結婚の経験が？」

「いいえ。父親が誰かも判らない。戦場ではね、私たち女の子は全員が、兵舎で大人たちに毎晩輪姦されてましたから。あれは幾つの頃だったか……ともかく、初潮がきてすぐでした。

　子供には名前もつけてあげられなかった。今では生きているかどうかも判らない。もし死んでいなかったとしたら、きっとまだ戦場で殺し合いを続けているでしょう。キャンプでは、五歳になった子供には銃が渡されてましたから」

「そんな……」

　かつて幼年兵だった女が淡々と語る凄惨な過去には、衰弱しきったアイリスフィールでさえも動揺せずにはいられなかった。

「驚かれましたか？　でもこんな話、今ではもう珍しくもないんです。最近は世界中のゲリラたちが、兵士に子供を使う費用対効果コストパフォーマンスを知ってます。私たちみたいな初期のケースが、高い成果を証明してしまいましたから。私のような経験をする子供たちは減るどころか、むしろ鰻うなぎ登りに増えてるんです」

　静かに語り続けるうちに、舞弥の眼差しは次第に冷たく乾いていく。その声音には、もはや怒りも悲しみもない。そんな血の通った感情とは程遠い、ただ底抜けの絶望だけしか、彼女の追憶する景色には伴わないのだろう。

「マダム、貴女は初めて見た世界を美しいと感じて、そこに生きる人々を幸せだと思ったのかもしれない。でも私に言わせれば、あの冬の城から一歩も出ないで暮らしていた貴女の方こそ羨ましかった。この世界の醜みにくさも、おぞましさも、何ひとつ見ることなく済んだなんて」

　舞弥のそんな感慨は、恨うらみ言でこそなかったものの、それでも言葉にした時点でアイリスフィールの無む垢くさを咎める意味合いを持たざるを得なかった。

　舞弥自身も後からそうと気付いたのか、打ち消すようにかぶりを振って、より断固たる言葉で結びをつける。

「こんな世界を、もし本当に違う形に変えてしまうことができるなら……それを成し遂げる切嗣になら、この命はどう使い捨てられようとも構わない」

　ただ戦うこと以外に何もない、と、そう舞弥は自らについて語った。その言葉にはきっと微塵の誇張もない。理想もなく、悲願もなく、その心にはただ焼き尽くされた焦土のように空虚な洞うろがあるだけだ。

　彼女の内面は衛宮切嗣と真逆でありながら、戦士としての両者はあまりにも相似していた。その矛む盾じゅんがあらためてアイリスフィールの心を締めつける。きっと舞弥の存在は、切嗣にとって手本であると同時に戒めなのだろう。彼女を側に置くことによって、切嗣は己の矛盾を封じ込め、冷酷非情の狩猟機械として自らを完成させられるのだ。

「あなたは……切嗣が理想を遂げた後、どうするつもり？」

　アイリスフィールにそう問われて、舞弥はこのとき初めて当惑に視線を彷徨わせた。

「──生き残るなどと、考えてはいません。もし仮に命を繫いだとしても、もう私に生きる意味はない。切嗣によって変革された世界というのは、きっとそういう場所でしょう」

　すべての戦火が根絶された世界には、戦火の中の処方しか知らない人間に居場所はない。その諦観は、舞弥にとっては当然すぎる結論なのだろう。

　それがあまりにも哀しく、悔くやしくて、アイリスフィールの口を衝ついて言葉が出る。

「ううん、そんなことはない。舞弥さん、あなたには戦いの後で果たさなきゃならないことがある」

「……」

　物問いたげな女戦士の視線を正面から受け止めて、アイリスフィールはきっぱりと告げた。

「捜さないと。あなたの本当の名前と家族、それにあなたの子供の消息を。それは忘れ去られていいことじゃない。はっきりと確かめて、刻みつけていかなきゃならないことよ」

「そうでしょうか……」

　アイリスフィールの熱意とは裏腹に、舞弥の懐疑的な声はあくまで冷め切ったままだった。

「もし真に平和な時代が来るなら、私のような人間の記憶は悪夢でしかない。塞ふさがった傷を徒に開き、痛みをもたらすだけだ。せっかくの理想郷に、憎しみの種を持ち込むだけでは？」

「違うわ。だってあなたの人生は夢じゃない。歴れっきとした事実なんだから。それを闇に葬った上での平和なんて、それこそ罪深い欺ぎ瞞まんでしかないわ。

　私、思うの。本当に平和な世界っていうのは、ただ痛みを忘れていられる場所なんかじゃない。もし二度と痛みを生まずに済む場所まで辿り着いたなら、そのとき人間は、過去に置き去りにしてきた痛みや犠牲を、本当の意味で悼いたんで、偲ぶことができるようになるんじゃないかしら」

「……」

　舞弥は押し黙り、しばらくアイリスフィールを見つめて──それから、ほんの少しだけ朗らかな面持ちで、頷いた。

「その言葉は、もっと早くに切嗣にかけてあげるべきでした。もしかしたら彼は、今よりずっと救われていたかもしれない」

　そんな舞弥の感想は、アイリスフィールの胸に、喜びと寂しさを同時に呼び込んだ。

　おそらく──朽ちゆく彼女には、もう二度と、夫と言葉を交わす機会はない。

「──それなら、舞弥さん。あなたが彼に伝えてあげて。私の言葉で、慰めてあげて」

　舞弥は頷く代わりに、曖昧に肩を竦めて見せた。

「善処は、します。でもそれは戦いが終わった後の話です。現状は予断を許さない。彼も、私も、当面は気を抜くことなどできません」

　冷淡な返答に、だがアイリスフィールは、舞弥なりのユーモアの気配を嗅ぎ取った。そんな言い様で相手を笑わせようとしたのかと思うと、むしろそれが滑稽でならない。

「本当に、あなたって人は──」

　途方もない震動が土蔵を揺るがしたのは、そのときだった。

　驚きに身を強張らせるアイリスフィールの肩を、舞弥の腕が即座に抱き起こす。一瞬で臨戦態勢に切り替わった刃の如き眼差しは、既に右手で構えたキャレコ短機関銃の銃口ともども、揺らぐことなく鉄扉へと据えられている。

　再び土蔵が震しん撼かんする。今度こそはっきりと、分厚い鉄扉が外から内側にかけて歪ゆがみ撓たわんだ。何者かが猛烈な力で土蔵の扉を殴おう打だしている。重機でも動員しなければ不可能な荒技ではあったが、聖杯戦争の参加者たる二人にとって、それは驚くべき事態などではなく──むしろ絶望に背筋を凍こおらせるしかない。

　今、土蔵の中へと押し入ってこようとするのがサーヴァントであるならば、もはや舞弥の武器で抵抗することなど不可能だ。かといって退路もない。まさに絶体絶命の危機である。

　だが恐きょう懼くに竦むより先に、二人の脳裏を過ぎるのは信じがたいという疑念であった。

　誰が、一体どうやってこの土蔵を──アイリスフィールの所在を摑んだのか？

　使い魔による斥せっ候こう、千里眼による探知であれば、防御結界でそれと知れた筈だ。そんな前置きも一切抜きにサーヴァントを投入してきたのだとしたら、敵は予あらかじめこの土蔵のことを知っていたとしか思えない。

　三度目の激震。先に屈服したのは鉄扉そのものでなく、蝶ちょう番つがいの埋まった壁の方だった。

　割れた漆しっ喰くいの破片を散らしながら、扉が土蔵の内側へと倒れ込む。矩く形けいに切り抜かれた外界は血染めにも似た夕陽の朱。

　その中に聳そびえ立つ雲を衝くような巨きょ軀くは、紛れもなく──ライダーのサーヴァント、征服王イスカンダルのそれだった。

　舞弥の手の中で、絶望の握力がキャレコの銃じゅう把はを軋ませた。
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　夕闇の訪れる頃には、今日一日の張り込みが空振りに終わるのではないかと、そんな漠たる直感がセイバーを苛んでいた。




　アーチャーのマスター、遠坂時臣から得た情報に従い、深山町の指示された所番地に赴いたセイバーは、そこで確かにマッケンジーなる老夫婦の住居を見出した。呼び鈴に応えて現れた老婦人の話によれば、たしかにここ数日間、孫とその友人が逗とう留りゅうしているという話である。老婦人はセイバーもまた彼らの友人の一人だと勝手に思い込んでしまったらしく、訝いぶかることもなく気軽に応対してくれた。

　語り聞かされた二人の風体は、間違いなく、ライダーとそのマスターのものだった。ところが肝心のサーヴァントの気配が、まったく感じられない。この程度の規模の家屋なら、もし屋内にサーヴァントが隠れ潜んでいたなら、たとえ玄関先からでもそれと察しがつくはずである。

　聞けば二人は、今朝早くに外出したきり戻っていないという。さては何らかの手段でセイバーの来訪を予知し、逃げ出したのかとも疑ったが、あの征服王に限ってそんな弱腰は考えにくい。むしろ雌し雄ゆうを決するためならば正面から出迎えてきそうなものだ。

　結局、行き違いになったのはただの偶然と判断したセイバーは、大人おとなしく門前を辞し、少し離れた場所からマッケンジー宅を見張って、ライダーたちの帰宅を待つことにした。

　無論、応対してくれた老婦人には、真の事情については一切を伏せたままにしておいた。ウェイバー・ベルベットに誑たぶらかされているとはいえ、あの家の住人はあくまで無関係の一般人である。聖杯戦争に巻き込んでいい道理がない。そういった節ふし目めについては、きっとあのライダーも配慮するはずだ。

　冬木市全域を危機に陥れたキャスターの暴挙を阻はばむために、ライダーは聖杯戦争を棚上げにして振る舞った。そんな、英霊としてごく真っ当な誇りの在り方を、あの征服王は決して違たがえないだろうとセイバーは判断していた。いずれ戻ってきたライダーがセイバーの姿を見咎めれば、きちんとサーヴァント戦に相応しい場所を選んだ上での対決を望むことだろう。

　さすがに、ただ往来をうろうろしていたのでは人目を惹ひきすぎるとすぐに気付き、セイバーは最寄りのバス停のベンチで時を待つことにした。以来、まんじりともせず待つうちに数時間が経過し、現在に至る。

　直に老人宅を見張れる位置ではないが、ライダーが戻れば必ずやサーヴァントの気配を嗅かぎつけ、セイバーのことを見出すはずだ。そこで逃避や奇襲といった手段に走る相手ではない。セイバーの挑戦の意図を敢えて汲み、戦いに向いた場所へと誘導しにかかるだろう。

　奇妙な話ではあるが、ライダーの、戦闘代行者たるサーヴァントとしての在り方について、セイバーは全ぜん幅ぷくの信頼を置いていた。たしかに相容れない哲理の持ち主ではあるが、あの英霊が自らの〝王の誇り〟を前提として動いていることに疑いの余地はない。正々堂々と挑みかかるかぎり、裏切られることはない。ライダーは自らの誇りを損なうような戦略を決して選ばないだろう。

　むしろセイバーの不安は、正面より背後にある。

　彼女のマスターである衛宮切嗣は、彼女とは全く異なる意図と方針でライダーのマスターを狙っていることだろう。現にセイバーが今こうしている瞬間にも、彼女をライダーを釣る餌と見なして、どこか遠くから監視しているかもしれない。──いや、そう覚悟しておいて間違いあるまい。ライダーが全力を投じてセイバーと対峙するその瞬間を、切嗣はマスター暗殺の絶好のチャンスと狙って待ち構えているはずだ。

　それを思うと、セイバーの心は重く沈む。

　いっそ切嗣がアーチャーやバーサーカーのマスターを狙って、魔術師同士の決着をつけてくれるというなら、まだいい。サーヴァントを頼みとしない権謀術数による勝利というものを完全否定するセイバーではない。切嗣は切嗣なりに正しく切実な理由で聖杯を求め欲している。必勝を万全としたい気持ちも解らないではない。

　だが、ライダーこと征服王イスカンダルとの決着は、セイバーとしても、どうしても譲れない一線だった。

　ただ聖杯を奪い合う戦闘機械としてのサーヴァントではなく、己おのが誇りを頼みとする英霊同士として競い合うのでない限り──セイバーは、先日の『聖杯問答』での蟠わだかまりを清算することができない。

　自らの暴虐なる王道を憚りなく掲げ、『王の軍勢アイオニオン・ヘタイロイ』という破格の容かたちにしてまで誇示したイスカンダル。その彼を、同じく騎士王の理念の表象たる『約束された勝利の剣エクスカリバー』で打破することなくしては、アルトリアの王道は喝かっ破ぱされたままに終わってしまう。

　ライダーの最終宝具は、思い返すだに総身が震える強大無比な代物だ。たとえセイバーの宝具の最大出力を以てしても、必勝を確信することは難しい。

　対軍宝具と対城宝具の激突がどのような結末をもたらすかは、想像の域を超えている。そんな危険な賭かけに勝敗を託すなど、衛宮切嗣であれば一笑に付す愚行であろう。だがセイバーにとって聖杯とは、自らの理想の正しさを前提とした上で摑み取るべきものなのだ。彼女の王としての根幹を脅かすものがある以上、それを避けた上で聖杯に到る道など、それこそセイバーには許容できない。征服王になお勝る王道を証してこそ、聖杯は騎士王を選ぶはずなのだ。

　だからこそ、先日のランサー戦のように、もしライダーとの決着においても切嗣が余計な介入をしてくるようならば、今度こそセイバーにとっての聖杯戦争は瓦が解かいする。そんな方法で勝ち残ったとしても、その果てに差し出された聖杯を、セイバーは決して手に取ることなどできない。

　ライダーがまた固有結界を展開し、自らのマスターもその内側に連れ込んだ上で戦うならば、余計な邪魔が入る気遣いはない。だが切嗣もまたライダーの手の内については知っている。彼がもし、『王の軍勢アイオニオン・ヘタイロイ』の発動に先んじて何らかの策を弄するとしたら……

　背を丸めてベンチに掛けたまま、セイバーは奥歯を嚙みしめた。衛宮切嗣の行動を読みきれない自分がもどかしい。強敵との対決を前にして、心をそこに集中できないのが歯は痒がゆい。

　不安とともに待つ時間、北風の冷たさは殊更に厳しくセイバーの総身を苛み続けていた。








×　　　　　×　　　









　セイバーの危き惧ぐした通り、衛宮切嗣はそこにいた。

　距離にして八〇〇メートル余り。ひとつ街区を隔てた公団住宅地の、六階建てマンションの屋上である。

　雑居ビルなどと違い、公団マンションの屋上、それも居住者による利用を考えていない構造のものは、出入りが困難な反面、いざ居座ってしまえば滅多なことでは邪魔が入らない。給水塔の陰に身を隠せば階下から見咎められることもなく、狙撃を意図した待ち伏せには絶好のロケーションである。

　煙草の煙や匂いさえ、ここであれば誰にも気付かれない。水と食料ともども持ち込んだ煙草を遠慮なく吸い潰すことができたぶんだけ、切嗣の精神的負担はセイバーのそれより遥かに軽かった。

　二脚架で支えたワルサー狙撃銃のスコープは、マッケンジー宅の門前を。

　それとは別に用意した観測手用スコープで、バス停にいるセイバーの挙動もつぶさに見て取れる。

　二つの望遠鏡を休みなく交互に覗くのは難儀ではあったが、舞弥に頼れない以上は仕方ない。アイリスフィールの護衛を託してある舞弥は、もう最終局面まで動かせない。以後の〝狩り〟は切嗣が単独で進めていくしかない。

　セイバーより遅れてマッケンジー家の監視を始めた切嗣だが、サーヴァントの気配を感知できるはずのセイバーが手持ち無ぶ沙さ汰たに待ちぼうけを食っている様子を見れば、ライダーが不在なのは明らかだ。となればマスターも同様だろう。まさかこの状況で平然と居留守を決め込めるほど肝きもの据すわったマスターではあるまい。敵のサーヴァントが門前をうろつきはじめたら、慌ててライダーを呼ぶはずだ。

　切嗣はセイバーと違って、狙う獲物が拠点を留守にしているという事態を、より深刻に憂慮していた。よりにもよって切嗣たちがグレン・マッケンジーの存在を知った翌朝に、早々から家を出て戻らないというのは、タイミングとして出来過ぎている。確証こそないものの、ウェイバー・ベルベットが敵襲を察知して逃走した可能性は、かなり高いと考えていい。

　それでも一いち縷るの望みを託して待ち伏せを続けている切嗣だが、ここは思案のしどころでもあった。

　もしウェイバーが再びマッケンジー家に戻るのであれば、時限爆弾で家もろとも吹き飛ばすという手もあるが、既に彼が逃走した後ならば、今頃はとっくに別の拠点を見定めていることだろう。再びあの家に現れる公算は低い。

　ソラウを餌にしてケイネスを釣ったのと同様に、あの家の老夫婦を利用してウェイバーを罠わなに嵌はめる策というのも──通用するとは思えない。

　敢えて要害としての備えを度外視し、ただの一般人の家を隠れ蓑みのとして拠点に選んだウェイバーの判断を、切嗣は高く評価していた。わざわざ解りやすい場所に大仰な工房を構えた御三家やケイネスよりも、余程賢明な策略である。そういう判断ができる魔術師が、まさか寄宿先の家主に情をかけるとは考えにくい。ウェイバーにとってマッケンジー夫婦は使い捨ての道具でしかないはずだ。

　貴重な時間を浪費しているという焦しょう燥そうと、早計は禁物だという用心とが、切嗣の内側で鬩せめぎ合う。

　ウェイバーの帰還を悲観する一方で、彼の不在が偶然である可能性を捨てきれない要因は──あの少年魔術師が情報戦で切嗣を出し抜くに到った経緯が、どうしても想像つかないという点だ。

　当初、ライダーのマスターとして現れた彼については、完全にノーマークだった。その後の追加調査で素性については摑めたものの、その時点でもウェイバー・ベルベットについてのプロファイリングは、突発的偶然でマスターとなってしまった見習い魔術師でしかなく、こと戦闘においては素人しろうと同然、と結論するしかなかった。

　無論、経験の多寡を能力に直結して考える切嗣ではない。駆け出しの頃の自分が既にどれだけ悪辣な暗殺者であったかを切嗣は記憶しているし、そんな自分を希有な例だとは思っていない。

　だが、幾いく度たびか戦場で観察したウェイバー・ベルベットの有様から推おし量るに──あれが、はたして本当に切嗣を出し抜くほどの難物であったかどうか。

　答えの出ない思惑のループに、形のない苛立ちを懐き始めた頃……

　不意に、鋭い痛みが左手小指の付け根を焼き焦がし、切嗣の背筋を凍らせた。

「……ッ⁉」

　久宇舞弥を本格的に助手として使役するようになって以来、切嗣は彼女の頭髪を一本、呪的処理を施した上で小指の皮下に埋め込んであった。舞弥の方は逆に、切嗣の髪を指に仕込んでいる。もし一方の魔術回路が極端に停滞した場合──即ち、死に瀕ひんするほどに生命力が衰えた場合には、もう一方に委ねてある頭髪が燃焼してその危機を告げる、という仕組みである。

　無線や使い魔で窮きゅう状じょうを伝える暇すらないほどの最悪の事態を想定したそれは、つまるところ〝手遅れの結末〟を告げる信号に他ならない。それが今、このタイミングで発動したことが何を意味するか……

　動揺より狼狽よりなお先に、衛宮切嗣は状況認識とその対処にすべての思考を動員していた。

　舞弥が瀕死──即ち、彼女が土蔵に匿かくまっているアイリスフィールの危機。経緯も原因も今この時点で問うことではない。

　すべてに優先するのは、早急なる援助──そして選択しうる手段において、もっとも最速のソレは──右手の令呪が可能とする奇跡。

「令呪を以て我が傀かい儡らいに命ず！」

　拳を握りしめるとともに、切嗣は自動機械の如き速やかさで文言を唱え上げた。

「セイバー、土蔵に戻れ！　今すぐに！」

　切嗣の手の甲に刻み込まれていた令呪の一画が、今、その法外の魔力を覚醒させて赫かくと光を迸ほとばしらせる。




　セイバーにとっては、掛け値無しの不意打ちだった。

　即座に理解できたのは、自分が何か強烈な魔術の対象とされたこと。次の瞬間にはもう、彼女は周囲の空間認識を完全に剝はく奪だつされ、天地も方角も解らない〝移動〟の直中に放り込まれていた。

　まさにそれは、『サーヴァントを統べる』という一点にのみ特化した極限の呪法の成せる技だった。因果律を崩壊させる一歩手前の極限速度、光速の数パーセントに及ぶ〝瞬時〟のうちに彼女は空間上の距離を突破し、異なる二点間の移動を完了させられていたのである。

　とはいえ、彼女もまた〝闘争〟に特化した剣の英霊たる超越者である。バス停のベンチからまったく違う場所へと〝跳ばされた〟直後でありながら、そこが見覚えのある土蔵の中だと判別できた時点で、今の怪異が切嗣の令呪による強権発動だったこと、そしてサーヴァントを護りの拠点に急行させなければならないほどの事態が発生したのだという事情を、たちどころのうちに理解した。空間突破の完了から土蔵の床に着地するまでの数ミリ秒で、セイバーは偽装のスーツ姿から白銀の甲冑へと既に転身を遂げていた。

　事態は──もはや誰に問うまでもなく、一目のうちに瞭りょう然ぜんだった。

　荒々しい力業によって打ち破られた鉄扉。魔法陣の上に仰臥するはずのアイリスフィールの姿はなく、代わりに総身を血に染めた久宇舞弥の身体が、うち捨てられたかのように床に転がっている。

「マイヤ！」

　駆け寄ったセイバーは、彼女の傷の深さに眉を顰めた。アインツベルンの森で負わされていたダメージの比ではない。今度こそ早急に処置しなければ命に関わる重傷だ。

　輝くサーヴァントの霊気を間近に感じてか、舞弥がうっすらと瞼を開ける。

「セ、イ……バー……？」

「マイヤ、しっかり！　今すぐ手当てをします。大丈夫だから──」

　差し伸べられたセイバーの手を、だが舞弥は拒むように押しのけた。

「早く……外へ……追って、くださ、ぃ……ライダーが……マダム、を……」

「……ッ」

　令呪で跳ばされたことよりもむしろ、そんな舞弥の反応にセイバーは瞠目させられた。

　自らの傷の深さを自覚できていない舞弥ではあるまい。己がいま命の瀬戸際にいることも充分に理解していよう。だがこの寡か黙もくなる暗殺者の助手は、それよりまず連れ去られたアイリスフィールの救援を優先せよと促うながしている。

「だが、それでは──」

　言い返そうとしたところで、セイバーは悟さとった。

　この女もまた騎士なのだ。誇りの形こそ違えども、その身に背負った責務のために命すら投げ出す胆力は、セイバーの知る騎士道のそれだ。

　この土蔵に匿った貴人を守り通すと──久宇舞弥は切嗣に、そしてアイリスフィール本人に誓ったのだろう。果たしきれなかったその約束をセイバーに託すため、いま彼女はここで命を削けずっている。

「……私は、だいじょう、ぶ……すぐ、に、切嗣が……だから……早く……」

　セイバーは歯嚙みして目を閉じた。

　ただ理ことわりのみで計るなら──今ここでセイバーが舞弥を案じて費やす一分一秒は、そのままアイリスフィールを窮地へと追いやっていくのだ。

　舞弥はまだ後から駆けつける切嗣によって救われる望みがある。が、連れ去られたアイリスフィールの命運は、今すぐにセイバーが追わない限り何の保証もない。土蔵に残された襲撃の痕跡を見れば、それがサーヴァントの仕業であることは明白だ。追撃は、同じサーヴァントであるセイバーにしか敵わない。

「──マイヤ、どうか切嗣が来るまで持ち堪こたえてください。アイリスフィールは必ずや、私が」

　舞弥は頷いて、安堵したかのように目を閉じる。

　彼女の誓いを、新たな誓いの言葉で引き継いだセイバーは、もうそれ以上迷わなかった。

　颶ぐ風ふうの勢いで土蔵から飛び出ると、そのまま地を蹴けって一跳びに屋根へと登り、暮れなずむ空の彼方に敵影を捜す。

　令呪の強権による移動が瞬間であった以上、襲撃者がこの場を立ち去ってからのタイムラグはほぼ皆無に等しいはずだ。まだそう遠くまでは行っていない。気配の感知は可能圏外でも、視認ならまだ間に合うだろう。

　瓦屋根の上からサーヴァントの超視力で周囲を見渡したセイバーは──捜すまでもなく即座に、敵の姿を捕捉した。

　距離にして半キロ余り先……商店街とおぼしい区画の雑居ビルの屋上に、その威容は立ちはだかっていた。屈強な体格に、燃えるような巻き毛と深しん紅くのマント。まぎれもなくそれは、幾いく度たびも戦場で行き合ったライダーこと征服王イスカンダルに他ならない。

〝まさか──本当にライダーが⁉〟

　先の舞弥による目撃談にも、そこだけは疑念を懐いていたセイバーだった。

　あの剛胆さが取り柄の征服王が、まさかこんな姑こ息そくな手段に訴えるなどとは、俄にわかには信じがたい話である。が、彼方の巨漢がその豪腕の中に、眠るアイリスフィールの身体を抱え込んでいる光景は、もはや見違えようもない。いかにしてセイバーたちの新たな隠れ家を看かん破ぱしたのか定かでないが、たった今ここを襲撃して舞弥に重傷を負わせしめたのは、あのライダーに間違いない。

　まるで追撃を誘いかけるかのように堂々と身を晒していたライダーは、セイバーの視線を受け止めるや否や、身を翻ひるがえして建物の向こう側へと姿を消す。

「くっ……！」

　即座に追おうと身構えたセイバーは、そこで相手が他ならぬ〝騎兵の英霊ライダー〟であることに舌打ちした。

　このまま跳ちょう躍やくして街を駆け抜け、追いすがるのは容易な話だ。が、それは相手がセイバーと同様に歩行かちであった場合の話である。途中からライダーが『神威の車輪ゴルディアス・ホイール』に乗って逃げ始めたら、いかにセイバーの脚力であっても勝ち目はない。

　だがセイバーにも騎乗スキルは備わっている。空飛ぶ宝具に追いすがって目的地を突き止めるならば、瞬発的なスピードよりも、長距離の巡航速度で徒歩より勝る機動力が必要だ。

　メルセデス・ベンツしかなかった以前なら、とても敵わぬと悲観したセイバーだったかもしれないが……幸か不幸か、彼女には昨日舞弥に届けられたばかりの新たな〝騎馬〟が用意されている。

　その先見の明ある用意の良さについてのみ衛宮切嗣に感謝しながら、セイバーは身を翻し、騎乗に邪魔な魔力甲冑を解除すると、廃屋の庭に停めてあった〝それ〟に飛び乗った。
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　衛宮切嗣は、死神の気配に敏感だった。

　もう数え切れぬほど幾度となく、人の死を見届けてきたせいかもしれない。目に見えず、音にも聞こえず、それでも骸から生命いのちが抜け落ちる瞬間を待ち受けている何かが間近にいれば、何となくそれと察しがつく。

　とりわけ、奴らの勝ち誇った〝歓喜〟を感じるときは、もはや留めようもない生命いのちの終わりを、手遅れの誰かを看取るときと決まっている。

　だから切嗣は、土蔵の静寂を前にして立ちつくしたその瞬間に、既に心のどこかで観念していた。

　きっとまた自分は、ここで誰かの最期を見届けることになるのだと。




　キャレコ短機関銃を腰だめに構えつつ、そっと足音を殺して、鉄扉の破られた土蔵の中に踏み込む。殺意も、それ以外の危険の気配もない。血けっ臭しゅうに澱よどんだ空気からはもう既に、戦いの余熱は冷めきっている。

　床に蹲うずくまる小さな影の、浅すぎる呼吸にも、身じろぎもせず冷めゆく体温にも、驚きなど懐かなかった。

　それは、いつか見ることになると解りきっていた光景だ。

　もとより、命だけしか救ってやれなかった少女である。切嗣と出会った時点で既に、彼女の心は死んでいた。ナパーム弾と硝煙の洗礼の中で生き存ながらえた命でありながら、その幸運に、彼女はむしろ戸惑っていた。

　再び人として生きることに、もはや何の価値も、喜びも感じない。

　だから拾われた命は、拾い主の手に譲り渡すと──死んだ目をした少女は、切嗣に告げた。それが一一年前の出会いだ。

　切嗣もまた、それを受け入れた。

　遠からずこの少女は死ぬと、確信に等しく予期できた。生みの親も、育ての親も、その手で殺してきた切嗣だ。そんな自分の傍らに侍はべらすならば、いずれは彼女もまた死に追いやることになるだろうと解っていた。

　だがそれでも、道具は多いに越したことはない。いずれ彼女一人を使い捨てることで、二人かそれ以上の人命を救える局面があるならば、むしろ望ましい結末だと……切嗣は少女に名前を与え、国籍を与え、彼自身の技術と知識を分け与えた。それが久宇舞弥という、末路を決定された存在の始まりだった。

　だからこそ、今さらそこには、喪失も嘆きも有り得ない。──それが道理だ。当然の帰結だ。

　なのに何故、膝ひざが震えるのだろうか。喉のど元もとに息が詰まるのだろうか。

　抱き起こすと、舞弥は薄く瞼を上げて虚うつろな眼差しを彷徨わせ、それから切嗣の顔を認めた。

「……」

　どんな声をかければいいのかも判らず、切嗣は戸惑いに唇くちびるを嚙む。

　感謝も、労ねぎらいの言葉も、ただの無意味な修辞でしかない。今この場で多少なりとも意味をもつ言葉があるとするならば──『お前はここで死ぬ』と、その結論を告げてやることだけだ。

　もはや、任務も役目もないと。何を思い煩わずらう必要もないと。

　本当に彼女をただの〝道具〟とだけ見なしてきたのなら、切嗣はそう声に出して言えるはずだ。

「……」

　なのに、嗄れきった喉からは一声も出ない。ただ呆けたように無様に唇だけが痙攣する。

　そんな切嗣の面持ちを見上げて、舞弥は、小さくかぶりを振った。

「……だめだよ。ないたら……」

「……」

　指し摘てきされるまで切嗣は、目め尻じりに溢あふれかけていた涙に気付かなかった。

「それは……おくさんのために、とっておいて。……ここでないたら、だめ……あなた、よわいから。いまはまだ……こわれちゃ、だめ……」

「僕は──」

　何かを、致命的に間違えた。今さらのように切嗣はそう痛感した。

　道具として使い捨て、結果次第でそれを良しとできる命だと──衛宮切嗣がそうであるように、久宇舞弥もそうなのだと、何故そんな勝手な見立てを今日まで信じていられたのか。

　こんな自分に、今、こんな言葉をかけられる女なら。

　彼女にはもっと違う生き方が、死に様があったはずではないのか。

「けさ、やっと……むかしのままの、キリツグに、なったんだから……こんなことで、ゆれたら、だめ……」

「──ッ」

　その通りだ。この場所で、違う女を、同じように抱き上げながら、衛宮切嗣は己の外道を確かめた。

　その歪みこそが条理を覆すと。

　正しき在り方では決して成し得ない奇跡を遂げるのだと。

　そう自らを戒めた。まだほんの半日しか経っていない。

「──安心しろ、舞弥」

　光の失せつつある双眸を見据えて、切嗣は、低く抑えた声で告げた。

「後はセイバーに任せろ。舞弥、お前の役目は……終わりだ」

　彼女という機能を欠いたままでも、衛宮切嗣という装置は支障なく稼働するのだと請け合った。

　だからもう、無理をして息を継ぐこともないと。

　痛みを堪えるまでもなく、思考を保つまでもなく、すべて手放して逝いけばいいと。

　ただ冷酷に徹したその宣言に、久宇舞弥は、小さく一度だけ──頷いた。

「舞弥……」

　応えはない。

　訂正も、否定も、言い残した言葉も、すべて既に遅かった。切嗣の腕の中にあったのは、もうこれ以上冷たくなりようもない、ただの亡なき骸がらにすぎなかった。




　ライダーの逃亡先は、明らかに新都方面だった。

　高所から高所へと跳び渡って移動しているのか、雑居ビルや広告塔の上に現れては消えるその後ろ姿を、セイバーは繰り返し見咎めた。身を隠すだけの配慮がないのは、追跡するセイバーの脚力を完全に侮あなどっているが故ゆえか。

　だとすれば、それは誤算だ。

　滾たぎる闘志とともにセイバーが解き放つスロットルに応えて、双輪の猛獣は猛たけ々だけしい怒号を張り上げる。Ｖ型四気筒１４００ｃｃのエンジンが轟かす大音声は、まさに鋼鉄の獅子──重く猛り狂う凶暴な大型肉食獣のそれに似て、宵闇の中に轟き渡る。

　セイバーの騎乗スキルを最大限に発揮させる目論見で、衛宮切嗣が用意した機動手段は、四輪ではなく二輪だった。シートの中でハーネスに縛られたまま〝操縦〟に徹する自動車よりも、自らが車体の一部となって重心を制御し、外気に身を晒したまま〝騎乗〟するバイクこそ、サーヴァントとして強化されたスキルの真価を最大限に発揮しうるものと見込んだからだ。

　無論、超常存在であるサーヴァントによる運用が大前提である以上、その性能はヒトとしての操縦者の限界を度外視したもので構わない。本来なら実用性皆無と一笑に付されるであろう机上プラン止まりの車体構成を、敢えて切嗣は実行に移していた。

　ベースとなった車体は現時点で最強のモンスターマシンとされるＹＡＭＡＨＡ・ＶＭＡＸ。元より一四〇馬力もの出力を叩き出す１２００ｃｃエンジンをさらにボアアップし、加えて吸気系やツインターボチャージャー、それに伴う駆動系の強化を全面的に施して、最終的に出力二五〇馬力を上回る異形の怪物へと変貌させられたソレが、いまセイバーの駆る白銀の騎馬だった。

　無論、ここまで限度外の改造を施したのでは、すでに二輪車としての構造上、まともな走行が望めない。膨ぼう大だいなトルクを持て余したタイヤは路面を摑みきれずにスピンするだけだし、いざグリップしてしまえば即座に前輪を振り上げて搭乗者を蹴り落とすことになる。

　もはや物理的に御し得ないはずの怪馬を、いまセイバーが十全に制した上で疾駆させている秘策は、彼女の虎の子たる戦闘スキル、魔力放出の賜たま物ものだった。セイバーの背中から迸ほとばしる魔力の噴流は、身体の下で暴れ狂う車体を強引に路面に押さえ込み、その馬力のすべてをステアリングに沿った加速のみに動員させていた。

　すでに技巧による操作というよりも、力任せに猛獣を組み伏せているに等しい荒技だ。あまつさえ矮軀のセイバーにとって、総計三〇〇キロを上回る超重量バイクの巨体が相手では、操縦姿勢までもが厳しい。ダミータンクに覆われたエンジンの上に、ほとんど腹這いも同然の体勢となってハンドルを握りながら、大排気量の激震を全身で受け止める羽目になる。その姿はまさに、猛獣の背中に必死でしがみつく子供のようだ。

　が、その試練をセイバーは苦としていなかった。むしろ鋼の巨獣が猛れば猛るほどに、彼女の内なる興奮も加速されていくかのような感がある。

　メルセデスを駆ったときとは比較にならない疾走感、そう、この感覚は、まぎれもなく馬上のそれだ。

　現代科学の粋たるモンスターマシンを駆っていながらも、いま彼女の精神こころは懐かしき戦場へ──槍を掲げて敵陣へと突貫する騎兵の魂たましいへと立ち返っていた。

〝この性能なら、或いは──〟

　先行するライダーとの距離は、徐々に開いていく。建物から建物へと跳躍して移動する相手と、路上を辿るしかない経路の差だ。

　だが焦る必要はない。たしかに瞬間的な加速とトップスピードにおいては、サーヴァントの敏びん捷しょう性せいはこのＶＭＡＸをも凌駕するだろう。だが鋼鉄の機構は、燃料の持つ限りその駆動速度を維持できる。長時間の追跡戦となったとき、それが意味するところは大きい。

　深山町の入り組んだ街路は、地を馳せて追う側にとっては大きな枷かせだ。しかも極限の加速力を追求してフルチューンされたＶＭＡＸの走行特性はドラッグレース仕様も同然であり、旋回性など皆無に等しい。が、〝速くては曲がれない〟という条理さえ、サーヴァントの手練を前にしては意味を成さない。

　すでにマシンの特性を把握しきっていたセイバーは、カーブに差し掛かるたびに減速するどころか逆にスロットルを開き、さらに過剰なトルクを後輪へと注ぎ込む。そうやって、車重をも覆す急加速が前輪を浮かせたその隙に、セイバーは魔力放出の瞬発で強引に車体を傾け、破壊的なまでの直進性を半ばねじ曲げるようにして方向転換を成し遂げていった。

　ライダーは既に未み遠おん川がわを渡って新都に入ったのか、もうその姿は見えない。が、セイバーは慌てることなく、行く手の空に視線を飛ばす。

　追ってくるセイバーが決して諦めないものと、既にライダーは腹をくくっていることだろう。いまアイリスフィールの身体を抱えて運んでいる彼には霊体化して姿を晦くらますことは叶わない。新都に逃げ込んだ時点でライダーが取り得る選択肢は、そのまま身を潜めて追跡をやり過ごすか、或いは『神威の車輪ゴルディアス・ホイール』に騎乗して一気に距離を引き離そうとするかだ。ライダーの気性を鑑かんがみて、セイバーは後者と踏んでいた。ならば見失ったとしても焦る必要はない。あれだけ膨大な魔力を放つ飛行宝具であれば、決してセイバーの視力からは逃れ得ない。

〝問題は、地上から追うことの不利だが──〟

　いったん『神威の車輪ゴルディアス・ホイール』が出てくれば、そこから先は飛行方向から目的地を察し、着地点を先読みして移動することになるだろう。操縦技術の競い合いというよりも、狩人としての追跡術トラッキングが問われることになる。

　有り得ない速度と挙動で先行車の間をすり抜け、追い抜いていくＶＭＡＸの暴走を、道行く誰もが愕がく然ぜんと見送る。そんな視線を意にも介さず、セイバーは頭上の索敵に意識を集中していた。行く手を阻む障害物は気流の流れだけで察知できる。たとえ目を瞑って操縦していても衝突する気遣いはない。

〝──いた！〟

　猛禽の視力に等しいセイバーの霊感が、ついに空を駆ける魔力の波動を感知する。人目を憚ってか雷鳴を撒き散らすことなく、速度も以前より抑えめだが、紛れもなくあれはライダーの宝具の手応えだ。

　方角は、西。どうやら新都を抜けて冬木市の外にまで逃げ延びる腹らしい。

　むしろ僥倖、とセイバーは断じた。そういうことならこちらも道幅の広い国道を使って、マシンの加速力を存分に発揮できる。

　ブロードブリッジを一気に駆け抜け、そのまま六車線の大通りに乗ったセイバーは、さらに大胆にスロットルを開いてＶＭＡＸを駆り立てた。

　容赦ない乗り手の駆使に、タコメーターが六〇〇〇回転を超え──その途端、エンジン音が予想外の豹変を遂げる。

　怒ど濤とうの爆音だった重低音の響きが、不意に耳をつんざくほどの強烈な高音域へと跳ね上がり、より凶暴に、猛烈に、夜気を切り裂いて轟き渡る。それまでとは桁違いの猛加速が車体もろともセイバーを弾丸へと変え、周囲の夜景を流星にして背後へと吹き飛ばしていく。

　まさにそれは、鋼の猛獣に潜んでいた真の魔性が覚醒した瞬間だった。エンジニアリングの粋たる暴挙の設計、Ｖブースト機構……高回転域に達した時点で四気筒構造のエンジンに二気筒の挙動を模倣させ、吸気量を一気に増幅させて極限の加速を得るという、ＶＭＡＸならではの特異構造がそれだった。本来ならばツインターボと組み合わせるなど有り得ない機構であり、この設計はバイクとしての範はん疇ちゅうを完全に逸脱するものだ。

　もはや水圧も同然の空気抵抗に晒され、必死に車体を保持しながらも、それでもセイバーは不敵な笑みを浮かべずにはいられなかった。

　この車両は、機械の基本原則たる〝ヒトの道具〟としての領域の、明らかな埒外にある。まさに科学の英知が産み落とした鬼子だ。その孤独さ、哀しさに、同情を超えた共感すら懐いた。

　これの真価を完全に発揮させてやることは、人外の魔であるサーヴァントにしか敵うまい。きっと──今夜セイバーの手綱で地を駆けるためだけに、こいつはこの世に生を享けたのだ。

「──いいだろう。燃え尽きるまで駆ってやる！」

　轟ごう風ふうの中に呟きを散らしつつ、セイバーはなおもスロットルを開け放つ。スピードメーターの針はとうに時速三〇〇キロを超え、なおもじりじりと禁断の領域へ這い上がっていく。




　地を行く光にあるまじきヘッドライトの光こう芒ぼうは、はるかな高みからも見て取れた。

「ライダー、おい、あれ……ボクらのことを追ってきてないか？」

　先にそれに気付いたウェイバーが御者台の下を指差した。マスターの指摘に目をやったライダーは、ささやかな驚きに眉を上げる。

「ほぉ？　誰かと思えばセイバーか。こりゃ捜す手間が省けたわ。……つうか、なぁ坊主、オートバイという乗り物はあんなにも速いものなのか？」

「バイク？　あれが？」

　ウェイバーの視力では光の点としか見えないそれは、どう考えても彼の常識の範囲内で理解できる二輪車のスピードではない。

「いや、そんな無茶な……でもたしかに、セイバーのクラスならそれなりの騎乗スキルが顕現するだろうし、そう考えれば有り得るのか、なぁ……」

「ほォ、よりにもよって『騎兵』として余に挑んできたか」

　ライダーはさも痛快そうに、獰猛な含み笑いを漏らす。

「フフン、面白いわ。奴の方からしゃしゃり出て来た以上、もうあのけったいな森の城まで出向く必要もなくなったが……そういうことなら余の方も、相応の趣向で臨んでやらんとなァ」

　そう言ってライダーは神牛の手綱を繰り、戦車チャリオットの高度を一気に落とす。

「お、降りるのかよ⁉」

「気が変わった。あの小娘とは尋常に〝車輪〟で勝負を決めてやる。この先の森を抜けていくのに、それなりに長く幅のある道が続いておったよな。フフフ、誂あつらえ向きの戦場コースだ！」

　むざむざ頭上の優位を捨てて敵の土俵に上がるのかと抗議しかかったところで、ウェイバーは一昨日に見た『約束された勝利の剣エクスカリバー』の威力を思い出す。セイバーの宝具特性を鑑みれば、むしろ距離が離れている状態こそ危ない。敵の宝具の破壊力が逆に仇あだとなるような接近戦を挑む方が手堅いのは確かだ。

「よし、それでいい。いいけど慎しん重ちょうにやれよなオマエ！」

「ハッハッハ！　坊主もようやく闘争の妙みょう味みってモンが解ってきたか。まぁ案ずるな！　天にも地にも我が疾走を阻はばむものはない！」

　幸いにして眼下の国道に一般車の姿はない。蛇だ行こうするアスファルトの峠とうげ道みちがこれより超常の戦場となろうとも、下手な巻き添えを出す心配はなさそうだ。

　じわじわと肉薄してくるセイバーに先行すること二〇〇メートル余り。ついに着地した『神威の車輪ゴルディアス・ホイール』は、傲然と路面を蹴り立てて挑戦者の追撃に応じはじめた。






-36:45:26






　新都上空に現れたライダーの飛行宝具と、それを捕捉したセイバーの進路変更を、遥かなビルの高みから見守る三つの眼差しがあった。

　満足げな双眸が一人。疲ひ弊へいしきった隻せき眼がんが一人。あとの一人は──狂気に濁りきった眼光の熾火を、はたしてヒトの眼差しとして数えていいものか。

「よもや本物のライダーが現れるとはな……実に好都合な展開だ。間桐雁夜、君は戦場において常に幸運を味方につけるな」

　皮肉を込めて嘯きながら、言峰綺礼は隣に立つ雁夜の肩を叩いて賞賛を送る。雁夜はそれを、まだ無事な右目を胡う乱ろんげに曇くもらせて睨み返した。

「神父……こんな小細工に、本当に令呪を二つも費やすだけの意味があったのか？」

　二画を失った右手の令呪を不満そうに見下ろす雁夜に、綺礼はなおも微笑みかける。

「案ずる必要はないのだ。雁夜、私に協力する限り、君は惜しむことなく令呪を浪費して構わない。──さぁ、手を出したまえ」

　綺礼は干ひ涸からびて筋の浮いた雁夜の右手を取ると、低く聖言を紡ぎながら、令呪の残ざん滓しに指を這わせる。それだけで、すぐさま潰ついえていた令呪は再び輝きを取り戻し、もとの三画の形を復元させた。

「あんた、本当に──」

「言った通りだ。雁夜。監督役の任を受け継いだ私には、教会の保管する令呪を任意に再配分する権限がある」

「……」

　相手の真意を計りかねた雁夜は、まじまじと綺礼を凝ぎょう視しした後、溜息とともに自らのサーヴァントを一瞥する。

　彼の背後に侍る巨体は、あろうことか、ライダーのサーヴァントである征服王イスカンダルのそれに他ならなかった。緋色のマントも赤い巻き毛も、天をつく屈強な体格も──そのすべてが、先程セイバーを伴って冬木市外へと駆け去っていった戦車チャリオットの乗り手と寸分も違わない。唯一の相違は、赤く燃える怨念を滾らせた不ぶ気き味みな双眸……こればかりは見誤りようもない、狂化を果たしたサーヴァントならではの徴しるしである。

　その屈強な腕に抱えられているのは、今も意識を失ったまま昏こん睡すいを続けるアイリスフィールの細い身体だった。こちらの〝ライダー〟こそが、久宇舞弥の守護する土蔵から『聖杯の守り手』を拉ら致ちし、セイバーの追撃を新都にまで誘導してきた当人なのだ。

「……もういいぞ。バーサーカー」

　雁夜が頷くと、征服王の巨軀は燃え上がるように漆黒の霞かすみとなって崩れ落ち、禍まが々まがしい甲冑の姿へと立ち戻った。ライダーの外見を模していた闇の霊気はそのまま手足に纏まとい付き、黒い甲冑の細部を霞ませて隠いん蔽ぺいする。

　本来の姿を取り戻したバーサーカーに、綺礼はあらためて呻った。

「変身能力とはな……つくづく、バーサーカーのクラスには惜しい宝具を持っている」

「もともとこいつは、他人を装って武勇を立てた逸話を幾つも持ってる英霊だからな。狂化したせいで、今ではただの『偽装』の能力にまで劣化しているが」

　バーサーカーが総身に纏う黒い霧は、本来ならば容姿やステータスを隠蔽する効果だけでなく、任意の人物の外見を模倣して敵の目を欺くという宝具能力を備えていた。バーサーカーとして理性を剝奪された後では発揮し得ない能力だったが、雁夜はそれを令呪によって強引に再現し、一回限り、偽ライダーへの偽装を可能とさせていたのだ。

「ａｒア……ｕｒア……」

　狂気の黒騎士は、セイバーを乗せたまま西へと遠ざかっていくヘッドライトの光芒を、今も恨めしげに見送っている。滾る憎悪に肩が震え、甲冑をギチギチと軋ませるものの、それ以上の挙動は起こせない。それは雁夜が行使した第二の令呪──『アイリスフィールを攫ってセイバーから逃亡せよ』という絶対命令による束縛だ。セイバーに対して異常な執着を示すバーサーカーを思惑通りに動かすには、そう強権で縛った指示を下すしかなかった。それはバーサーカーにとってよほど耐え難い枷だったのか、指令を完遂した今も、黒い騎士は壊れた機械仕掛けのように四肢を痙攣させ、執拗に抵抗を続けている。

　その執念に背筋を冷やした雁夜は、また歯止めのきかなくなる暴走に陥るより先に、半ば強引にバーサーカーへの魔力供給を断ち切った。現界を維持できるだけの魔力を失ったサーヴァントはたちどころに霊体へと戻り、支えを失ったアイリスフィールの身体は屋上の床へ無造作に放り捨てられる。その衝撃に、眠るホムンクルスは苦しげに小さな呻きを漏らすが、依然として目覚めることはない。休息していた魔法陣から強引に引き剝がされたことで、アイリスフィールの意識はさらに希薄になっているのだろう。

「この女が、本当に『聖杯の器』なのか？」

「正しくはこの人形の〝中身〟が、だがな。あと一人か二人のサーヴァントが脱落すれば、正体を現すことだろう。……聖杯を降ろす儀式の準備は、こちらで引き受ける。その間、この女の身柄は私が預かろう」

　弛し緩かんした女の身体を担ぎ上げる僧衣の男に、雁夜は、なおも無言の詰問を視線で示す。それを受けた綺礼は、だが依然として悠ゆう揚ように微笑みを返すばかりだった。

「心配するな。聖杯は、約束通り君に譲り渡す。私には、願望機など求める理由がないのでね」

「それ以前にもうひとつ、あんたは俺に約束したはずだ。神父」

「ああ、その件か。──問題ないとも。今夜零時に教会を訪れるがいい。そこで遠坂時臣と対面できるよう、既に段取りは整えてある」

「……」

　一体、この神父は何を企んでいるのか？　──一向に窺い知れないその真意が、間桐雁夜の胸の内を騒がせる。

　一度は遠坂時臣に師事しておきながら、聖杯戦争に参加するため袂たもとを分かってマスターになったという食わせ者。だが前回の聖杯戦争にも参加した間桐家からしてみれば、遠坂家と聖堂教会の癒ゆ着ちゃくはとうに推察済みだったし、だとすれば監督役の息子でもあったこの代行者が、時臣の走そう狗くとしてアサシンを召喚したことは、半ば自明も同然だった。

　その彼が、今日の昼になっていきなり間桐邸の門を叩き、協力を申し出てきたのである。曰く、監督役だった言峰璃正の死は遠坂に責任があり、息子である自分は父の仇を討つべく、間桐の手を借りて時臣を処断したいのだ、と。

　疑わしいのは重々承知でも、言峰綺礼の提示した条件は雁夜にとってあまりにも旨うま味みがありすぎた。

　時臣を罠に掛ける算段だけでなく、『聖杯の器』を預かるアインツベルンの潜伏場所についても調べ上げ、さらには監督役の管理下にあった保管令呪さえ密かに継承しているというこの男は、聖杯戦争の後半戦における切り札をすべて手中にしているも同然だった。

　バーサーカーという爆弾を抱え、身内でさえ信用できない孤立無援の雁夜にしてみれば、その助勢は万軍に相当するほど心強い。ただしそれは、言峰綺礼という男の言げん質ちをすべて鵜う吞のみにしていい場合の話、である。

　今こうしてアインツベルンのホムンクルスを確保し、消費した令呪の供給さえ惜しげもなく保証されておきながら……今なお雁夜は、目の前の神父が悠然と浮かべる微笑みを、信用しきれずにいた。

　この男の態度には、あからさまな余裕がある。それは決定的な秘策を握るが故の自信の顕れなのかもしれないが、それだけと断ずるには、あまりにも──彼には、戦いに臨むという危機感、策を巡らすという緊張感が欠落しすぎているのではないか。

　強いて言うならばあの笑顔は、むしろ遊戯に興じている子供に近い。恩師に背き、父の敵を討つという名目で共闘しているこの状況を、あの神父は〝愉しんで〟いるのではないか……

「二人揃って人目に付くのはまずい。まずは雁夜、君が先に戻れ」

「……あんたは？」

「些さ事じではあるが、まだこの場で済ませるべき用件が残っている。──忘れるなよ雁夜。今夜零時だ。そこで君の悲願は成就する」

　神父はその顚てん末まつに、まるで雁夜自身よりも期待を託しているかのような口ぶりで念を押す。雁夜は再度、その微笑みを不信の眼差しで射貫いてから、ゆっくりと背を向けて屋上の昇降口に戻っていった。

　同盟者が立ち去る足音に、言峰綺礼は油断のない眼差しで耳を傾け、やがてそれが完全に消えたことを確かめると──あらためて屋上の片隅、雨ざらしの廃材が放置されている一角に視線を向けた。

「──人払いは済んだぞ。何者か知らんが、そろそろ顔を見せたらどうだ？」

　有無を言わさぬ威圧を込めた呼びかけに、白々しいほどの沈黙の間を置いた後、ほどなく不気味にきしるような忍び笑いが、冷ややかに夜気に紛れ込む。

「ホホ、気付いておったか。さすがは歴戦の代行者。雁夜ごときとは勘の鋭さが違うのォ」

　物陰から、ぞわりと不定形の影が盛り上がる。一見、なぜか綺礼はそれを、おぞましく密集した虫の大群かと見紛った──が、月明かりはすぐさま錯覚を払い、瘦やせ枯れた矮軀の老人が静かに歩み出てくる姿を露わにした。

「案ずるな代行者。ワシは敵ではない。今おぬしと組んでいる小こ童わっぱの身内でな」

　そんな名乗りを謳うたう人物となれば、綺礼に心当たりのある人物は一人しかいない。

「間桐、臓硯……か？」

「左様。ワシの名を知っておるとは、成る程、遠坂の小こ倅せがれも弟子の躾しつけが行き届いておるな」

　老魔術師は皺しわに埋もれた唇を歪ませて、にたり、と人外の笑みを溢こぼした。








×　　　　　×　　　









　峠道に立ちこめる闇の濃さは、既に黄昏たそがれ時どきのそれではなく夜のものだった。

　墨汁のようにねっとりと行く手を遮さえぎる暗闇を、ヘッドライトの光芒で切り裂きながら、セイバーは鋼の猛獣を駆り立てる。

　このルートは既に、アインツベルンの出城まで往復する際に使ったことがある。行きはアイリスフィールの運転で、戻りはセイバー自らがメルセデスのステアリングを握り、道程を確かめた。たった一往復の経験とはいえ、セイバーにはそれで充分だ。卓越したサーヴァントの記憶力によって、彼女は道幅や傾斜の緩かん急きゅうからコーナーリングのタイミングに到るまで、すべてを詳しょう細さいに思い起こすことができる。

　ついさっき、ライダーの『神威の車輪ゴルディアス・ホイール』が高度を落とし、遥か前方の路上へと着地するのをセイバーは視認していた。何のつもりか征服王は、ここにきてただの逃走に徹するのではなく、地を征ゆく騎馬としての競い合いでセイバーの挑戦に応ずる気になったらしい。

　その武骨な心意気は、アイリスフィールの身柄を押さえるという策略とは相容れないもののように思えたが、そこはライダーとそのマスターとの思惑の齟齬なのかもしれない。契約に縛られたサーヴァントの行動が、往々にして多くの矛盾を孕んだ結果をもたらすことは奇異ではない。それは他でもないセイバー自身が、衛宮切嗣との確執を通じて嫌というほど思い知らされている。

　こと対決の局面において、ライダーが彼ならではの意地を通してくれたことは、セイバーにとっても喜ばしかった。これだけの高速で追走劇を繰り広げる二騎の間には、いかに切嗣といえども割り込む術はないだろう。願ってもない状況だ。

　問題は──握りしめたハンドルの振動から疑いようもなく伝わってくる、危ういがたつきの感触だ。

　ヒトの手になる機械装置としては、ＶＭＡＸは充分すぎるほどの健闘を果たしている。だが哀しいかな、先行する標的は条理の外にある疾走宝具だ。乗り手のセイバーの騎術によって魔性を引き出されているとはいえ、その材質と構造の強度にはおのずと限度がある。

　市内からここに到るまで限界性能を発揮し続けてきたエンジンと駆動系は、いよいよ崩壊の兆しを見せ始めていた。乗機のコンディションを己が肉体の延長のように把握できるセイバーの騎乗スキルは、その臨界に達した苦悶の声をはっきりと聞き取っていた。

〝このままでは、まずい……〟

　車体の負担を鑑みて減速するなど論外だったが、このまま無理な駆動を継続すれば、数分を待たずこのバイクは分解してしまう。どうにかして車体を補強する算段をつけない限り……

　咄嗟に閃いた対処法は、当のセイバー自身にも可否の判断がつきかねたが、もはや逡巡の猶ゆう予よもなかった。セイバーは意を決し、サーヴァントとして授かった自らの可能性に全てを託した。

　戦闘時に彼女の総身を覆う、白銀の甲冑──そのフォルムに、自らの身体ではなく、代わりにＶＭＡＸの車体構造を強く想念して重ね合わせる。戦いに臨んで愛馬を護る馬鎧カタフラクトのイメージ。騎乗スキルによる一体感を支えに、今度こそこの物言わぬ鋼の猛獣を、自らの手足として認識する……

　やがて紡ぎ上げられた彼女の魔力は、ＶＭＡＸの各部、限度を超えた走行の応力が集中する要所を包み込むようにして具現化し、固く柔じゅう靱じんに補強しはじめた。

〝──良し！〟

　想定外の応用ではあったが、セイバーの騎乗スキルは見事にその離れ業わざを成し遂げた。新たな輝鋼の外装をまとったＶＭＡＸの形態は異形にして壮そう麗れい。その怪物的馬力に屈することのない屈強な車体を手に入れたことで、機械仕掛けの獅子は今度こそ正真正銘の魔獣と化して、エグゾーストの咆ほう吼こうを高らかに轟かす。

　さらにセイバーは、『風王結界インヴィジブル・エア』を鏃やじり形に広げて正面へと突き出し、車体正面を覆い込む。圧縮された気圧の傘かさによって完全な空力特性を得たＶＭＡＸは、ついに空気抵抗からも解き放たれた。

　速度計の針はとうに振り切れて用を成さない。セイバーの魔力の駆使によって物理法則を超えたその疾走は、既に時速四〇〇キロを超えている。さらに魔力放出による圧迫で後輪を強引にアスファルトへと食らいつかせたまま、セイバーはカーブでもスロットルを一切弛ゆるめず、ねじ伏せるかのようなハングオンでコーナーリングを突破していく。

　これなら、いける──ようやく摑んだ勝機の階きざはしに、セイバーは奮起する。

　先行する『神威の車輪ゴルディアス・ホイール』との距離はじわじわと、だが着実に狭まりつつあり、ただの光点としか見えなかったその姿も、今では雷気を散らしつつ猛回転する車輪のさまがはっきりと見て取れる。

　一方で、着地して以来ずっと御者台から後ろばかりを眺めていたウェイバーは、猛然と迫り来るヘッドライトの勢いに息を吞み、慌ててライダーのマントを引っ張った。

「ライダー、このままじゃ追いつかれるぞ！　おい、ちゃんと後ろ見てるのかよ馬鹿！」

　焦りも露わなウェイバーの声を、ライダーは鼻で笑い飛ばす。騎兵の座クラスを得て現界した英霊たる彼ならば、もはや振り向くまでもなく、迫り来るセイバーの気迫はまざまざと感じ取れた。

「セイバーめ。ただの機械仕掛けを以てしてその走り、まずは見事と称えておこう。だが──」

　嘯うそぶきながらもライダーは、持ち前の獰猛な含み笑いに口元を歪める。

「生あい憎にくとこちらは戦車でな。ただお行儀良く駆け競べ、というわけにはいかんぞ？」

　そしてライダーは、巨大な車体を横滑りさせて一気に路肩へと寄せはじめた。

　サイズにおいて大型トラックをも凌駕する『神威の車輪ゴルディアス・ホイール』の車輪両側面には、凶々しい弧を描いて張り出した特大の鎌かまが固定されている。そしていまライダーが疾駆する国道の左右には、道路に覆い被さるようにして鬱うっ蒼そうと茂る原生林があった。舗装路ぎりぎりまで車輪を寄せれば、必定、鎌の刃は密生した木々の中へと突っ込まれることになり──

「余の〝後こう塵じんを拝する〟とはこういうことだ、セイバー！」

　帯電した車輪がガードレールを紙細工のように踏み砕き、暴虐の伐ばっ採さいを開始する。

　太い成木の幹といえども、時速四〇〇キロ余りの速度を維持して疾走する厚刃の大鎌が相手では、鉋かんな屑くずも同然だ。瞬時に叩き斬られた木の幹は、すべて撓しなりながら弾け飛び、片っ端から虚空へ巻き上げられていく。さながらチェーンソーが木屑を撒き散らす様相を、数百倍にスケールアップしたかのような悪夢の景観が具現した。

　その盛大な破壊ぶりに、セイバーは息を吞む。

「く……ッ！」

　抛ほうり上げられた樹木の束が雨あられと降り注ぐ先は、当然、後続するセイバーの頭上である。直撃は無論のこと、今の走行スピードならば掠めてハンドルを取られただけでも間違いなく死に繫がる。

　減速は──有り得ない。退がってやり過ごせる試練ではない。活路は唯一、突破あるのみだ。

　覚悟を決めたセイバーは、臆することなく、降り注ぐ木々の真まっ只ただ中なかへと突っ込んだ。

　雪崩なだれ落ちては路面で跳ね返り乱舞する降下物。その紙かみ一ひと重えの間隙を、ＶＭＡＸは蛇へびの如く軌跡を捻ひねりながらすり抜ける。ブレーキングを愚と断じたセイバーは、加速によって浮き上がった前輪をそのまま振りかざすようにウィリーさせつつ、魔力放出による姿勢制御を立て続けに駆使して極限の操車を演じてのけた。そのあまりに華麗な双輪の演舞に、見守るウェイバーは畏怖すら忘れて目を奪われ、またライダーは喜悦に極まった轟笑を放つ。

「ふははははッ！　上等！　それでこそ誉れも貴き騎士の王！　まっこと貴様は戦場の華よな！」

　笑いながらもライダーの戦車チャリオットは機敏に横へと軌道を滑らせ、次なる伐採物へとにじり寄る。

「さぁ、続けていくぞ──木の次は石の雨だ！」

　大鎌の刃が次なる餌え食じきとしたのは、なんと路肩の法のり面めんを覆い固めていたコンクリートブロックであった。樹木の幹などとは比較にならない強度と密度を誇る石の壁を、鎌の刃は容赦なく削岩して瓦礫に粉砕し、飛沫の如く撒き散らしてセイバーの行く手にぶちまける。

　木こっ端ぱよりもなお致命的な岩石の洗礼。だが──それを見据えて突き進むセイバーの口元は、このとき不敵な笑みすら刻んでいた。

「侮るなよ、征服王！」

　石の雨を木の雨より脅威と見なすのは、あくまで〝当たったとき〟の話である。もとより全てを躱かわしてのける覚悟なら、火が降ろうが矢が降ろうが同じ事。セイバーは全幅の信頼を以てＶＭＡＸの駆動輪に勝機を託し、勇猛華麗なハンドリングでコンクリート片の狭間を縫いつつ押し通る。

　むしろ法面の舗装にまで大鎌を揮ふるったことで、ライダーの戦車チャリオットは加速の伸びを失った。樹木より大幅に手応えのあるコンクリートブロックの切削は、さしもの神牛の蹄ひづめにとっても無視しきれない抵抗となったのだ。

　セイバーの第六感が、絶妙の勝機の到来を予感する。ここから続く数手を過たずに打ってのけた先に、紛れもない起死回生のチャンスがあると──

　法面の頂近くから崩落した、ひときわ巨大なコンクリートの塊かたまりが、ＶＭＡＸの行く手に転がり落ちる。幅も長さも二メートルを軽く上回る扁へん平ぺいな大塊は、さながら石の衝つい立たてだ。

　真正面の進路を遮ったそれを、セイバーは揺るがぬ視線で見据え、避けることなく一直線にＶＭＡＸを突進させながら、大きく『風王結界インヴィジブル・エア』を振りかぶる。

「はあぁぁぁッ‼」

　気勢一いっ喝かつ、渾身の横よこ薙なぎで振り払った気圧塊の一閃は、魔力放出の支えとともに重く激しくコンクリート塊かいを強打し、数トンはあるかと見えたそれを軽石のように易々と空中に叩き上げた。少女の細腕ではあり得ない物理法則への裏切りは、まさしくサーヴァントでこそ敵う不条理だ。

　猛烈にスピンしながらも再び虚空を舞ったコンクリート塊は、致命的な放物線の彼方で、先行する戦車チャリオットの真上へと狙い過たず落下する。哀れを催すウェイバーの悲鳴に、今度こそライダーが振り向いた。抜き放ったキュプリオトの剣を振りかざし、丸い目をぎろりと剝いて頭上の大塊を睨み据える。

「せぃやあぁぁッ‼」

　力競べでは負けぬとばかり、豪放に振り払った銅剣の一撃はコンクリート塊を直撃。再び軌道を曲げられた岩盤はさらに激しく旋転し、まるで回転鋸のこぎりのような勢いで落下すると、戦車チャリオットの背後の路面に深々と突き刺さった。

　その有様を見て取ったセイバーの総身を、電流の如き啓示が趨はしる。

　アスファルトを抉ったコンクリートの衝立──平らな表面を真上に向けて、浅く突き刺さった角度は僅か三〇度余り。未来予知に等しい戦闘直感が先読みした勝利の鍵がそこにあった。

〝今こそ──〟

　ハンドルを握る右手親指の下、かねてから意識し続けていた一つのボタンがある。騎乗スキルの導きでＶＭＡＸを駆るセイバーは、そのボタンの〝機能〟を知らず、だがそのボタンの〝役目〟を承知していた。それがこの鋼鉄の荒馬に隠された秘中の秘、最後の切り札に他ならないものだと。

　躊躇なくセイバーは、その赤いボタンを根本まで押し込み──そして双輪の猛獣が、ついに逆げき鱗りんの咆吼を放つ。

　猛回転するエンジンの内部、気化燃料の充満するピストン内部へと噴霧された亜酸化窒素ニトロ・オキサイドガスが三〇〇度の灼熱に膨張し、その出力を禁断の領域にまで突破させる。五割増しの急加速に駆られたＶＭＡＸの突進は、もはや疾駆という名の暴虐だった。極限の加速を得た車体を辛くも御しつつ、セイバーのステアリングが狙うのは、たったいま眼前に出現した俄にわか仕立ての傾斜路である。

　悲鳴の如き軋みを上げてコンクリート片の上を踏む前輪。そして上向きに跳ね上がった車体を、猛り狂う後輪のトルクが容赦なく虚空へと打ち上げる。重力の軛くびきすら蹴り落とし、宙高く──

　ライダーにとって、まさにそれは予想だにせぬ奇襲であった。かつて我が物顔で天を翔けていた彼が、まさか頭上に舞う敵を仰ぎ見ることになろうとは。

　戦車チャリオットのスピードが減退したその隙に、ＶＭＡＸのニトロチャージャーによる最大加速、さらに偶然の産物である即製のジャンプ台までをも利用して、ついにセイバーはライダーを剣の間合いに捉えた。それもポジションは白兵戦において絶対優位となる敵の頭上。まさにこれこそ、勝利の女神が剣の英霊に約束した必勝のチャンスであった。

「ライダーッ、覚悟！」

　乾けん坤こん一いっ擲てきの気迫をもって振りかぶった『風王結界インヴィジブル・エア』が──そのとき、ほんの僅かな躊躇に滞とどこおる。

　応じたライダーが愛用の宝剣を振り上げる。激突する刃と刃。威力においては位置的優位を占めるセイバーが競り勝つはずの斬撃であったが、結果は五分の拮きっ抗こうに終わった。『風王結界インヴィジブル・エア』はライダーの防御を押し切ること敵わず、すんでのところで跳ね返される。

　落下するＶＭＡＸと、駆け抜ける『神威の車輪ゴルディアス・ホイール』の間には、さらなる剣けん戟げきのチャンスはなかった。セイバーは咄嗟の魔力放出で滑かっ空くうのスピードを抑え、車体のバランスをぎりぎりで立て直し、辛うじて後輪からの着地を遂げて、全ての衝撃をタイヤとサスペンションに吸収させる。

　必勝の好機を逃したセイバーではあったが、その胸中を乱すのは、それとは別の焦燥だ。

〝アイリスフィールが──いなかった⁉〟

　断じて見間違えではない。ＶＭＡＸを跳躍させ、ついに間近に目の当たりにしたライダーの戦車チャリオットの御者台には、騎手たるライダー自身と、そのマスターしかいなかった。

　ならば、土蔵から連れ去られたはずのアイリスフィールは何処に？

　セイバーはフルブレーキングで三〇〇キロ余りの車体を押さえ込み、路面にタイヤを滑らせながら荒れ狂う双輪を静止させた。迷うことなくライダーの追走に専念してきた彼女であったが、ここにきてセイバーの胸中は疑念の群雲に覆われていた。

　そもそも、ライダーは一体どこを目指して駆けていたのか？

　市街地から西へと抜けるこの国道……辿り着くその果ては、アインツベルンの森である。一度はライダーも酒樽を小脇に抱えて通った道であるはずだ。アイリスフィールを攫ったその後に、彼はわざわざ敵の領土を目指すような逃走路を選んだというのか？

　冷ややかな焦りが、セイバーの奥歯を軋らせる。

　そもそもこれが逃走でなかったとしたら？

　ライダーのマスターはどうやって深山町のあの土蔵を知ったのか──そう、知るはずもない。ライダーの陣営はアインツベルン勢が拠点を変えたことを知らない。今もセイバーたちが森の城にいるものと思いこみ、馬鹿正直に攻め込む心算で夜空に戦車チャリオットを駆っていたのではないか。

　では、土蔵にいた舞弥とアイリスフィールを襲い、連れ去ったのは？

　真相は依然として見えないものの、謀たばかられた、という予感だけは確信となってセイバーの胸を焼き焦がしていた。セイバーがライダーを追って躍やっ起きになっていた隙に、征服王に濡れ衣を着せた本当の下手人は、まんまとアイリスフィールを手中にしたまま逃げおおせたことだろう。

　こんな処ところにいる場合ではない。急ぎ新都に引き返し、アイリスフィールを捜さなければ。

　だが──その判断は歴然でありながら、セイバーは動けない。嵐の気配に張り詰めた総身は、無駄な挙動を一切許すことなく、いま眼前にある脅威だけを注視して身構えている。

　おおよそ一〇〇メートル余りの距離を隔てて、ライダーの戦車チャリオットもまた静止していた。しかもその向きは反転している。それまで一いっ顧こだにせず後塵を浴びせるのみだったセイバーを、二頭の神牛が、そして戦場の恭きょう悦えつに沸わく征服王の双眸が、射貫くかのように見据えている。

　もはや推し量るまでもなく、その意図は歴然だった。──ライダーは仕掛ける気でいる。

　彼自身をも巻き込んで出だ汁しにした陰謀の在処など、もとより眼中にすらなく。ひとたび斬られた以上は斬り返すまで、と。次は征服王が威を示す番と意気込んでいる。

　そもそもライダーが、もとよりセイバーに挑みかかる目的で西を目指し駆けていたのだとしたら、罠に嵌められたセイバーとは違い、この状況に何の異存もありはすまい。

　故に。今ここでライダーを放置し冬木に駆け戻ろうとするならば、それはこれより放たれるライダーの一撃を、無防備な背中に受けることを意味していた。

　ここで、決めるしかない──もはや選択の余地なく受け入れるしかなくなった決着の瞬間を前にして、剣柄を握るセイバーの籠手が、ギシリと緊迫の軋みを上げる。




『神威の車輪ゴルディアス・ホイール』の御者台に縮こまるウェイバーは、隣に聳え立つライダーの闘気が、今まさに最高潮に達しつつあるのを感じていた。

　征服王が見据える標的は、ざっと一〇〇メートル余り前方。アイドリング中の大型バイクに跨ったまま、硬い面持ちでこちらを睨み返してくるセイバーのサーヴァント。

　冬木新都からここまで、猛然とライダー達を追走してきたセイバーが、なぜ今になって急に静止したのかは定かでない。が、ライダーは追っ手が立ち止まったと見て取るや、そのまま駆け去って距離を開けるのでなく、即座に戦車チャリオットに急制動をかけて反転させ、こうして真っ向から対峙する構図に持ち込んだ。当然といえば当然だ。ライダーの目的は最初からセイバーとの対決である。相手が追撃を諦めたのならば、もちろん次はこちらから仕掛ける番だ。

　だが──未熟ながらもマスターの役を負うウェイバーは、ひりつくような焦燥に歯嚙みする。

　この距離、この位置関係は、明らかに拙まずい。

　未遠川でキャスターを葬った、セイバーの宝具。『約束された勝利の剣エクスカリバー』をひとたび目にした後ならば、この場の趨すう勢せいは歴然だった。遮蔽物のない一直線の道路。周囲には巻き添えの危惧もなし。しかも互いに静止しての睨み合い──明らかにこの状況は、セイバーの宝具の独壇場だ。

　その程度、戦いくさ上じょう手ずのライダーならば理解はしている筈なのだ。彼もまた未遠川ではセイバーの宝具の威力を見届けている。たしかに理性を疑う言動は多々あれど、こと軍略においてこのサーヴァントが見誤ることは断じてない。

『神威の車輪ゴルディアス・ホイール』の機動力を最大発揮できる疾走中ならば、まだしも回避の目め処どが立っただろう。なのに何故ライダーは、みすみす脚力の優位を捨ててまで、ここでセイバーと対峙することを選んだのか。

「なぁ、おい、ライダー……」

「うん。仮にも余のマスターである貴様には、一応ここで一言、断りを入れておかねばならんだろうな」

　ウェイバーの疑問を見透かしてか、ライダーは不ふ遜そんな笑みを浮かべたまま、それでも視線だけはセイバーから逸らすことなく、傍らの少年に呼びかけた。

「これより余は、聖杯を狙う必勝を差し置いて、ちょいと大きな博打ばくちに出る。令呪で止めようと思うなら、今のうちだぞ？」

「……」

　この傲ごう岸がんなるサーヴァントの気性を知った上でなら、それがどれほど由々しい発言か理解できる。

　理性あるマスターならば令呪に訴えてもやむなしと、当のサーヴァント自身が観念するほどの無茶無謀を、今ライダーは企んでいる、ということか。

「オマエ……本気でここから仕掛けるつもりか？　この間合いから？　真っ直ぐに？」

「河で見せられた光の剣。セイバーが構えに入ってからアレを発動させるまでの隙に、余の『神威の車輪ゴルディアス・ホイール』がこの距離を駆け抜けるか否か、という勝負なわけだ」

　ウェイバーは顔色を失ったまま、改めて彼ひ我がの距離を推し量る。

　ぎりぎりだ。あまりにもぎりぎりだ。

　記憶にあるセイバーの宝具発動までのタイムラグと、ライダーの宝具の加速力。どちらを鑑みても、まったく可否を計りようがない。いま両者が対峙するのは、まさにそういう距離だった。

「……勝算はあるのか？　ライダー」

「まぁ、五分だな」

　あくまで堂々と、悠然と、征服王は断言する。軍略を司つかさどる者にとって、もっとも重く苦しい数字を。

　勝てる確率が半分ならば、残り半分は即ち敗北だ。コインの裏表で生死を占うようなものである。そんなものは断じて〝戦略〟ではない。強いて言うならば〝苦肉の策〟だ。それ以外に一切の活路がないような局面でしか、発想し得ない愚行だ。

「なんでオマエ……そんな無茶を？」

「無茶だからこそ、さ」

　そう嘯うそぶいて獰猛に微笑むサーヴァントの眼差しは、あくまで〝勝利〟のみを──たった五割しかない筈の不確定な未来を見据えている。

「ここまで拮抗した状況から勝負を挑まれたら、負けた方はそれこそ何の言い訳も面目も立たぬ。紛れもない〝完敗〟だ。あのこまっしゃくれた娘も、自慢の剣を、まさかこの間合いから踏み折られるとは思うまい。そんな形でこの征服王に完敗すれば、あ奴とて今度こそ己が不明に痛み入り、改めて余の麾き下かに加わる気になるかもしれん」

「……」

　眉根に皺を刻みつつ、ウェイバーは嘆息するしかなかった。

　結局は、それか。聖杯を巡る殺し合いよりも、彼ら英霊にとっては誇りの競い合いこそがなお重いというのか。

「……オマエ、そうまでしてあのセイバーが欲しいのか？」

「うん、欲しいな」

　何の衒てらいもなくライダーは頷く。

「戦いくさ場ばにおいて、アレは紛れもなく地上の星だ。理想の王がどうとかいう戯ざれ言ごとなんぞほざかせるよりは、余の軍勢に加えてこそ本当の輝きを放つというものだ」

　そうやってこの覇王は、過去幾度となく王侯や武将を打破しては、その権威にも財にも目もくれず、相手の〝魂たましい〟そのものを召し抱えてきたのだろう。

　故に、征服王。

　滅ほろぼすことなく、貶めることなく、立ちはだかる敵を制覇する──それこそが彼の摑み取るべき勝利の形なのだ。

　たまさか聖杯だけを縁よすがに繫がる契約者マスターごときが、その是非を、どうして問うことができようか。

「……やれよ、ライダー。オマエのやり方で勝てばいい」

　諦めにも似た溜息とともに、ウェイバーは吐き捨てた。

　捨すて鉢ばちではない。一日がかりの休息によって魔力を補充したライダーにとって、今この瞬間は大勝負を挑む上で逃しようのないチャンスだ。次にセイバーと対峙したとき、ライダーのコンディションを今よりましな状態に維持しておける保証はない。

　ならば、数字の上での勝率よりも、ライダーの闘志に賭ける。

　無理で道理を蹴散らす征服王に、最後まで意地を通させるなら──理ことわりを超えたその破は天てん荒こうにこそ、いま真に信じうる勝機がある。

　硬い面持ちでそう自分に言い聞かせるウェイバーに、ライダーは、どこまでも図太く雄々しい笑みで応じた。

「フフン、坊主、貴様もいよいよ〝覇〟の何たるかを弁えてきたようだな」

　その自信は虚勢ではない。大博打などと嘯いておきながら、他ならぬライダー自身が、誰よりも自らの必勝を信じて疑わずにいる。

「彼方にこそ栄え在りト・フィロティモ──いざ征ゆかん！　遥かなる蹂躙制覇ヴィア・エクスプグナティオ‼」

　ついに解き放たれる真名に、猛然と雷気を迸らせる神牛の戦車。その強壮なる嘶いななきは、かつて初戦でバーサーカーを蹄にかけたときの比ではない。

「──風よ！」

　それを見て取ったセイバーも、風圧の護りから自らの宝剣を抜き放つ。

　逆巻く旋風かぜを押しのけて、晒された黄金の輝きは燦さん然ぜんと光を呼び集め、今こそ騎士の王道を示さんと魔力を滾たぎらせる。

「ＡＡＡＡアァァＬａＬａＬａＬａラララララＬａｉｅライッ‼」

　征服王の咆吼とともに、アスファルトを蹴り立てて突進する怒ど濤とうの蹄。その覇気に気圧されながらも、今度ばかりは失神すまいとウェイバーは必死に目を見開く。突き進む行く手から、今まさに放たれんとする最強の対城宝具、その光に先んじてライダーの疾走がセイバーを蹴散らす瞬間を、決して見逃すまいとして。

　真っ向から対峙した征服王の突進に、セイバーの背筋を戦慄が趨る。一〇〇メートルの間合いを瞬時のうちに走破する神牛の疾駆。瞬またたき一つの間にはもう、『神威の車輪ゴルディアス・ホイール』の威容は津波の如くすぐ眼前にまで肉薄している。

　だがしかし、貴き宝剣の柄がその手の中にある限り、自らの必勝に迷いはない。振りかざす黄金の輝きに、謳うべき真名ただ一つ。

「約束されたエクス──」

　猛り馳せる雷神の化身が今まさに、セイバーの矮軀をその蹄にかけんとした、刹せつ那な──。

「勝利の剣カリバー！」

　彗すい星せいの如く放たれた金こん色じきの閃光が、すべての闇を白く反転させる。




「──ッ！」

　その眩さに視野を奪われ、焼かれ、思わず目を背けてしまったウェイバーは──激しい衝撃の中、ひどく冷静な思考で理解した。

　セイバーの宝具の光を、その目で見たということは即ち……『神威の車輪ゴルディアス・ホイール』が届く最後の一歩を前にして、騎士王の一撃が先んじたという結末。

　だがそれでも、肩に廻された豪腕の頼もしい感触は、消えない。敗北を悟ったその思考こそ、今なお自分が生きて意識を保っていることを意味している。

　恐る恐る目を開けたウェイバーは、そこに仮借ない破壊の痕跡を目の当たりにした。

『約束された勝利の剣エクスカリバー』の一撃は、路面の舗装を瞬時に焼滅させ、彼方の森の木々までをも一瞬のうちに吹き飛ばし、道路とその延長線上に真一文字の傷跡を刻んでいた。気化したアスファルトの悪臭が鼻をつくその直中に、ウェイバーは五体満足のまま宙に浮いて……否、巨漢の肩に担ぎ上げられたままぶら下がっていた。少年マスターの矮軀を小荷物のように抱えているのが誰かは、無論、確かめるまでもなかったが。

「あっちゃぁ……しくじったかぁ」

　さも心底悔しそうなライダーの呟きは、だが状況に即して考えるなら吞気に過ぎる言葉であった。

　見たところライダーも無傷ではある。が、彼が駆っていた戦車と、手綱を握っていた二頭の神牛は、跡形もなく消え失せていた。宝具『神威の車輪ゴルディアス・ホイール』は『約束された勝利の剣エクスカリバー』の直撃をもろに受け、かつてのキャスターの海魔と同様に、灰も残さず吹き飛ばされたのだろう。

　そんな死線の、際どくも一瞬の直前に、敗北を悟ったライダーはウェイバーを抱えて御者台から飛び降り、危ういところで対城宝具の火線から逃れ出たのだ。九死に一生を得た二人であったが、それでも代償は大きい。今までライダーが主力兵器として頼みにしてきた天あま翔かける戦車チャリオットは、これを最後に失われてしまった。

　だが、まだ終わりではない──ウェイバーはくじけかかった失意の心を、すぐさま戦意で塗り潰す。『神威の車輪ゴルディアス・ホイール』を奪われても、征服王の真の切り札は他にある。

「ライダー！　『王の軍勢アイオニオン・ヘタイロイ』を──」

　言いさしたウェイバーに向けて、ライダーは小さく、だが断固とかぶりを振る。休息中に語らった後半戦の目論見を、今なお征服王は翻す気がないのだ。セイバー相手に動員できるのは戦車チャリオットまで。あと一度の発動が限度であろう親衛隊ヘタイロイの召喚は、あくまで対アーチャー戦に温存するものと。

　しかし、いかに屈強なライダーといえど、機動力を失った上での白兵戦となれば、これは明らかにセイバーの独どく壇だん場じょうである。その体格の優劣においては比較にならない両者だが、そういう条理の外にあるのがサーヴァントの戦いだ。その華きゃ奢しゃな容姿にも拘かかわらず、セイバーがどれほど怪物的な戦闘能力を誇っているか、ウェイバーは今日までの戦いで充分すぎるほど思い知らされている。

　勿論ライダーとてそれは同じことだろうに、それでも征服王は怖じることなく堂々と、キュプリオトの剣を構えたままセイバーと対峙し、退く素振りなど一切見せない。

　一いっ髪ぱつ千せん鈞きんの睨み合いを、だが先に崩したのはセイバーだった。

　再び風を纏まとった剣を収めると、彼女はバイクのスロットルを開け放ち、空転する後輪を滑らせて一気に車体を反転させ、ライダーに背中を見せた。そのまま隙に付け入る暇も与えず、セイバーは後輪がグリップを取り戻すと同時に再び急加速をかけて、あとは猛然たる排気音だけを残して一気に冬木市街へと駆け戻っていった。

　ウェイバーたちには慮りょ外がいだったが、むしろ追撃してきたセイバーにこそ、ここで勝負に拘こう泥でいできない事情があった。彼女をライダーとの交戦に導いた奸かん計けいの主を突き止め、その手からアイリスフィールを取り戻すためには、たとえライダーとの決着を差し置いてでも、一刻も早く撤退しなければならなかったのだ。

　あっという間に視界から消え、遠ざかっていくバイクの咆吼を、取り残されたウェイバーはむしろ呆ぼう然ぜんと聴いていた。その猛々しい排気音に耳を傾けていたライダーが、むぅ、と得心顔で頷く。

「バイクか……ふむ。あれは良いモノだ」

「──ッ、オマエ、勝負に負けた後の第一声がソレか？」

　戦いの余韻を一気に脱力させられて食ってかかったウェイバーは、そこではたと由ゆ々ゆしき事態に気付き、悄しょう然ぜんとなった。

「なぁ、ライダー……ボクら、どうやって街まで帰るんだ？」

「そりゃあ、まぁ。歩くしかないわな」

「……そうだよな」

　宵よい闇やみの中、遥か彼方に瞬またたく新都の光を遠望し、ウェイバーは深い溜息をついた。
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　間桐、臓硯──

　名ばかりしか知らぬ間桐の黒幕を前にして、言峰綺礼の意識は臨戦態勢のそれに移りつつあった。

　夜の街を賑にぎわす照明の死角を、巧みに立ち位置に選びながら佇たたずむ矮軀の影。萎びた容姿とは裏腹に、その正体がどれほど危険な存在か、時臣からは重ねて言い含められている。表向きにこそ隠居を表明しているものの、魔導の秘術で人ならざる延命を繰り返し、数代を重ねて間桐家を支配し続けてきた極めつけの怪人。ある意味ではマスターである雁夜より、危険度において数段勝る要注意人物だ。

「言峰綺礼。あの堅物の璃正めの息子と聞くが、相違ないかの？」

「いかにも、そうだが」

　嗄しゃがれた声の問いかけに、綺礼は首肯で応じる。

「ふむ──意外よのォ。鳶とんびが鷹たかを生むとの喩たとえもあるが、まさかあの男の胤たねからこんな曲くせ者ものが育つとは」

「用件は何だ。間桐臓硯」

　綺礼は挑発をきっぱりと無視して、老魔術師に質した。

「雁夜の味方であるはずのお前が、なぜそんな場所に忍んで覗き見を？」

「なに。先行き危うい息子を案ずる親の情じゃよ。雁夜めがどのような助勢を得たか、ひとつこの目で直々に見届けてやりたくなったのでな」

　好こう々こう爺やめいたにやけ顔は、髑どく髏ろのように干涸らびた風貌の中にあって明らかに異質である。もとより、こういう笑い方をするようには出来ていない顔、としか見えない。

「雁夜に取り入る上でおぬしが並べた口上は、余さずワシの耳にも入っておる。何でも、おぬしも遠坂の小倅を亡き者にしようと企んどるそうだが」

「その通り。あの男は我が父を──」

「よせよせ。二度も繰り返して戯言を聞かすでない」

　深い皺の奥に落ち窪くぼんだ眼差しが、炯けい、と鋭く綺礼を射貫く。

「賢さかしく立ち振る舞いすぎたの、言峰綺礼。おぬし、遠坂の目を盗んで動いているにしては大胆すぎる。そもそも時臣を亡き者にしようと思い立った時点で、おぬしなら雁夜の手など借りることなく十全に事を成し果おおせたはずじゃ。──ワシとて伊だ達てに歳を食ってはおらん。雁夜ごときを騙せたとしても、ワシの目までは誤魔化せん」

「……」

　内心で、この老魔術師に対する評価を再認しながらも、綺礼は平静を装った。

「おぬしの狙いは、遠坂の小倅などではなく雁夜自身じゃろう。違うか？」

「……そこまで私を疑うならば、なぜ雁夜に忠告しない？」

　キチキチと軋るような、まるで虫の群れが唸り鳴くかのような不気味な音が湧いた。ややあって、綺礼にはそれが、この老人の忍び笑いなのだと解った。

「そうさのォ、まぁ、他た愛わいもない好奇心、といったところか。おぬしがどういう手て練れん手て管くだで雁夜めを〝壊す〟のか、ワシにも興味が尽きぬでなぁ」

　その弄ろう言げんが戯れ言か真意か、綺礼には、にわかに判別がつかない。

「……間桐のために戦う雁夜の勝機を、みすみす潰していいというのか？　臓硯」

「雁夜の？　勝機じゃと？　カカカ、そんなものは最初から皆無も同然じゃわい。あんなクズめが聖杯に到るというのなら、それこそ過去三度の殺し合いが茶番に堕するというものじゃ」

「解せぬ話だ。間桐は、聖杯を悲願する御三家の一角ではなかったか？」

　綺礼の問いに、臓硯は鼻を鳴らす。

「ワシに言わせれば、遠坂の小倅やアインツベルンの連中こそ馬鹿の極みじゃ。前回の大番狂わせをまともに記憶しておるなら、此こ度たびの四度目がおかしくなると警戒するのは当然であろうに。

　ワシはな、最初から今回の戦いは様子見に徹するものと決めていた。実際、蓋ふたを開けてみればキャスターがあのザマじゃ。明らかに英霊とは程遠い悪霊なんぞを招き寄せる辺り、聖杯戦争のシステムは間違いなく何かが狂いはじめておる。まずはその正体を突き止めることこそ肝要でな」

「……」

　おそらく、この人知を超えた怪人は、繰り返される聖杯戦争の度に、その中心に身を置いてきたのだろう。そして前回の監督役である言峰璃正ですら知り得なかった何かを、間桐臓硯は摑んでいるのだ。

「では、何のための雁夜とバーサーカーだ？　ただ傍観するつもりだったなら、なぜサーヴァントを用意した？」

「いやなに、いかに胡う乱ろんとはいえど、せっかく六〇年に一度の祭りじゃからな。小こ童わっぱどもの戯たわむれを遠目に眺めているだけ、というのも味気ない。ワシとてワシなりの愉しみが欲しくもなるわさ」

　剽ひょうげた口調で言ってから、臓硯はさらに歪みきった笑みで相好を崩す。

「まぁ勿論、もしまさか仮にもあの出来損ないが聖杯を摑み取ってくるならば、それに越した結末はないんじゃが。とはいえワシは、どうにも堪え性がなくてのォ。裏切り者の雁夜めが悶え苦しむ様は、本当に──ああ。見ていて飽きぬ。間桐の勝利を祈願したい気持ちもあれば、雁夜の無様な末路を見届ける誘惑にも抗い難い。クク、まったく迷い処よのぅ」

　笑う臓硯の嗄れ声が、綺礼にはただ耳障りだった。いっそこの出会いが戦場で、言葉ではなく生死を遣り取りする成り行きであったなら、どんなにか幸いか。相手が危険極まる魔術師と重々に承知した上でもそう思う。それほど綺礼にとって、間桐臓硯という存在には容認しがたいものがあった。

「貴様は……肉親の苦悩が、そこまで見ていて愉しいか？」

　表情を殺して問う綺礼に対し、臓硯はからかうように眉を上げる。

「おお、心外よな。むしろおぬしはワシの喜びを理解しわかってくれるものと思ったのだが」

「──なに？」

「ワシはこう見えても鼻が利く。言峰綺礼、おぬしからはワシと同類の匂いがするぞ。雁夜という腐肉の旨味に釣られて這い寄ってきた蛆うじ虫むしの匂いが、な」

「……」

　綺礼は無言のまま、ゆっくりと僧衣の裾すそから黒鍵を抜き放った。

　もはや理屈ではなく、この老魔術師とは殺やるか殺られるかの結末しかないと理解したからだ。いま臓硯はそういう〝間合い〟にまで踏み込んできた。それは命を懸ける上での絶対領域、急所を抉えぐる一撃を避けようと思うなら、迎え撃つしか他にない必殺必至の一線だった。間桐臓硯はそれを踏み越えた。足運びではなく言葉によって。

　解き放たれた冷厳な殺意を、だが臓硯は、なおも悠然と含笑しながらやり過ごす。

「……ほほう？　いささか買い被りすぎたかの。てっきり同好の士を得たものとばかり思っていたが。どうやらおぬし、自身の外道ぶりにまだ照れを残しておるのか。──カカ、青いのぅ。自じ慰いの如き秘め事にでも耽ふけっている気でおったのか？」

　示威も警告もする気はなかった。予備動作すら窺わせない瞬時のうちに、綺礼は手の中の黒鍵を投とう擲てきし、老人の矮軀を串くし刺ざしにしていた。

　とはいえ、白刃を前にしてなおも揺らぐことのなかった臓硯の余裕は、はたして虚勢ではなかった。黒鍵の刃に貫かれた瞬間、老魔術師の輪郭はまるで泥細工のように溶け崩れ、再び物陰に蟠わだかまる正体不明の影に戻ってしまったのだ。

　警戒に身を強張らせる綺礼に、さも楽しげな囁き声が何処からともなく嘲ちょう弄ろうを送る。

『おお、怖い怖い。青いとはいえ教会の狗いぬ。からかうとなれば命いのち懸がけか』

　次の黒鍵を構えながら、綺礼は影の中で蠢くものに目を凝こらした。

　さっき刺し貫いたかに見えた間桐臓硯の肉体は、幻覚の類だったのか。或いは間桐臓硯の肉体には、もとより輪郭というものが存在しないのか。──老練の魔術師ともなれば、どのような不条理とて有り得る。それでいちいち驚いていたのでは、代行者など務まらない。

『クク、またいずれ見まみえようぞ、若造。次に会うときまでには、ワシと五分に渡り合えるよう、己の本性を充分に肥こえ太らせておくがいい。クカカカカッ……』

　不気味な哄こう笑しょうを後に残して、臓硯の気配は闇に溶け入り、消失した。後には刃を構えたまま案山子かかしのように立ち尽くす綺礼だけが残された。

「……ッ」

　綺礼は苛立ちのあまり、行き場を無くした黒鍵を屋上の床に叩きつける。

　まさに、今の老人は掛け値無しの怪物だった。生かしておいていい道理がない。

　いずれ引導を渡さずにはおれない仇敵。そう彼は、間桐臓硯について確信した。








×　　　　　×　　　









　更けていく夜の闇を可能な限り意識すまいと、今夜も間桐鶴びゃく野やはアルコールに耽たん溺できしていた。

　何事もなく過ぎた昨夜の平穏さも、今となっては恨めしい。凪いだ海には必ず後から荒波が押し寄せる。きっと不穏な沈黙のうちに終わった昨日のぶんまで、今夜は剣吞な騒動が巻き起こるに違いない。

　連日、この冬木市を脅かしている夜の怪異の実体を、当然ながら鶴野は知っている。彼は由緒正しい間桐家の家督を嗣いだ嫡男であり、かつて聖杯を求めて久く遠おんの探求に乗り出した偉大なる血脈の末まつ裔えいである。本来ならこの酸さん鼻びなる戦いに、当事者の一人として参ずるべき立場にいたのが彼だった。

　そんな責務に背を向けて泥酔に甘んじている自分を、だが鶴野は微塵も恥じていない。むしろ弟の雁夜に比べれば、人間として当然すぎる態度だと、胸を張って断言できる。

　長らく勘当されたきり間桐家と断絶していた雁夜が、なぜ今になって帰郷し、聖杯戦争に参加しようなどと思ったのか、鶴野には理解できない。理解したいとさえ思わない。何であれ弟を翻ほん心しんさせた事情については、いくら感謝しても足りるまい。さもなくば、あんな姿にされて戦いに駆り出されたのは鶴野の方だったのかもしれないのだから。

　雁夜が召喚陣より呼び出し、契約した、黒くおぞましい怨おん霊りょうの姿を思い出す。──あのときの恐怖を記憶から遠ざけるためには、ただ重ねて酒瓶を呷あおるしかない。

　あんなモノが他にあと六体、今もこの夜の闇の中で血肉を喰らいあいながら相そう克こくしていると知っていれば、正気でいられる方がどうかしている。今の冬木は正真正銘の魔界だ。そんな場所で平静な精神を保っていようと思うなら、頼れるものはアルコール以外に何があるのか。

　一人息子の慎しん二じは遊学という名目で国外に出した。鶴野とて、今の冬木に居残ることなど本当は願い下げなのだ。が、彼にはこの間桐邸を離れられない理由がある。遠坂から譲り受けた小娘を地下の蟲むし蔵で調教し、間桐の次期頭首として相応しい器に仕立て上げることは、臓硯から仰せつかった重要な役目なのだ。

　そう、当代の間桐家を預かる主として、鶴野は十全に役目を果たしている。そもそも今回の聖杯戦争は様子見に徹するのが当初の臓硯の方針だったのだ。しょせん雁夜はあの老魔術師の玩具おもちゃにされているにすぎない。いま間桐の正道を踏まえているのは鶴野の方だ。魔術回路の数など問題ではない。たとえ子供一人を嬲なぶりものにするしか能のない身だとしても、真に間桐の未来へと繫がる道を歩んでいるのは自分の方なのだ……

　そう自らに言い聞かせ、弟を嗤わらい蔑みながら、また一口、鶴野は胃の中に酒精を注ぎ足す。

　間桐の魔術師になるというのは、即ち陰の頭首、臓硯の傀かい儡らいに成り果てることと同義である。それを理解して、一度はまんまと逐ちく電でんしておきながら、みすみす出戻って刻こく印いん虫ちゅうの苗床となった雁夜の度外れた愚かしさには、同情の余地など一片もない。もとより弟に対する肉親の情など皆無だ。兄より秀でた才を持ちながら、間桐歴代の呪われた宿命を鶴野一人に押しつけて出て行ったあの男に、どうして今さら情をかける必要があるのか。

　ああ、なぜ今夜はこんなにも眠気の訪れが遅いのか。いつものようにさっさと昏睡の中に転がり落ちてしまいたい。酒が足りない。酔いが足りない。屋敷の外の出来事など一刻も早く忘却し、夜明けまでの時間を跳び越えたいというのに──

　代わりに鶴野に浴びせられたのは、テーブルの上のワインクーラーに溜めてあった氷水だった。

　冷たさに悶絶し、酔いを剝ぎ取られたその直後、今度は容赦ない衝撃が頰骨を打ちのめし、床の絨じゅう毯たんに鶴野を這わす。

　パニックに見舞われた鶴野が、悲鳴すら喉に詰まらせて見上げたそこには、幽鬼と見紛う不気味な男が立ちはだかっていた。

　汚れも皺も顧みずに着古したコート。手入れの足りない無ぶ精しょう髭ひげ。風ふう体ていだけを見比べるなら、部屋着姿の鶴野よりなお、その男は場末の飲み屋の酔漢に相応しく見えただろう。だが眼光がすべてを裏切っていた。男の眼差しの温度は、すでに冷酷とか非情といった域ですらなく、どこか手負いの獣けものじみた妄執の殺意に凍こごえていた。目を合わせたその直後に、鶴野は相手の素性や状況の理解をすべて棚上げにしたまま、ただ絶望と諦観の虜になった。

　この男が誰であれ、いかにして屋敷の外の厳重な防護結界を突破してきたのであれ、今さら何の関係もない。いま鶴野の眼前にいるのは、彼がこの一週間余りもの間、ひたすら酒の助けを借りて遠退けつづけてきた恐怖そのものに間違いなかった。

「……アイリスフィールは、どこだ？」

　質問の内容よりまず先に、返答できなければ殺されるのだという確信に等しい理解が鶴野に訪れた。──それからようやく、質問の内容がまるで理解できないことに気付いて、鶴野は救いようのない絶望に突き落とされた。

「わ、私は、私は……」

　呂ろ律れつも回らず呻く鶴野を、氷点下の視線で見据えたまま、男はおもむろにコートの懐から凶器を抜き、その必要以上に武骨な銃口で鶴野の掌てのひらを床に押しつけると、すんなりと銃爪を引いた。

　聞く者の理性を根こそぎ吹き飛ばすほどの轟音とともに、鶴野の右手が四散する。

　あまりにも脈絡のないまま自身の一部が欠損したショックに鶴野は啞あ然ぜんとなり、その直後に襲ってきた激痛に悲鳴を上げてのたうち回った。

「し、しししし知らない知らない知らない私は何も知らないッ！　あああぁぁッ！　手がッ！　ぎゃああああッ！」

「……」

　衛宮切嗣にとって、意に沿わぬ相手に情報提供を要求するという経験は、豊富すぎるほどに豊富である。その長年に亘って培った直感は、ただ冷淡に、もうこの場では尋じん問もんも調査も一切必要ないと告げていた。

　間桐鶴野の魂はもう完全に折れている。どういう事情か知らないが、鶴野は切嗣が訪れるよりずっと以前から、自らを崖っぷちに追い詰めていたのだろう。結果として切嗣は彼を崩壊させる最後の一撃になったらしい。今のこの男ならば、目先の苦痛から逃れるためなら臓硯を裏切ることすら躊躇するまい。こうなってしまった人間は真実しか語らない。鶴野はここ数時間のうちに起こった事態について、本当に何も〝知らない〟のだろう。

　即ち──拉致されたアイリスフィールが運び込まれたのは、この間桐邸ではない。

　寸刻を争う状況下で、防護結界の突破に数時間を費やした挙げ句、結果がただの空振りとあっては、さすがの切嗣も悔かい恨こんに歯嚙みせざるを得なかった。

　消去法で詰めていけば、アイリスフィールを連れ去ったのは間桐の陣営としか考えようがない。ライダーのマスターには切嗣が用意した隠れ家を看破するだけの諜ちょう報ほう能力などなかったはずだし、遠坂には、昨夜組んだばかりの同盟をこんな形で反ほ故ごにするだけの理由がない。

　既存の七組のマスターとサーヴァントとは別の、新たな敵性勢力が現れた可能性も、限りなく低いがゼロではない。だがそれは今の段階で勘繰ったところで詮せん無ない話である。現時点では、まだサーヴァントを温存し、最終局面に備えてアイリスフィールの身柄を必要とするはずの三マスターの中から、見えざる敵を捜し出すしかない。

　土蔵の襲撃より既に四時間余りが経過している。過ぎゆく時間は一秒ごとに切嗣を勝利から遠ざけていく。立ち止まって考え込む余裕などありはしない。

　痛みと恐怖に啜り泣く鶴野にはもう一いち瞥べつも与えることなく、切嗣は足早に食堂を出て、間桐邸を後にした。




　続く遠坂邸にて魔術防御陣を突破するのに、切嗣はさらに三時間弱を要求された。

　手際としては奇跡に等しい離れ業である。遠坂時臣の設置した結界は対魔術師向けの防衛システムとして極上の部類に入り、正攻法では一年がかりでも切り崩せなかっただろう。魔導に何の成果も求めず、ただ術理の陥かん穽せいを見破り貶めることのみを突き詰めてきた『魔術師殺し』だからこそ、そんな短時間で防壁を解体できたのだ。

　だが比較上の所要時間としてそれがどんなに短くても、今の切嗣の焦りを募らせるのには充分すぎるロスタイムだった。戦いの場において、かつてこれほどまで後手に回ったことはない。ついに裏門から中庭を突破し、母屋にまで到達した時点でも、なおも切嗣の胸中は切迫した焦燥に苛まれていた。捨て身も同然の危険な賭けで防御結界をすり抜けたとはいえ、間桐邸のときと同様、これがアイリスフィールの奪還に繫がる一手だという保証は何処にもないのだ。

　切嗣より先んじてアイリスフィールを追ったはずのセイバーも、まず間違いなく失敗している。魔力供給の経路パスに未だ手応えがある以上、撃破されたということはないはずだが、もし無事に保護されたならアイリスフィールは発信器を作動させ、切嗣に位置情報を送ってくるはずなのだ。それがない以上、セイバーの追跡も無駄に終わったと判断するしかない。

　慎重に窓枠の封印を排除した後、ガラス切りを使って内鍵も外し、ついに切嗣は遠坂邸の内部にまで踏み込んだ。邸内は明かりを灯すこともなく静寂に沈んでいる。まるで留守宅のような気配だが、大邸宅だけに俄には判断しきれない。歴としたマスターである時臣は、間桐の長男よりは慎重だろう。鉢はち合あわせになった場合には戦闘を覚悟しておくべきだ。無論その場合にはアーチャーに備えてこちらのセイバーも呼び寄せる必要がある。令呪を消費し、再度の強制召喚を余儀なくされるだろう。

　未だ戦闘力が未知数なアーチャーに対し、セイバーを正面からぶつけるのは何としても避けたいところだったが、ここは戦略を選べる状況ではない。それでもせめて、事を構えるのはアイリスフィールの居場所に確証を得た後にしたかった。もし万が一、現時点でまったくノーマークの敵がアイリスフィールを押さえているなら、ここで切嗣が間桐や遠坂と対決し消耗するのは完全に敵の思う壺つぼだ。業腹なことに、そんな最悪の事態すら今は可能性として警戒に値する。

　ふと、闇に閉ざされたとある部屋に踏み込んだところで、切嗣の嗅覚が無視しきれないものを嗅ぎ取った。

　血臭。かなり時間が経過しているが、間違いない。

　眼筋に魔力を集中させ、暗視の術を起動させる。たちまち詳つまびらかになる室内の内装。どうやら客間か何からしい。テーブルの上には放置されたままのティーセットが二人分。

　そして豪ごう奢しゃなカーペットの中央に、まぎれもない多量の血痕があった。

　乾ききったその痕跡を、切嗣は子細に眺めて検討する。飛び散った飛沫ではないが、ただの怪我で済む出血量でもない。経験上、刺殺された人間が倒れた後の染みのように見える。

　一応の用心で、さらに切嗣は邸内の他の部屋もくまなく捜索して廻る。だが既に目的は状況の把握よりむしろ住人の捜索へと傾いていた。

　媒介として、術の起点として、とかく魔術において重要な要素となるのが血液だ。自らの領内で、呪的な意図もないままに流された血液をそのままに放置しておくのは、魔術の嗜たしなみとして論外ともいえる。そして切嗣の事前調査によれば、遠坂時臣という男はそういう不始末とは程遠い人物だ。

　やがて、さほどの苦もなく地下室の工房にまで辿り着いた時点で、予感は確信へと変わった。在宅であれば無論のこと、たとえ留守中であったとしても、魔術師が自らの工房へ無断で他者を踏み込ませるはずがない。おそらく時臣は邸内にいないのみならず、自宅の様子すら把握できない状況にある。

　さらに確信を確証へと固めるため、切嗣はポケットから、点眼薬容器で持ち歩いている試薬のひとつを取り出した。サキュバスの愛液を基剤として精製したそれは、とりわけ男性の血液や老廃物について反応し、詳細な識別を可能にする。

　まず洗面所で試薬の反応を確認し、それから客間の血痕について測定すると、明らかに反応の結果は同一だった。ここ数日の間、洗面所で髭を剃そった人間は一人だけ。その人物の血液が客間のカーペットに染みている……

　これで遠坂時臣の死亡ないし脱落は、ほぼ確定と見て間違いなかった。

　まったく予期しなかった展開に、切嗣はつとめて冷静になりながら状況を考察する。

　邸内に戦闘の痕こん跡せきはない。放置されたティーカップはむしろ客人の歓待を示し唆さしている。この部屋で時臣は、客としてもてなした何者かと和やかに歓談した後、重傷ないし致命傷の流血をする羽目になった。どうやら魔術師に対する闇討ちは切嗣の専売特許ではないらしい。

　だがアーチャーのサーヴァントはそのとき何をしていたのか。まさかマスターの窮きゅう地ちを座視していた筈もない。敢えてその可能性があるとするなら……時臣がアーチャーにとって既にマスターとして用済みだった場合。次なる契約者と申し合わせた上で時臣を謀殺したのなら、この結末にも納得がいく。

　推理が辿り着く先の、重く苦々しい解答に、切嗣は臓腑の捩ねじれる心地だった。

　遠坂時臣の知己であり、彼が賓ひん客きゃくと見なして隙を見せてもおかしくない人物。

　アーチャーの新たなマスターとなり得る、今から改めて令呪を獲得した可能性が大な──即ち過去にサーヴァントを喪失してマスター権を失い、なおかつ未だ存命の人物。

　それは考えるまでもなく一人しかいない。そして再びサーヴァントを得て聖杯戦争へと再起したのなら、その男がアイリスフィールを拉致して『聖杯の器』を手元に押さえようとするのも、当然の采配だ。

　こうして──ついに衛宮切嗣は、言峰綺礼との対決を不可避のものと覚悟した。
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　深夜にも拘わらず、丘の上の教会には煌こう々こうと明かりが灯っていた。

　地上における安息を約束する神の御家を前にして、些細ながらも矛盾した感傷が間桐雁夜の足を止めさせる。

　祈りの場所という形だけの慰い撫ぶに、易々と乗せられ安堵する人間の単純さ。それを嗤う一方で、そんな欺瞞にさえ縋すがらなければ生きていけない人間の弱さに、共感せずにはいられない気持ちもある。

　人の世の苦しみがすべて神の試練だと説かれたら、雁夜はその手で神とその使徒を絞め殺したい衝動に駆られたことだろう。だが神ならぬ人の手が、真に誰かの救済をもたらし得るのかと問われれば──刻々と朽ちゆく己の身体を顧みて、雁夜は悄しょう然ぜんと黙るしかなかった。

　一歩、また一歩と着実に、雁夜は聖杯へと詰め寄っている。だがそれに倍する速度で、体内の刻印虫は彼の生命を蝕むしばんでいく。耳を澄ませば、総身から血肉を啜り、骨を削り喰らう蟲たちの鳴き声が聞こえてきそうだ。じくじくと身を苛み続ける刻印虫の痛みは、すでにもはや雁夜にとって呼吸や心臓の鼓動と同等なほど肉体の一部に成り果てていた。意識は常に朦もう朧ろうと曇り、気を抜くと時間の経過すらあやふやになる。

　決して自らに許すまいと誓っていた諦観の念が、罅割れから染み込む水のように、じわじわと心を浸食していく。

　あと何回、戦えるのか。

　あと何日、生きていられるか。

　この手に聖杯を摑み、桜の救済を勝ち取ろうとするならば、それこそ最後の頼みは奇跡を期待するぐらいしかないのではないか。

　ならば雁夜は祈るべきなのか。いま眼前に聳え立つ切妻屋根の頂から、地に這う彼ムシを超然と見下ろす十字架に、膝を屈して希こいねがうべきなのか。

〝冗談じゃ……ない……ッ！〟

　屈辱的なまでの弱気に憑かれた自分を、雁夜は呪うように叱しっ咤たする。

　なにも自分は、愚にもつかない救いを求めてこんな時間に教会に赴おもむいたのではない。むしろ真逆だ。今宵の雁夜は仇きゅう敵てきの血を求めてここに来た。言峰綺礼の言を信ずるならば、今、礼拝堂で雁夜の来訪を待ち受けているのは遠坂時臣その人だ。懺ざん悔げでもなく、礼拝でもなく、ただ怨念の決着のために雁夜は祭壇の前に立つ。一度は敗退した時臣との決闘に、有り得ないはずのリターンマッチを言峰綺礼は用意してくれた。今夜こそはあの憎き魔術師に一泡吹かせる最後のチャンスだろう。断じて疎おろそかにはできない。

　胸に燃え上がる憎悪の炎は、肉体の苦痛も、葛かっ藤とうと絶望も、すべてを焼き清めて灰にする。今の雁夜にとっては、これこそがあらゆる信仰に勝る救いであり癒いやしだった。

　ただの一矢も報いることなく終わった前回の戦いの記憶が、よりいっそう雁夜の内側で怒りを煽る。

　葵を奪った時臣を、桜を棄すてた時臣を、この手で叩き伏せる瞬間にだけ思いを致す。それだけで聖杯の遠さも、敗北への恐怖も忘れられた。憎しみに駆り立てられる自動機械になりきったときにだけ、間桐雁夜の胸中はすべての辛酸から解放される。口元に笑いさえ湧いてくる。今ならばバーサーカーを解き放つことにさえ恐怖はない。それで時臣の心臓を抉り取り、その返り血を満身に浴びることができるなら──失うモノなど何もないとさえ思えてくる。

　獣のような吐息に肩を震わせつつ、雁夜は教会の門前にまで歩を進めると、総身に殺意を滾らせながら、ゆっくりと扉を押し開けた。




　礼拝堂の中を柔らかく照らし出す燭しょく台だいの灯とは裏腹に、静謐すぎる空気はまるで凍えたように静止している。どこか墓所じみたその気配に些細な違和感を感じた雁夜ではあったが、それも信徒席の最前列に座る人物の後頭部を見咎めた途端、溢れかえる怒りに塗り潰された。

「遠坂、時臣……ッ！」

　殺意を込めて呼びかけた声に、しかし返答はない。完璧な黙殺を、あの魔術師なりの傲岸な態度と理解して、雁夜は大股に通路を進み、時臣との距離を詰める。

「俺を殺した気でいたか時臣？　だが甘かったな。貴様に報いを与えるまで、俺は何度でも……」

　だが時臣は、背後の雁夜に無防備な背中を晒したまま、何の反応も見せない。さすがに雁夜も、不審感と警戒から歩調を弛めた。

　まさか雁夜を謀る目的で囮おとりの人形でも座らせてあるのではないか。だが間近に見るその肩幅、丹念に整髪された巻き毛の艶つやも、垣間見える耳の形も、まぎれもなく遠坂時臣そのものだ。かつて目に焼き付けた怨敵の姿を、決して見誤る雁夜ではない。

　あとはもう手を伸ばせば届く距離まで来て、雁夜は足を止める。なおも微動だにしない時臣の背中を、憎悪と、あとは何やら得体の知れない混乱と不安に苛まれたまま凝視する。

「遠坂──」

　手を伸ばす。

　一昨日、彼の攻撃をすべて阻んだ防御炎。その灼熱を思い出した本能が接触を忌き避ひする。だがそれでも、あと数センチ先に晒された首筋を、鷲摑みにしてへし折る衝動はあまりにも抗いがたく──ついに震える指先は、瀟洒なタイに飾られた襟元にまで届く。

　そうして、わずかに触れただけで、信徒席に凭もたれかかっていた屍は均衡を崩した。

　弛緩しきった四肢は糸の切れた人形も同然だった。遠坂時臣の冷え切った骸は、積み木が崩れるかのように頽くずおれて、雁夜の腕の中に転がり込んだ。

「──」

　そのとき間桐雁夜を見舞った混乱と衝撃には、実際にハンマーで頭を一撃されたのと同等の破壊力があった。

　抜ぬけ殻がらのように虚ろな死相は紛れもなく本物であり、その容貌は疑いの余地なく遠坂時臣のそれだった。その時点で雁夜には、時臣の死を事実として受け入れるしか他になかった。

　かつての見下しきった高慢な冷笑、慇いん懃ぎんで冷酷な口調と嘲りの言葉の数々、それら遠坂時臣にまつわる記憶の全てが雁夜の思考を飽和させ、破裂した。その破裂は、時臣という存在を基点として雁夜の中に渦巻いていた情念を、動機を、衝動を、すべて等しく吹き飛ばしてしまうものでもあった。

「な──何──何故……？」

　そして、物言わぬ骸を抱えたまま呆然と立ちつくしながら、雁夜は己の内側にぽっかりと空いた空洞の大きさに愕がく然ぜんとなった。その洞うろはあまりに大きすぎて、間桐雁夜という人格の輪郭すらも崩壊させ、判別できないほど変容させてしまうものだった。

　そのときになって初めて雁夜は、仇敵・遠坂時臣という要素を喪失した後の自分自身について、予期もしなければ想像も及ばなかったということに、あまりにも遅おそ蒔まきながら気付いた。抑えきれない動揺のせいで、雁夜は一体なぜ自分が時臣と戦っていたのか、何を望んで聖杯戦争に参加したのか、そんな大本の事情についてすら即座に思い出せなくなる有様だった。

　そして──

「……雁夜、くん？」

　──たった今、礼拝堂の中へと足を踏み入れたばかりの新たな来訪者の存在に、背後から呼びかける懐かしくも愛おしい声の主に、雁夜はついに致命的なその瞬間まで気付くことがなかった。

　茫ぼう然ぜん自失の態ていで振り向いた雁夜は、なぜそこに遠坂葵が立ち尽くしているのか、事の次第がまったく吞み込めなかった。もしまともに思慮が働く状態であったなら、誰かに呼ばれたのでなければ葵がこんな場所を訪れるはずもないという道理に思い至っただろうし、予め礼拝堂に時臣の死体を配置することができた人物が一人しかいないことも──さらに遡さかのぼって、時臣を殺した容疑者についても、難なく察することができただろう。

「あ──う──」

　だが混乱の極みにあった雁夜は、意味を成す言葉を口にすることもできないまま、ただ徒に呻き声を漏らすしかなかった。よろめき退がったその拍子に、腕の中に抱えていた時臣の骸が、頭ず陀だ袋ぶくろのようにドサリと礼拝堂の床に落ちる。かつての夫の変わり果てた姿を、葵は長い間、凝視していた。凝視したまま動かなかった。

「葵、さん……俺は……」

　一言も発することなく、葵は吸い寄せられるようにゆっくりと時臣の骸に歩み寄る。わけもなく気圧された雁夜はさらに後退り、わずか数歩で障害物に背中を遮られた。彼を裁くかのように厳めしく微動だにしないそれは、礼拝堂の祭壇だった。

　床に膝をつき、時臣の死相を抱え上げる葵を、雁夜は逃げ場を失ったまま見守るしかなかった。なぜ葵がそんなことをするのか、雁夜には解らなかった。──否、理解したくなかった。なぜ彼女が幼おさな馴な染じみの自分を一顧だにせず時臣の骸を見つめているのか、その頰を滔とう々とうと濡らす涙が何なのか、雁夜は頑かたくなに理解を拒み、それ故に彼はただの一言も発することができなかった。

　たしか記憶が定かなら──この自分は、誰よりも愛しかった女性ひとを二度と泣かせるまいとして、命を捨ててまで戦ってきたはずなのに──

　だとしたら、今、目の前で嗚お咽えつする彼女は誰なのか。それを受け入れてしまっただけでも、間桐雁夜は崩壊してしまうのではないか。

　彼女は雁夜を見ていない。まるで空気か何かのように無視したまま、夫の遺骸に涙を注いでいる。悲劇のヒロインである彼女は、まさに回転軸として世界の中心に在った。そんな彼女から無視される雁夜は、舞台の塵ちり芥あくたも同然に、書き割りの染みも同然に、まったく意味のない存在だ。自分の立ち位置を、存在そのものを消し去られたかのような錯覚に雁夜は恐怖した。今すぐ喚き散らして彼女の注意を惹きつけたい衝動にさえ駆られた。が、嗄れきった喉からは一言の声も出てこない。

　だがやがて、ようやく顔を上げた葵に直視されたときに、雁夜は悟った。──黙殺はむしろ慈悲深かったのだと。あのとき世界から消え失せていれば、まだ幾いく許ばくかの救いがあったのだと。

「……これで聖杯は間桐の手に渡ったも同然ね。満足してる？　雁夜くん」

　聞き慣れた声でありながら、聞いたこともない声こわ色いろだった。なぜなら心優しい幼馴染みだった彼女は、雁夜の前ではただの一度も、誰かを憎悪したり呪ったりしたことがなかったのだから。

「俺は──だって、俺は──」

　なぜ咎められなければいけないのか？　遠坂時臣は諸悪の根源だった。あの男さえいなければ全てが上手くいくはずだった。そもそもなぜこいつはこんな場所で死んでいたのか？　訊きたいのはむしろ雁夜の方だった。

「どうして、よ……」

　女は、だが雁夜に発言を許す暇すら与えず逆に問うてくる。

「間桐は、私から桜を奪っただけじゃ物足りなかったの？　よりにもよって、この人を、私の目の前で殺すだなんて……どうして？　そんなにも私たちとおさかが憎かったの？」

　わけがわからない。

　この女は、なぜ葵そっくりの顔で、葵のような声で、こんなにも滾る憎悪を、冷たい殺意を、間桐雁夜に向けてくるのか。

　雁夜は葵を救ったはずなのだ。彼女の愛娘に未来を取り戻すはずなのだ。それがなぜ恨まれるのか？　この女は一体誰なのか？

「そいつが──そいつの、せいで──」

　力なく震える手で時臣の死相を指差しながら、雁夜は精一杯の声で糾す。

「その男さえ、いなければ──誰も不幸にならずに済んだ。葵さんだって、桜ちゃんだって──幸せに、なれた筈──」

「ふざけないでよ！」

　鬼女の形相で女は叫んだ。

「あんたなんかに、何が解るっていうのよ！　あんたなんか……誰かを好きになったことさえないくせにッ！」

「──あ──」

　ぴしり、と。

　決定的な亀裂の音が間桐雁夜を崩壊させた。

「俺、に、は──」

　好きなヒトがいた。

　温かくて、優しくて、誰よりも幸せになってほしいヒトがいた。

　彼女の為ならば命さえ惜しくないと、そう思ったからこそ雁夜は、今日までどんな痛みにも苦しみにも耐えて、耐えて、耐えて耐えて耐えて耐えて耐えて耐えて耐えて耐えて耐えて耐えて耐えて耐えて耐えてきたのだから否定されていいわけが許せるわけがない俺は何のために誰のせいで死ぬぐらいならいっそオマエガシネバイイ噓だ噓だ噓だ俺には好きなヒトが間違いなく確かに俺には──

「俺には……好きな……人が……」

　軋る声で呟きながら、雁夜は両手に力を込める。

　彼の全てを否定した言葉、それを重ねて否定するために。その口を噤つぐませるために。その声を産み落とした喉を締め上げる。

　女が酸素を求めてぱくぱくと口を開け閉めする様は、まるで生いけ簀すから上げられた魚のようでいて、それでもなお彼を罵ば倒とうする言葉を紡いでいるかのように見えて、なおいっそう雁夜を激高させた。

　黙らせなければ、すべてが終わる。今日までのすべてが無意味になる。そんなことが許せるわけがない。

　もはや狂気こそが、実のところ間桐雁夜を救済する最後の砦とりででもあった。にも拘わらず、そんな最低限の救いさえ、彼は土壇場で摑み損ねた。──チアノーゼの土気色に変わり果てていく女の風貌が、胸に秘め置いた最愛の面影にあまりに似すぎていることに、否、そのものであることに、結局、雁夜は気付いてしまった。

「……あ」

　はたと脱力した両手から、葵の喉が滑り落ちる。

　どさりと床にくずおれた彼女は、昏倒したきり身じろぎもしない。生死を確認できるほどの冷静な判断力など持ち合わせているはずもない雁夜には、それが時臣のそれと同じ、事切れた屍に見えた。

「あ、あ……」

　たった今、力の限りに葵の首を絞めたばかりの両手を見つめる。何よりも大切だったモノ、彼が生きる意味そのものだったモノを摘み取っていった十指は、まるで他人のもののように強張ってはいたが、疑いの余地なく、誤魔化しようもなく彼自身のものだった。

　まるで蟲のようだ、と思った。震え蠢く両手の指は、桜の膚はだを這い回る淫虫たちにそっくりだった。

「あああぁああアアアァあああァあああ……ッ！」

　壊れた顔を搔きむしる。

　干涸らびた髪を引きちぎる。

　喉から迸る絶叫は悲鳴なのか慟哭なのか、それすらも解らない。

　最後の一ひと欠片かけらの理性さえ失い、ただ獣じみた本能で逃走だけを乞い求めて、雁夜はけつまずきながら礼拝堂の外へと走り出た。

　星ひとつない夜の闇が、すべてを失った男を出迎えた。




　冬木教会の礼拝堂には、司祭しか知らない秘密がある。

　礼拝堂とその裏の司祭室とを隔てる壁には、実のところ間仕切りとしての意味しかなく、礼拝堂で起こる物音はすべて司祭室に筒抜けになるよう配慮された造りになっているのだ。

　故に言峰綺礼は、司祭室の椅子でゆったりと寛くつろぎながら、礼拝堂で展開された悲劇のすべてをつぶさに聞き届けることができた。

　深く物思いに耽るかのようなその横顔に、傍らで見守っていた黄金のサーヴァントが問いかける。

「くだらぬ三文劇ではあったが、まぁ初めて書いた台本にしては悪くない。──どうだ綺礼？　感想は」

「……」

　黙然と宙を眺めながら、綺礼は手にしたグラスからワインを呷る。

　不思議な感覚だった。想い描いていた通りの筋書きが、血肉と魂を備えた人間たちによって、そのままに演じられて再現されたのだ。

　番狂わせは何もなかった。間桐雁夜も、遠坂葵も、それぞれ綺礼が伝えた用件を鵜う吞のみにし、指定された刻限通り、完璧なタイミングで教会を訪れて対面した。時臣の死体という小道具も、まさに思おも惑わく通りの効果を発揮した。治癒魔術の応用で死し斑はんと死後硬直を調整しておいたため、実際には死後半日以上も経過した死体だとは誰にも看破できなかっただろう。

　だが、何ひとつ予想を裏切らなかった展開ならば、何の驚きもない筈なのに──いざ最後まで見届けてみると、奇妙な興奮がある。

　敢えて言うならば、生々しさ、だろうか。

　先の愁しゅう嘆たん場ばは役者が演じた絵空事ではない。たしかに綺礼の誘導はあったが、自らの内面を剝き出しにした人間同士がぶつかり合い、火花を散らした魂の輝きは、まぎれもない本物なのだ。その鮮度、その臨場感は、予測どころか期待すらしていなかったものだった。

　ギルガメッシュの問いにどう答えたものか判じかねながら、綺礼は、あらためて口に含んだワインの芳香を吟ぎん味みする。そう、驚きといえば、むしろこの酒だ。

「……何故だろうな。前にも飲んだことがあるというのに。……このワインが、こんなにも味わい深いとは気付かなかった」

　真顔で酒杯を見つめる綺礼に、英雄王は微笑んだ。

「酒の味というやつは、肴さかなによっては思いのほか化けるものだ。綺礼よ、どうやら見識を広めることの意味を理解しはじめたようだな」

「……」

　満悦なギルガメッシュに返す言葉を思いつかないまま、綺礼は空にしたグラスを置いて席を立つ。後に控えた諸事を思えば、そう寛いでばかりもいられない。礼拝堂に倒れている葵の容態は間違いなく手当てを必要とするだろうし、遁とん走そうした雁夜を回収して次の役目を仕込む段取りもある。

　だが司祭室を出る前に、もう一度、空のグラスを一瞥した綺礼は、そこでようやく、飲み終えた酒を名残なごり惜しいと感じている自分に気がついた。

　切に思った。──これほどに美味と感じる酒ならば、ぜひまた飲んでみたいと。
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